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gnet sind. (p, 82) 

5 
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は じめに

限られた国土で， 長い時聞をかけて， 日本人はひかくてき無理の少ない土地利用を行ってき

た。試行錯誤も交えながら結果的には，それぞれの土地の能力に応じた見事な地域固有の田園景

観を形成してきた。富士山の南西山麓地区も，火山噴出物上としづ土地条件，冷涼な気候条件な

どにより粗放的な土地利用が行われていた。一見自然植生のように見える富士宮市内野地区の植

生も，様々な人為的干渉トeに，ほとんど代償植生におきかえられている。薪炭林としての定期的

な伐採，スギ，ヒノキ植林，採草，放牧などの，粗放的な人間の影響下に安定した二次林，二次

草地などが富士山麓固有の郷土の景観を形成している。

最近の大規模な交通，住宅，レクリエーション施設づくりなどの地域開発，土地利用が，しば

しば植生，自然さらには地域固有の景観まで破壊しているのは，開発の計画・実施が，対象地域

の白然条件，とくに人為的干渉にもっとも敏感な裸の大地を被っている生きている緑の被覆に対

しての十分な事前の調査・研究なしに行われてきた結果によることが多い。開発，土地利用に際

しては，ある程度の地形の変化，植生の改変・消滅は止むを得ない。しかし，自然度の高い残存

植生，貴重な種や群落の破壊はできるだけ避ける。開発によって破壊・消滅させられた自然度の

低い植生以上に立地本来の潜在自然植生一一日本では，ほとんど森林 の主木による多様で安

定した自然に近い植生の復元創造をはかるための方策が計画・実行されなければならない。自然

度の高い，または人間の干渉に敏感な守弘、白然や植生、を生態学的に確認し，計画者や一般の

方々にわかり易く示すのに，今日，広く糧生図が作成・利用されている。

本報は，従来十分な研究が行われていなかった富士山南西麓地域，とくに内野地区を中心に現

地踏査による植生調査，植生図化が行われた。さらに，これらの植生調査結果を基礎に把握でき

た貴重な植生や植物種の保護，対応について提案されている。同時に自然の利用，開発に際して

は，潜在自然植生を基礎とした積極的な地域固有の緑豊かな環境創造についても提案されている。

現地調査，室内作業L協力戴いた横浜国立大学環境科学研究センター植生学研究室の鈴木邦雄，

鈴木伸 v中村幸人，益田康子の各氏，さらに小林良，芦立恵，藤l崎洋子の皆さんにお礼申上げ

たい。また現地調査，本報の印刷に際して御援助裁いた小田急電鉄株式会社，とくに開発部の斉

藤，武者， t兵中，和田，伊倉氏の各位に謝意、を表したい。
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I .調査の概要

本報の植生調査対象地域は，静岡県富士宮市内野地区を中心とした富士山南西麓地域である。

植生調査は主に富士宮市北部をはじめ，富士郡北部，富士市西部地域で行われた。また現存植生

図は内野地区を中心とする，南北9.4km，東西 11.4kmの範囲（国土地理院発行の2万5千分

の1地形図 1葉分の大きさ〉が図化された（Fig.1〕。

調査方法は BraunBlanquetによる植物社会学的方法（BraunBlanquet, J. 1928, 1951, 1964, 

Ellenberg, H. 1956）が用いられた。植物社会学的方法は野外における植生調査資料の収集と室

内での表操作による群落単位抽出の2段階にわたっている。野外調査では相観，立地が均質な調

査区を設け，そこに出現する全植物のリストを作成し，各種の総合優占度と群度を測定する。さ

らに徴地形や土壌，植生に加えられた人為的影響なども判定し，一枚の植生調査資料に記入する。

Fig. 1 調査地域位置図（口：現存植生図の範囲〕

Karte der Lage d巴sUntersuchungsareals (LJ: Areal der Karte der realen Vegetation) 
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室内においては植生調査資料を基に群落組成表が作られる。素表，常在度表，部分表，区分表，

群集表などの表操作を通じて， 標i数種または， 区分種の組み合わせによる群落単位が抽出され

る。また現存植生図化は野外において実際の植分の広がりを地形図上に記入する。次いで室内で

空中写真も併用し，相観を手がかりに各植生単位の広がりを地形図上に表わし，植生図が完成さ

れた。

この富士山南西麓地域の野外植生調査は1980年から1981年にかけて4回にわたり行なわれた。

野外調査では植生調査資料の収集と現存植生図原図の作成は併行して進められた。
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Il.調査地 の概況

1 気候

富士宮市の気象年表をもとに作成された月別気温・降水量変化図（Fig.2〕，が示されている。

富士宮市市街地付近の年平均気温は 12.6°C，混量指数にして95である。このj昆量指数値は今回

調査対象地区の中心とされた内野地区，さらに朝霧高原では低下する。内野地区以北では常続広

葉樹林の上限とされる85以下にいたるものと考えられる。年降水量は約2400mmてeある。夏季に

は太平洋岸から流入してくる温暖で湿潤な空気が富士山体，天子山地に沿って上昇してゆく過程

で冷却され，富士宮市周辺域に降雨をもたらす。逆に冬季は降雨，降雪ともに少ない。すなわち

降水量が夏季に集中する表日本型の気候的特徴を示している。主な風向は春から夏にかけては南

で，秋から冬にかけては北西である。富士宮市役所のある大宮町では1978年の測定資料によると

年間平均風速は 1.7m/secで年聞を通じて変動は少ない。

調査地域の北部に位置する朝霧高原はその名の由来となる霧が有名である。 6～8月に集中し

て駿河湾から湿った空気が流れ込み，視界数メートルの濃霧がしばしば発生する。

年平均気温： 12.6℃
Durchschnittliche Jahrestemperatur 

℃ l 年降水量： 2364mm
30 Jahr esniederschlage 

20 

mm 

300 

200 

10 
100 

1234567891011  

Fig, 2 富士宮における気温と降水量の年変化 0969年～1978年平均，富士宮市大宮〕

Jahresschwankung der Temp巴raturund Niedersch!iige auf Fujinomiya 

(Mitt巴lder Angab巴nvon 1969～1978) 

①：日最高気温の平均 Durchschnittliches Tagesmaximum der T巴mp巴ratur

②：平均気混 MonatlicheT巴mperatur

③：日最低気温の平均 Durchschnittliches Tagesminimum der Temperatur 
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Fig, 3 富士宮市および周辺域の温量指数分布図 L森林立地懇話会1972より〉。

Linien mit gleichem W邑rmeIndex der Stadt Fujinomiya und ihrer Umg巴bung

(nach Shinrin-Richii-Konwakai 1972) 

2. 地形・地質・土壌

富士宮市の大部分は火山である富士山とその山麓にあたり，西部は非火山の天子山地に接して

いる。調査対象地域は東側から続く富士山の裾野地域で、西側は天子山地の山麓と接している。天

子山地と富士裾野の境界付近には芝川が流れ，ホソパショリマの自生地で知られる宝蔵院はその

西岸に位置している。南部に広がる富士宮市市街地の局辺では潤井川の形成した扇状地地形や，

河岸段丘などがみられ変化にとんだ地形配分を示している。

静岡県の地質区分（経済企画庁1971）では調査地域の地質は，ほとんどが富士火山地になり火

山および火山性物質が卓越するが，一部天子山地は第三紀層の砂岩，頁岩等の互層からなる固結

堆積物で構成されている。富士火山地は大半がかんらん石，玄武岩とスコリア質火山砕屑物から

なり，その下に流出の時代が少しずつ異なる溶岩流が幾層にも重なっている。また上井出周辺に

は大沢くずれに由来する砕屑物が扇状地状に堆積している。この他に芝JiI，潤井）iJ 1山、には古富

士泥流堆積物を含んだ際層を中心とする未固結堆積層がある。富士宮市市街化区域の基盤は，古

富士火山泥流と新富士火山の旧期溶岩流によって構成されている。

調査地域は，富士火山の火山灰，火山砂などを母材とする黒ボグ土で広く被われている。この黒

ポク土はスコリア風化物を含む黒ボグ土壌および厚層黒ボク土壌であるが，一部「富士マサ」と

呼ばれる間結盤（スコリア固結層〉が分布している。 「富士マサ」は地表近くに分布し植生の発達

の大きな制隈要因となっている。 「富士マサJの存在により富士宮市内野地区周辺部は畑地とし

ての開拓が昔から困難な地域とされてきた。畑地にかわって行なわれてきたスギ，ヒノキの植林

地も樹木の生長は遅い。
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黒ボク土のほか，天子山地や富士川，潤井Jll周辺の丘陵地には非火山性の褐色森林土が分布し

ている。
＂・民主 J，‘・." .コ，，':-・ -t ＇~＂ ' , t 〆， φγ 匂．

l ‘＇ .,. ' 
：富士山A

Berg Fuji田n N⑧ 

~：：主
!J'o＼＇.ぶ，
' ＇~ .,≪ £ 

胃、＂＂ヨ← hJ•，；，喝言f ． ー
ごご7マ‘J'.' ＇＂~－， 

:・;; r:・L, 口：現存植生図の範囲
：可＇ －、宇ιArealder Karte der .J 

f←州イ、 へ realen Vegetation 
,C, ’ γ.  I''・-＂＇今：． f乙予戸 、 I", 

, I’2・元...i~ぺ＇.L;:;:_;,. ：？也ム旦~二ネ
マ ー’. ，，，，チベ.；.... ，，，：.二ごー〆~·

Fig. 4 富土宮市の地形分類図（経済企画庁1971より〕

Karte Geomorphologischer Gli巴derungder Stadt Fujinomiya 

(nach : Ministerium ftir Wirtschaftplanung 1971〕

z～ 

，一号
れ

『司 口：現存植生図の範囲
Areal der Karte der 
re~len Vegetation 

， ． 

’ 山邑ム且」~明

Fig, 5 富士宮市の地質図（経済企画庁1971より〉

Geologische Kart巴 derStadt Fujinomiya 

(nach : Ministerium ftir Wirtschaftplanung 1971) 
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宅事馬円、£〆：， 、

ぜち：
口：現存植生図の範囲 '., 

Areal der Karte der' 
realen Vegetation 

卜之＇［ ＇；：：・；ヮパ...., •• ・・・－＇予＇ ，：~， I臨μ旦~＂＇
... ，二三F ' 

•· •. J. 一，，・・・工 ι...〆k 守 J 戸

Fig. 6 富士宮市の土壌図〔経済企画庁1971より〕

Bodenkarte der Stadt Fujinomiya 

(nach : Ministerium fi.ir Wirtschaftplanung 1971) 

3. 植生概観

調査地域内は富士山腹，天子山地の山麓部を中心に広くスギ，ヒノキ植林地として土地利用さ

れている。内野地区から朝霧高原にかけての援傾斜地には採草地として利用されているススキ草

原（トダシパ ススキ群集など〉や，牧草地であるナガハグサ カモガヤ群落が広い面積を占め

ている。クヌギーコナラ群集などにまとめられるコナラやシデ類を優占種とした夏緑二次林は，

薪炭林として利用され，小規模な林分が全域に分布している。富士宮市大宮から内野地区にかけ

ては，クヌギーコナラ群集は水田や畑などの土地利用が困難な，溶岩の露出した小凸地に見られ

る。最も自然度の高い常緑広葉樹林の残存植分はきわめて少ない。内野地区でアカガシの優占し

たシキミーモミ群集，富士市桑崎でヤブコウジースダジイ群集の小規模な林分の生育が認められ

た。またコナラ林から遷移したと考えられるアラカシ，コジイの優占した常緑二次林が富士川沿

いの丘陵地斜面に成立している。

カラスビシャクーニシキソウ群集の生育する畑耕作地は富士宮市馬見塚や万野原新田などの，

主に低海抜の扇状地に集中している。水田はj筒井）iiに沿った水利のよい沖積地に帯状に作られて

L、る。



Fig. 7 富士山南西麓の景観。遠景はスギ，ヒノキ植林とクヌギーコナラ群集。近景は，

フジサンニシキウツギ マメザクラ群集と牧草地（内野北部）。

Ein Landschaftsbild am SiidwestfuB des Bergs FuJi-san; In der Ferne sieht man Clzamaecyparis 
obtusa, C1ツ・ptomeria ja戸011ica-Forster und Que r c et um a cut is s i mo”s e r r a t a e, im 

Vordergrund Gebiisch des Wei g巴1o f u j i s a n e n s e -P r u n e t u m i n c i s a e und eine 

Wiese mit angesaten auslandischen Wiesenart巴n(Uchino 600m註.NN) 

15 
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m. ~周 ァfマ
主j」 結 果

A. 植 生 単位

1. 森林植 生

a. 常緑広葉樹林（ヤブツバキクラス〉

Immergriine Laubwalder (Came 11 i et ea j a po n i ca e) 

調査地域の中心に位置する富士宮市内野はヤブツバキクラス域の最上部，隈界域にあたる。し

かし，火山活動に起因する特殊な地質条件と，さらに古くからの狩場，採草さらに開拓活動によ

り自然林である常緑広葉樹林はごく僅かな地点で，きわめて小面積で残存するにすぎない。今回

富士山南西麓地域で調査された常緑広葉樹林は4林分であり， 2群集1群落が識別された。いず

れもヤブツバキクラス域の上部，または内陸部に生育するアカガシーシラカシ群匝，すなわち，

いわゆるカシ林に含められる植生である。

。ヤブコウジ スダジイ群集

Ardisio Castanopsietum sieboldii Suz.-Tok.巴tHatiya 1951 (Tab. 1) 

富士市桑l崎では樹高20mに達するスダジイの優占林分が調査された。この林分はスダジイ，タ

プノキ，アオキなどの常緑広葉樹や常緑草本植物を群集および上級単位の標徴種，区分種として

ヤブコウジ スダジイ群集に含められる。

桑崎神社のヤブコウジースダジイ群集は 4階層群落を形成している。 20mに達する高木層はス

ダジイ（DBH；胸高直径 60cm）が優占するほか，タブノキ（DBH120cm〕，アカガシなどの大

径木が生育しており，高木層全体の植被率は807ちを占めている。高さ Sm，植：披率20%の亜高木

層にはサカキ，イヌガシ，ヒサカキなどがみられる。低木層は高さ 4m，植被率40%でアオキ，

ホソパニセジュズネノキ，ヒイラギなどが高い被度で生育している。また高さ 70cmまでで30%

の植被率を示す草本層にはベニシダ，ナガノ〈ジャノヒゲ，フモトシダなどが生育する。低木層に

みられるイヌピワを除いては全階層ともに，常緑性の値物により構成されている。出現種数は36

種である。調査された林分は斜面下部のやや適潤な立地に生育しており，ブモトシダ，イワガネ

ソウなどが特徴的に生育している。富士市桑崎は隣接する富士火山よりも古い火山である愛鷹山

の山麓に位置しており，林分は神社林として保護されている。

種組成の最も貧化したシイ林であるヤブコウジ スダジイ群集の分布は，四国，九州、！などの温

暖な地方ではごく一部の地域に限られている〔宮脇昭編著1981, 1982）。そして， 中部地方， 関

東地方さらに東北地方南部の常緑広葉樹林の北限に近い冷涼な地域に分布が集中している。これ



Tab. 1 ヤブコウジ スダジイ群集

Ardisio-Castanops i巴 tum sieboldii 

Feld-Nr. 調査察番号： 90
lleershohe i拝抜高： 310m Exposition u. Neigung 方位及び傾斜： s40° 
Gr自由ed. Probeflache詞査面｝積 : 20 x 20 qm 
Hohe u. Deckung d, Baumschicht-1 高木第l層の高さ及びlilt被平 : 20m, 80% 
Hohe u. Deckung d. Baumschicht-2 高木第2層の向き及び植被ヰ4 : Sm, 20% 
H5he u. Deckung d, Strauchschicht低木層の高さ及び植被率 : 4m, 40% 
Hohe u. Deckung d. Krautschicht 草本層の高さ及び械被率 : 0.7m, 30% 
Artenzahl Ill＞見種数： 36Spp, 
Keゴm-u, Trennarten d. Ass, 

u. hoheren Einheiten群集lkぴ上級単位の僚依種、区分種，
Fatsia jap己瓦ica

Castanopsis cusp1data スダジイ Bl-4・4I Thea sinensis 
var, sieboldii S-1・l

Persea thunbergii タプノキ Bl-3・2
B2-I •I 

Cinnamomum japonicum 
Neolistea sericea 
Camellia j aponica 

ヤツデ

チャノキ

ヤプニッケイ

シロダモ

ヤプツノずキ

日目＋

K-+ 
s－＋・2
K－＋・2
s-+ 
s-+ 
s-+ 

Quercus acuta 7カガシ

S-1・I
Bl-I・1
s-1・l

Bl－＋・2

Quercus glauca アラカシ

Cephalotaxus harringtonia イヌガヤ

日一＋

s-+ 
Trachelospeどmumasiaticum テイカカズラ

var. intermedium 
Cleyera japonica 
Eurya japonica 
Neolitsea aciculata 

Ficus nipponica 

Aucuba j aponica 
Damnacanthus major 

サカキ

ヒサカキ
イヌカFシ

イタピカス’ラ

アオキ

ホソパニセジュズネノキ

イズセンリョウ

ヒイラギ

K-1・2
B2-2・l
B2-l ・I 
B2-I・1
S-1・i

B2－＋圃2
K-+ 

Illicium religiosum 
Dryopteris erythrosora 
Ophiopogon ohwii 
Kadsura japonica 
Ardisia japonica 
Gardneria nutans 
Stauntonia hexaphylla 
llicrolepia marginata 
Rubus buergeri 

Begleiter 随if種：

シキミ s-+ 
ベエシダ K-1・2
ナガパジャノヒゲ K-1・I
ビナンカズラ K-+ 
ヤフ’コウジ K-+ 
ホウライカズラ K-+ 
ムベ

フモトシダ

フコ：イチゴ

K-+ 
K-+ 
K-+ 

~rec ta イヌピワ s-+ 
Torreya nucifera カヤ

Lemmaphyllum microphyllum マメヅタ

s同＋
s-+ 

var. lancifolius 
Maesa japonica 
Osmanthus heterophyllus 
Elaeagnus glabra ツJレクeミ

S-2・2
S-2・2
K-+ 
s-1・1 
S-1・l
s－＋・2
K-+ 

Pteris cretica オオパノイノモトソウ K-+ 

Fundort－謂言語三玉而玩示ζ一夜記tF可1富士市蚕両
Datum d. Aufnahme 調査年月日 : 13. Okt. 1980 
Forscher詞官者： K.S.,Y,H., S.S. 

Coniogramme japonica イワ州、ソワ

工lexcrenata イヌツゲ

Ficus stipulata ヒメイタピ

K』＋

K-+ 
K-+ 
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ら関東地方を中心とした本州中部は太平洋岸では常緑広葉樹林の北限域にあたり，各常緑広葉樹

林の種組成は著しく貧化している。とくにこれらの地域では，四国，九州でも温暖な沿海部地域

に分布が限られるいわゆるシイ・タブ林：イズセンリョウ スダジイ群団の植物は，より冷涼な

地域に生育するカシ林：アカガシ シラカシ群団の植物と比較して，種数が著しく減少し，生育

域も沿海部のせまい領域に限定される。ヤブコウジースダジイ群集はこのような常緑広葉樹林北

限域の主に沿海部低地に生育している。沿海部低地では水分条件に恵まれた土壌層のj和、良好な

立地はイノデータブノキ群集で占められ，ヤブコウジースダジイ群集は立地条件のきびしい尾根

上の乾性な浅い土壌地に生育が限られる。この立地的な特徴により，ヤブコウジースダジイ群集

は，低地に生育しながらも林内にはより上部の，常緑広葉樹林にとってはさらにきびしい立地に

生育するカシ林の構成種群が混生している。

今回調査された桑崎のヤブコウジースダジイ群集はイズセンリョウ，ヤツデなどのいわゆるシ

イ・タブ林：イズセンリョウースダジイ群団の種群も少数混生するが組成全体としてはヒイラギ，

イヌガヤ，シキミなどによりカシ林：アカガシーシラカシ群団に所属される。

桑崎の林分は奥富・松崎（1974〕，近田（1981）によって報告されている。林冠のよく発達し

た，この地域では貴重な自然林である。また低木層，草本層に生育するホソパニセジュズネノキ

はこの桑崎が太平洋岸側の北限とされており（杉本 1967），その意味でも林分の保護が望まれ
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る。

2）シキミ モミ群集

Illicio Abietetum firm a巴 Suz.-Tok.巴tHatiya em. Suz.-Tok. 1961 (Tab. 2〕

富士宮市の中北部は古くからの開拓に加えヤブツバキクラス域上限に近いため，常緑広葉樹林

の残存林はほとんどみられない。今回の調査では内野地区の足形でアカガシ優占林が一林分認め

られたにすぎない。この林分はモミ，カヤ， ミヤマシキミ，アセビを標徴種および区分種として

シキミ モミ群集にまとめられた。

内野のシキミーモミ群集は 3群落階層が識別される。高さ15m，植被率80%の高木層には胸高

直径40～60cmのアカガシが優占し，モミ， ミズナラが混生している。高さ 4mまてかで30%の植

被率をもっ低木層にはアカガシ，アオキ，シロダモなどの常緑広葉樹のほか，ツリバナ，コパノ

ガマズミ，ウメモドキなどの夏緑広葉樹も生育している。草本層は高さ 30cmまでで植被率10%

と発達が悪い。 ミヤマシキミ， テイカカズラ， ヤブコウジ， チャノキなどが低被度で生育して

いる。出現種数は20種で今回調査された常緑広葉樹林の中では最も少ない。林分は桐の周囲に残

されており，面積が少ないうえ，人の立ち入りによって林床が荒らされている。種組成的にも構

造的にも完全な自然林と比較してやや貧化している。立地はゆるやかな傾斜地で周囲はスギ，ヒ

ノキ植林やクヌギーコナラ群集に固まれている。

富士山南西麓地域は特殊な火山地質で占められ，また，残存自然林が極端に少ないことから原

植生および潜在白然植生の直接の判定はむずかしい。しかし現存のスギ，ヒノキ植林あるいはコ

ナラ二次林中に生育する常緑広葉樹の幼木（安定した林分ではアカガシ，モミ，ミヤマシキミ，タ

プノキなどの幼木が生育している： p.75Fig. 26参照〉からの判定では，内野地区周辺（標高500

Tab. 2 シキミーモミ群集

I 11 i c i o回 A bietetum firmae 

Feld-Nr. 調査票番号 : 63 
lleershohe 海抜高： 580m Exposition u. Neigung方位及び傾斜： SJOO 
Gro自ed. Probeflache調査面積： 10 x 15 qm 
Hohe u. Deckung d, Baumschicht 高木層の高き及び十部主率： 15m, 85% 
Hohe u. Deckung d. Strauchschicht低水層の高き及び植被率 : 4m, 30% 
Hohe u. Deckung d, Krautschicht 草本層の高さ及び植被車 : 0.3m, 10% 
Artenzahl 出現種数： 20Spp. 
Kenn・同 u.Trennarten d. Ass, 

Abies 丘町阻

Pieris japonica 
Torreya nucifera 
Skimmia j aponica 

Kenn-u, Trennarten 
d. hi:iheren Einheiten 
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上級単位の標徴種・区分種：

アカガシ B-5・4
S-1・2
S-1・l
s－＋・2
K－＋・2

var. grosseserrata 
Viburnum erosum 

f. punctaturn 
Rosa ja田 1inoides
Euonyrnus oxyphyllus 
!lex serrata 
Vaccinium hirtum 
Lindera umbellata 
Pleioblastus disti~hus 

主と五詮単王

。iercusacuta 

Aucuba japonica 
Thea sinensis 

アオキ

チャノキ

Cephalotaxus harringtonia 
Illicium religiosum 

イヌガヤ s-+ 
S-+ シキミ

Fundort調査地： Uchino, Stadt Fujin叩 iya富士宮市門野

Datum d, Aufnahme 調査年月日 : 12. Aug・1980 
Forscher調査者： K.S.,Y.M., S.S., R,K. 

シロダモ s-+ 
テイカカスaラ s-+ 

K“1・2
Tプコウジ K-+ 

ミズナラ B-+ 

コパノガマズミ s-1・1 

モリイパラ s-+ 
ツリパナ s-+ 
ウメモドキ s間十

ウスノキ s-+ 
クロモジ K-+ 
ヰザサ K同＋
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～600m）の中庸立地では今回調査されたシキミーモミ群集と同様の森林が潜在自然植生と考え

られる（p.78参照〉。内野地区のシキミーモミ群集は多少の人為的撹乱は受けているものの， こ

の地区では最も自然度の高い貴重な林分として’位置づけられる。

シキミ モミ群集はヤブツバキクラスの最上部に生育する植生である。アカガシ，チャノキ，

シキミ，イヌガヤなどを標徴種，区分種として，アカガシ シラカシ群団に所属される。

3〕 コジイーアラカシ群落

Casta11opsis cuspidata Quercus glauca-Gesellschaft〔Tab.3〕

富士宮市沼久保，富士郡芝川町ではつジイまたはアラカシの優占する常緑広葉樹二次林が2林

分調査された。この群落は優占するコジイ，アラカシを区分種としてコジイーアラカシ群落にま

とめられた。

コジイーアラカシ群落は 4群落階層により構成されている。高木層は高さ12,16mで植被率は

90, 95%とよくうっ閉した林冠を形成している。優占するアラカシ，コジイのほか，沼久保の林

分ではアカシデ，芝川町の林分ではエノキ，エンコウカエデなどの夏緑広葉樹が混生している。

高木屑に被陰される亜高木層，低木層，草木層は発達が悪くし、ずれも309ぢ.L:J、下の植被率となって

L、る。亜高木層は2林分ともアラカシ 1種により構成されている。低木層はアオキ，タブノキ，

ヤブツバキなどの常緑広葉樹のほか，メダケ，アズマネザサなどのササ類が生育している。草本

層にはテイカカズラ，ナガバジャノヒゲ，ヤプラン，ベニシダなどが生育している。

調査された 2林分は生育立地，種類組成，群落動態的にやや差がみられる。沼久保の林分は斜

面肩部に生育するコジイ優占林である。林内にはヤブムラサキ，クロモジ，カマツカなどのコナ

ラ林要素が残存，生育しており，ゴナラ林からコジイの優占する常緑広葉樹林へ移行しつつある

林分と考えられる。芝川町の林分は急斜面下部に立地しているアラカシ優占林分である。この林

分は遷移の進行によりアラカシが林冠を完全にうっ閉しているため，夏緑広葉樹の混生は少なく

なっている。しかし人為的援乱が加わり，陽地生のササ類であるメダケが侵入，生育している。

種類組成，群落構造的にも常緑広葉樹林としてはやや未発達な林分といえる。

常緑広葉樹林域の中，上部においてコジイやアラカシは常緑広葉樹の中では最も先駆的に伐採

地やコナラ林中に侵入，生育する。そのため常緑二次林の優占種として関東，東海地方から九州、l

にいたるまで広くみることができる。しかしコジイ，アラカシともに石灰岩の露岩地や，瀬戸内

海に面した乾燥気候地さらに急傾斜地などの乾性な，あるいは土壌の発達の悪いせき悪な立地で

は自然林の優占種として生育している。

コジイーアラカシ群落は林内に生育するチャノキ， イヌガヤ，アセビ， ヒイラギなどを標徴種

としてアカガシーシラカシ群団に所属される。

b. 夏緑広葉樹林（ブナクラス〉

Sommergriine Laubwalder (Fag et ea c re n at a e) 
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富士山南西麓地域は富士火山からの溶岩と泥流堆積地としづ特殊な立地条件に加え，古来かわ

開拓が行なわれてきた。そのためやや低海抜地の渓谷音llや，高海抜地域に成立していたと指定さ

れる夏緑広葉樹林：ブナクラスの自然林はほとんど姿を消している。それに替わって現在ではコ

ナラ，グリ，シデ類を優占種とする，夏緑広葉二次林がブナクラス植生として広く成立してい

る。富士山南西麓地域からはブナクラス植生としてクヌギーコナラ群集，クリーコナラ群集の2

群集が認められた。

4) クヌギーコナラ群集

Q U巴rc巴tum acutissimo-s巴rrat a巴 Miyawaki1967 (Tab. 4. 5) 

富士山南西麗地域には広大なスギ，ヒノキ植林地に混じってコナラやクリを優占種とした夏緑

二次林が生育している。この夏緑広葉樹林は薪炭林としての定期的な伐採や，落葉かきなどの利

用条件下に持続してきた植生である。したがって，多くの林分は根株からの蔚芽によって再生し

た蔚芽二次林である。標高約100～680mの領域の，このようなコナラ林にはクヌギ，ヤマコウパ

シ，ササパギンランをはじめ，スイカズラ，アズマネザサ，ゴンズイなどが生育し，これらの種

群を標徴種および区分種としてクヌギーコナラ群集にまとめられる。

クヌギーコナラ群集は植生高7～13mの夏縁広葉樹林で、ある。群落階層は3層または 4層で，

亜高木層はしばしば欠如している。高木層は80～90%とうっ閉した林冠を形成している。高木層

および亜高木層の構成種は優占種であるコナラ，クリ，クマシデのほかにヤマハンノキ，エゴノ

キ， ミズキなどが生育している。とくに保高400m以下の低地の林分では高木層にクヌギが特徴

的に混生している（クヌギ亜群集〕。低木層は 2～4mまでの高さで15～16%の植被率となる。

カマツカ，ガマズミ，ハナイカダ，クロモジ，ウメモドキ，マメザクラなどの夏緑広葉低木が高

常在度で出現する。アラカシ，ヒサカキなどの常緑広葉樹は低地の林分に，低被度で混生してい

る。草本層は高さ 30～80cmまでで20～70%の植被率をもち，シラヤマギグ， ミツバッチグリ，

ホソエノアザミなどの陽地生のススキクラスの種， トコロ，ハンショウヅル，モミジイチコーなど

の林縁生のノイバラクラスの種さらにフタリシズカ，チゴユリ，ホソハヒカゲスゲなどの半陰地

のブナクラスの種が混生している。全出現種数は39～77種，平均59c士10）種である。今固まと

められたクヌギーコナラ群集の生育地は富士火山からの溶岩上に火山灰や火山砂疎からなる未固

結層が堆積した土地である。土壌は黒ボク土で，一部地表近く lこ富士マサとよばれる固結盤が分

布している。立地はほぼ平坦地か，もしくは傾斜が 100以下の緩傾斜地がほとんどである。生育

地は最高所で680mで，ヤブツバキクラス域内にすべての林分が含まれている。ヤブコウジース

ダジイ群集，シキミ モミ群集，または渓谷辺のシデ林を原植生とする広い領域に分布してい

る。

今回富士山南西麓地域からまとめられたクヌギ コナラ群集は 2亜群集， 5変群集に下位区分

される。

クヌギ亜群集はクヌギのほか，アラカシ，ヒサカキなどの常緑広葉樹で区分される。標高 100
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Fig. 8 クヌギーコナラ群集の冬の季観（内野〕

Winterasp巴ktdes Que r c et um a cut is s i mo -s errata e (Uchino 550m ti. NN) 

～360mの低海抜地生の林分がまとめられる。クヌギ亜群集は2変群集に下位区分される。ヒメ

カンスゲ変群集はウスノキ，ヒメカンスゲ，ヒイラギ，ヤブコウジなどにより区分される。部分

的に溶岩が地表に露出した，表層土の薄い，乾性立地生の林分がまとめられる。またタブノキ，

アカメガシ lワ，カニクサ，ナキリスゲなどにより区分されるアカメガシワ変群集は3 火山灰など

を母材とする，表層土の厚＼ ＇＇保水力に富んだ土壌に成立している。林内ではアズマネザサの被

度が高い。

キヌタソウ亜群集はタチドコロ，イボタノキ，キヌタソウ，へビノネゴザなどで区分される。

内野地区を中心とした標高約550～700mに生育する20林分がまとめられτいる。キヌタソウ亜

群集ではクヌギ亜群集に特徴的に出現していた常結広葉樹がほとんど欠如し，かわって区分種群

をはじめとしてクマシデ，アブラチャンなどのブナクラス域生の植物が常在度，被度ともに高く
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Tab. 5 富士山南西麓地域のイヌシデーコナラ群図

Carpino-Q U巴rc ion s巴rrat a巴 amSiidwestfuB des Berg巴sFuji-san 

A: Quercetum acutissimo但 serratae クヌギコナラ群集

Subass. von Quercus acutissimaクヌギ亜i群草

I : Var, von Carex conica kメカンスゲ宜群集

2: Var, von Mallotus japonicus アカメガシワ宜群＊

Subass, von Galium kinuta キヌタソウ亜苦手県

3: Var. von Spiraea japonica yモツケ宮群生

4: VVar, von Epimedium grandェflorumvar, thunbergianum イカリソウ~苦手車
5: Var, von Quercus acutaアカガシ変群集

B: Castanea司 Quercetumserratae クリ コナラ群集

6: Subass, von Vaccinium japonicumアクシパ盃群集

7: Subass. von Queどcusmongolica var, grosseserrata ミズナラ盛’苦手県

Spalte: 
1.iaufende Nr, : 
Heereshohe ( m-m): 

Zahl d. Aufnahme: 
Mittelere Aτtenzahl: 
Kenn-u, Trennarten d. Ass,: 

Lome era j aponica 
Euscaphis japonica 
Euonymus s1eboldia凹 S

Cephalanthera longibracteata 
Lindera glauca 
Pleiobiastus chino 

Trennarten d, Subass.: 
Quercus acutiss1田
Quercus gl四日

Eurya japonica 
Tre泊nartend, Var.: 

Carex conica 
Osmanthus heterophyllus 
Quercus myrsinaefolia 

Hallotus japonicus 
Carex lenta 

Trennarten d, Subass .: 

群椛記号

通し番号

標高幅

調査区紋

平均出現程f(
事案事夜宮？亙吾霞

スイカス’ラ

ゴンズイ

マユミ

ササバギンラン

ヤマコウ，，シ

アズマオサ．サ

亜群1島区分種

クヌギ

アラカシ

ヒサカキ

変群集区分程

ヒメカシスゲ

ヒイラギ

シラカシ

アカメカ’シヮ

ナキリスゲ

200 
-360 

5 
62 
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なる。これは主に気候の冷涼化を指標するものと考えられる。キヌタソウ堕群集はさらに 3変群

集に下位区分される。オオバギボウシ，シモツケ，オオパノトンボソウなどにより区分されるシ

モツケ変群集には尾根状地や，小丘状地に生育した土壌層の薄い乾性立地生の林分がまとめられ

る。イカリソウ変群集はイカリソウ，エイザンスミレ，キノミナアキギリなどにより区分される。自

然林としてシデ林やケヤキ林が成立する斜面下部の適潤立地の林分がまとめられる。アカガシ，

モミ， タマガワホトトギスにより区分されるアカガシ変群集は下刈りなどの人為的撹乱の少な
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い，立地が安定化しつつある林分がまとめられる。アカガシ変群集にはモミ，アカガシなどが高

木層に達した林分が含まれるほか，林床にはオオバジャノヒゲが相対的に高い被度で生育してい

る。なお本州ではこの地域のみに生育するホソパショリマはキヌタソウ亜群集に含まれる 4林分

で生育が認められている。出現する林分では比較的高い被度で群生する場合が多い。

クヌギーコナラ群集は薪炭林経営により持続している夏緑二次林であり，人為的な管理の停止

とともに遷移が進行する。クヌギ亜群集にまとめられる 9林分は区分種のひとつであるアラカシ

が各階層に生育している。アラカシ林の段階を経てヤブコウジースダジイ群集もしくは一部イノ

データブノキ群集のようなタブノキ優占林へ遷移するものと推察される。キヌタソウ亜群集に区

分される林分では，イカリソウ変群集にまとめられる 6林分はケヤキ林，あるいは湿性シデ林な

どの渓畔生の夏緑広葉樹林へ，そのほかのシモツケ変群集，アカガシ変群集はシキミーモミ群集

に含められるアカガシ林や，ウラジロガシ優占林などに遷移するものと考えられる。

クヌギーコナラ群集は関東地方のローム土地から多数報告されている（宮脇編1967，宮脇・奥田

井上1975，奥富・辻・小平1976など〉。分布域は比較的低海抜地域（奥富ら1976によれば20～340

m〕に限られてL唱。今回富士宮市とその周辺部でまとめられたクヌギーコナラ群集は標高 100

～680rnの範囲に及び，ほとんどヤブツバキクラス域上限部に達している。一方富士市丸火公園

では標高約 500～600rnでありながらクリーコナラ群集にまとめられるコナラ林が調査されてい

る。丸火公園の林分は溶岩上の，ほとんど風化土や火山灰が未堆積な立地に生育している。こ

の丸火公園のクリーコナラ群集は火山灰や火山砂際を母材とする黒ボク土上に成立したクヌギー

コナラ群集と土壌的な条件ですみわけているものと推察される。

5) クリーコナラ群集

Castanea・Qu er c et um s errata e Okutomi, Tsuji et Kodaira 1976 (Tab. 5. 6〕

クヌギーコナラ群集にまとめられるコナラ林が広く生育する富士宮市中部のより高海抜地に位

置する朝霧高原周辺や，富士市大関町丸火公園にはクリーコナラ群集に含められるコナラあるい

はクマシデの優占林分が生育している。

クリーコナラ群集はオトコヨウゾメ， ノリウツギ， ミヤマイボタ，イワガラミなどを標徴種お

よび区分種としてまとめられる。林分は高さ11～14mで4群落階層を形成している。高木層は80

～90%の植被率でコナラ，クマシデ，ウラジロノキ，ホオノキなどが生育している。亜高木層は

高さ 8～9mまでで10～30%の植被率をもち，高木層構成種のほかエゴノキ，オオモミジなどが

みられる。低木層は高さ 3～4rnまでで植被率は30～40%となる。ツリバナ，クロモジ，コパノ

ガマズミ， ミヤマイボタなど多数の夏緑広葉低木が生育している。草本層は 0.3～0.6mまでの

高さで20～50%の植被率を示している。コウヤボウキ，ハリガネワラビ，ノガリヤス，イワガラ

ミなどが生育している。出現種数は45～77種，平均57（士11）種である。生育地は富士宮市周辺

ではクヌギ コナラ群集域の上部，ブナクラス域の下限部にあたっている。いずれの林分も溶岩

上，あるいは河畔部の中礁が浅く堆積した浅土壌地であって，黒ボク土に生育するクヌギ コナ
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Fig. 9 クリーコナラ群集（朝霧高原〕

Winteraspekt des Cast an e o -Que r c et um s errata e (Asagiri-Plat巴au

Stadt Fujinomiya 700m ii. NN〕

ラ群集と対照的である。林分に加えられる人為的影響も少なし過去において一度伐採されては

いるものの，その後放置されている。

今固まとめられたグリ コナラ群集は 2亜群集に下位区分される。アクシパ，コウヤボウキp ヤ

マツツジなどで区分されるアクシバ亜群集には富士市丸火公園に分布する溶岩上の林分がまとめ

られる。丸火公園の林分は表土層はほとんどなく，段差0.5～lmの不規則な凹凸が繰り返され

た溶岩基盤上に径50cm前後の火山際や火山砂が浅く堆積している。そしてコウヤボウキ，アク

シノt，アセどなどはその凸部の乾性な立地に，またアキノタムラソウ，ゼンマイ，タマアジサイ

などは凹部の火山砂の堆積した立地に生育している。すなわち種組成的には乾性立地生の種群と

湿性立地生の種群が混生した特殊な状態を呈している。アクシパ亜群集は他のクり コナラ群集

に含められる林分との比較では区分種に示されているような乾性立地に多いツツジ科植物の混生

が特徴的で，極端な浅土壌地上のコナラ林として性格づけられる。ミズナラ亜群集はミズナラ，

イヌザクラ，ホソエカエデを区分種としてまとめられる。ミズナラ亜群集にまとめられる 2林分

は富士宮市麓，猪ノ頭に生育しており，いずれも天子山塊から流れ出した小河川の河成テラス上

に生育している。土壌母材は非火山性で，際質である。標高は今固まとめられた夏緑二次林中で、

最も高く， 710,860mの2地点の林分が調査されている。そのためさらに高海抜地に広く生育す

る夏緑広葉樹二次林の優占種であるミズナラが林冠ifllに混生している。

クリーコナラ群集にまとめられた植分はいずれも土壊条件がきびしい立地に生育しており，こ
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のまま放置されても遷移の進行は遅いと推定される。長年の遷移の後にはアクシパ亜群集はヤブ

ツハキクラス最上部に生育するシキミ モミ群集や，モミ，ツガ林に遷移し，またミズナラ亜群

集は現在の種組成とほぼ同質の渓畔部のシデ林として持続するものと考えられる。

富士山南西麗地域では火山灰土の分布に伴ない標高約 700mまでクヌギーコナラ群集が上昇し

ている。そのためクヌギーコナラ群集の上部，ブナクラス域に接した部分に生育するクリーコナ

ラ群集の標高的な生育領域は相対的にせばめられている。 またミズナラ亜群集で示されるよう

に，標高700～BOOm前後でササ ブナオーダー域生のミズナラやホソエカエデが出現し，すで

にブナ林域生のクリーミズナラ群集の種組成と近似してきいる。火山性未固結層が卓越する芝川

東岸地域ではグリーコナラ群集の生育地はきわめて限られるものと考えられる。

今回クリーコナラ群集にまとめられた林分は，丸火公園の林分l土奥富・松崎（1974）がクリ

コナラ群落として，また麓の林分は近田（1981)がシデーカエデ林として報告している。いずれ

も富士山南西麓地域では相対的に自然度の高い夏緑広葉樹林である。

c. 植林

Forsten 

富士山南西麓地域の現存植生のうち，最も広大な面積を占めているのはスギ，ヒノキの植林地

である。富士山中腹から広がったスギ，ヒノキ植林は西に向かつて下降し，上井出，内野，さら

に天子山塊の山腹まで，空中写真ではカーペット状に深緑色の単純な樹冠がとぎれることなく連

続している（KarteI：現存値生図参照）。本来夏緑，または常緑広葉樹が優占した森林が連続し

ていた地域であることを考えると，きわめて奇異な景観を示している。植生調査地域内の植林と

しては，このスギ，ヒノキ植林のほかモミ植林，エドヒガン植林，モウソウチク林が富士宮市の

中北部で調査された。しかしスギ，ヒノキ植林以外の植林はいずれも小規模な面積に造林されて

いるにすぎない。

6) スギ，ヒノキ植林

Cryptomeria ja戸onica,Clwmaecyparis obtusa-Forst〔Tab.7) 

富士山南西麓地域のスギ，ヒノキ植林については11林分が植生調査された。この中で樹高3m

のヒノキ幼木林はススキ，トダシバなどが高被度で生育し，ススキクラス植生に含めて扱かわれた

(p. 38, Fig. 14）。本項では樹高7～17mの10林分がまとめられている。

調査されたスギ，ヒノキ植林には不明瞭ながらも 3群落階層が区分される。高木層あるいは亜

高木屑には植栽されたスギ，ヒノキが植被率75~ぢ以上で優占している。スギとヒノキは混植され

た林分も一部みられるが， i昆植される場合でもヒノキ植栽地の下にスギを植えることが多く，同

時にスギとヒノキを混植した林分は少ない。高木層（亜高木層〉に強く被陰され，また下刈りの

行なわれる低木屑は 1～3.5mまでの高さで摘被率は 5～30%にとどまる。チャノキ，アオキな

どの常緑広葉低木のほか，クロモジ，コアジサイ，ハナイカダなどの夏緑低木類が低被度で散生
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Fig, 10 ヤマウルシ，クロモジなどの夏緑低木が多数生育するスギ，ヒノキ植林
（富士宮市内野，海抜550m)

Clzamaeの1parisobtusa, Cr＞φtomeria japouica-Forst mit reichem Unterwuchs von Rims 
triclzocarpa, Linde1・・aumbellata u. a. sommergriinen Str邑uchern(Uchino 550m ii. NN). 

している。草本層は一部植被率80%に達する林分もあるが，ほとんどの林分では30%以下の植被

率で，ヤブコウジ，ゼジマイ，オオバジャノヒゲ，ハリガネワラビ，へビノネゴザなどが高い常

在度で生育している。出現穣数は 5～76種と林分による差が大きい。

今回調査資料が得られたスギ，ヒノキ植林は種組成的に 3つのタイプに区分できる。通し番号

1, 2 c巻末 Tab.7〕の林分は沢辺に立地している。増水時に林床が流水に洗われ無植生化した

積林地がまとめられる。出現種はコナラ（幼木〉， ヘビノネゴザなど 5～8種が認められるにす

ぎない。通し番号3～6の4林分は出現種数が19～37種と増加し，林内にはクロモジ，ヤマウル

シ，ツタウルシ，マメザクラなどの夏緑低木類や，ホソハシケシダ，オオバジャノヒゲ，タチシ

オデなどの多年生草本植物が生育している。人為的撹乱が加えられるコナラ林（クヌギーコナラ

群集〉と同様じ，ブナクラスの種，ヤブツバキクラスの種，さらに林縁生のノイバラクラスの種な

どが混然と生育している。通し番号 1/ 2で示された種組成の貧弱な林分も増水前はこのような

種組成の植林地であったと推察される。通し番号7～10で示される 4林分はさらにチダケサシ，

トウゲシバ，ニワトコなどの植物が構成種に加わり，全体で42～76種の植物が出現する。植林の

高さも14～18mとよく生長した林分がまとめられる。この4林分は植林後長期の生育に応じて間

伐が行なわれ，林床に部分的に光斑部が生じたスギ，ヒノキ植林地がまとめられている。モミ 3
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アセビ，キヅタなどのシキミーモミ群集に代表される自然植生の構成種も出現している。

富士山南西麓の上井出，内野地区には溶岩上に堆積した火山灰，火山砂により構成される未固

結層の表層近くに， 「富士マサJとよばれる固結盤が分布している。そのため植栽樹種の根圏は

制限され，その生育は遅い。またスギ，ヒノキ摘林地内の光斑部においても適潤，富栄養立地を

指標するヨモギクラスの種群の生育が他地域の植林地と比較して少ない，これは，貧養な土壌条

件のためとJ校察される。

富士山の北斜面および西斜面から南斜面の，ブナクラス域からヤブツバキクラス域にかけて最

も広く行なわれている土地利用はスギ，ヒノキ植林である（宮脇，菅原，浜田1971）。とくに富士宮

市の北部は「富士マサ」の存在により畑地としての土地利用は困難とされ，牧草地またはスギ，

ヒノキ植林として広く利用されている。しかし広大なスギ，ヒノキ植林地はそこに生育する動，

植物相がきわめて限定される。また針葉樹種の落校落葉の供給は土壌層の発達にも影響している

と考えられる。その土地の生物的自然の本来の表現である自然林を保全3 復元し，さらに土地利

用に際してもより立地に適合した夏緑広葉樹，常緑広葉樹を中心とした利用が期待される。

7) モミ植林

Abies firma-Forst (Tab. 8〕

富士宮市内野地区では小面積ながらモミの植林地がみられた。調査された林分は樹高14m，胸

高直径 20～30cm のモミが植被率70~ぢの林冠を形成してし唱。亜高木層，低木層にはコナラ， ミ

ズキ，ムラサキシキブ，コマユミ，ツリパナなどの夏緑広葉樹が多数生育するほか，シロダモ，

Tab. 8 モミ植林

Abies firma -Forst 

Feld-Nr. 調査察番号： 56
Meershohe 海抜高： 600m Exposition u. Neigung 方位及び傾斜： SW5° 
GroBe d. Probefl且che 詞査面積： 6x 8 qm 
Hohe u. Deckung d. Baumschicht-1 高木第l層の高さ及び植技率 : 14m, 70% 
Ho!¥e u, Deckung d. Baumschicht-2 高木第2層の高さ及び植披率 : !Om, 30% 
Hohe u. Deckung d. Strauchschicht低木層の高芭及び植被率 ：おn, 15% 
Hohe u. Deckung d. Krautschicht 草木層の高さ及び1直後率 : o.sm, 20% 
Artenzahl ill＇且種故 3 37 Spp. 
Gepflanzte Baumart 植栽桂階：

Abies firma 

Arten d. Fagetea crenatae 
Cornus controversa 
Quercus serrata 
Prunus incisa 

Ac er rufinerve 
Styrax japonica 
Lindera umbellata 
Call主carpaj aponica 
Euonymus alatus 

var. apterus 
Euorr戸nusoxyphyllus 
Simplocos coreana 
Disporum smilacinum 

Sonstige Arten その他の種：

モミ

プナクラスの幸重：

ミズキ

コナラ

マメザクラ

ウリハダカエデ

エゴノキ

クロモジ

ムラサキシキプ

コマユミ

ツリ，..ナ

タンナサワフタギ

チコユリ

Bl-4・4
B2-I・l

B2-2・1
B2-! •2 
B2-I・2
S-1・2

B2-I・I
B2-+ 
S-1・2
s-+ 
s”＋ 

s-+ 
s-+ 
K”1・2

Zanthoxylurn piperi turn サンショウ S目＋・2
Thea sinensis チヤノキ s-+ 
Neolitsea sericea シロダモ s-+ 
Smilax nipponica タチシオデ s-+ 
Edgeworthia chrysantha ミツマタ s-+ 

Fundo口調査地： Uchino, Stadt Fujinonuya富士宮市内野

Datum d. Aufnahme 調査年月日 : 12, Aug. 1980 
Forscher調査者： K,S.,Y.M., S,S., R.K. 

Stephanandra incica 
Ilex crenata 
Horus bombycis 
Dioscorea japonica 
Ophiopogon planiscapus 
Akebia quinata 
Galium kinuta 
Auouba japonica 
Ligustrum obtusifolium 
Skimmia j aponica 
Smilax riparia 

var. ussuriensis 
Gynostamma pentaphyllum 
Liriope minor 
Carex ・1anceolata 
Syneilesis palmata 
Astilbe microphylla 
Gentiana scabra 

var. buergeri 
Lysi阻 chia j aponica 

f. subsessilis 
Viola grypoceras 
Tripterospermum j aponicum 

ココーメウツギア s悶＋
イヌツゲ s-+ 
ヤマグワ s-+ 
ヤマノイモ s-+ 
オオノずジャノヒゲ K-2・2
アケピ K-1・2
キヌタソウ K－＋・2
アオキ K-+ 
イボタノキ K-+ 
ミヤマシキミ K-+ 
シオデ K-+ 

アマチャヅル K-+ 
ヒメヤプラン K向＋
ヒカゲスゲ K-+ 
ヤブレガサ K-+ 
チダケサシ K-+ 
リンドウ K-+ 

コナスピ K-+ 

タチツボスミレ K-+ 
ツルリンドウ K”＋ 
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チャノキなどの常緑広葉樹も低被度で生育している。草本層は高さ 50cmまでで植被率は209ぢに

とどまる。オオバジャノヒゲが優占するほかチゴユリ，アケビ，シオデ，ツルリンドウなどが生

育している。全出現種数は38種であった。

モミ植林の植生調査資料が得られた内野地区は付近にアカガシの優占したシキミーモミ群集

(p, 18）が認められ，中庸立地の原植生として，また潜在自然植生として， シキミ モミ群集が

成立するものと判定される。モミ植林はこのシキミ モミ群集で優勢に生育するモミを用いると

L寸意味で無理，無駄の少ない造林と考えられる。林内は，林冠がやや疎開しているためブナク

ラスの種である夏緑広葉樹が多数生育しているが，シキミーモミ群集と共通するミヤマシキミ，

イヌツゲ，チャノキなども生育している。このまま放置されれば比較的早期にシキミーモミ群集

に移行する，自然度の高い植生と考えられる。

8) エドヒガン植林

Pru nusρendula f.。scendensForst (Tab. 9〕

バラ科サクラ属のエドヒガン植栽地が富士宮市内野地区で調査された。林内は高さ Smでエド

Tab. 9 エドヒガン植林

Prunusρendula f. asce11de11s -Forst 

Feld-Nr. 調査車番号 : 61 
Meershohe 海扶高： 600m Exposition u, Neigung方位及び傾斜 : 1 

Gro日ed, ProbefUiche調査圃積 3 15 x 15 qm 
Rohe u. Deckung d. Baumschicht 高木屑の高き及び植被平： Sm, 85% 
Rohe u. Deckung d, Strauchschicht保木層の高さ及び！Ill在半 : 2.5m, 20% 
Rohe u. De出ck現u穂ng故 d・ Krautschicht: 草本層の高さ及び植被率 : Im, 90% 
Artenzahl : 51 Spp. 
Gepflanzte Baumart 柄栽樹種： Prunus inc1sa マメザクラ s-+ 

Prunus pendula エドヒガン B-5・5 Athyrium yokoscens ヘピノネゴザ K-3・4
f. ascendens Boehmeria gracilis クサコアカソ K-3・3

Arten d. Fagetea crenatae プナクラスの撞： Carex Japon工ca ヒゴクサ K-2・2
Cornus controversa ミス’キ S-1・2 Leucosceptrum japonicum テンニンソウ K-1・2
Euonymus sieboldianus カントウマユミ 日ー1・1 Thelypteris torresiana ヒメワラピ K-1・1

var. sanqurneus var, calvata 
Ca11icarpa mollis ヤプムラサキ s-+ Oplismenus undulatifolius ケチチeミサaサ K－＋・ 2
Lindera s ericea ウスゲクロモジ s-+ Athyrium conilii ホソパシケシダ K－＋・ 2

var. glabrata Pleioblastus distichus ネザサ K-1・2
Castanea crenata クリ s-+ var. glaber 
Thelypteris japonica ハリガネワラピ K-1・1 Ilex crenata イヌツゲ K-+ 

Art en d. Rose tea multiflorae ノイパラクラスの種 ： Thea sinensis チャノキ K-+ 
D10scorea tokoro 卜コロ B】 1・l Angelica sp, シシウド属の一種 K-+ 

s－＋・2 Miscanthus sinensis ススキ K-+ 
Ru bus pal ma tus モミジイチゴ S-1・1 Artemisia princeps ヨモギ K-+ 

var. coptophyllus Astilbe microphylla チダケサシ K-+ 
Weigera decora ユシキウツギ s－＋・2 Eupatorium chinense ヒヨドリパナ K-+ 
Horus bombycis ヤマグワ s－＋・2 var. simplicifolium 
Dioscorea japonica ヤマノイモ s白＋・2 Achyranthes fauriei ヒナタイノコスFチ K-+ 
Akebia quinata アケピ s－＋・2 Rumex obtusifolius エソソギシギシ E同＋

Paederia scandens ヘタソカスrラ s－＋・2 Achyranthes japonica イノコズチ K-+ 
var. mairei Potentilla freyniana ミツパッチグリ K-+ 

Zanthoxylum piperitum -1)-ンショウ s-+ Rubia akane アカオ K-+ 
Rosa multiflora ノイパラ s-+ Spiraea japonica シモツケ K-+ 
Gynoste百四apentaphyllum アマチャゲル s-+ Geranium thunbergii ケ‘ンノショウコ K目＋

K目＋・2 Oxalis corniculata タチカタJfミ K-+ 
Ampelopsis brevipedunclata ノブドウ E山＋ f. erecta 
Rubus crataegifolius クマイチゴ s-+ Onoclea sensibilis コウヤワラピ K-+ 
Lonicera j aponica スイカズラ s-+ var. 工nterrupta
Rubus i11ecebrosus パライチゴ K-1・2 Pteridium aquilinum ワラビ )C-+ 
Akebia trifoliata ミツノfアケピ K－＋・2 var. latiusculum 

Sonstige Arten その他の種： Amphicarpaea trisperma ヤプマメ Kゐ＋
Ligustrum obtusifolium イボタノキ s-+ Pilea hamaoi ミズ K-+ 

Fundort調査地： Uchino,Stadt Fujinomiya富士宮市内野

Datum d. Aufnahme 詞査年月日 : 12, Aug. 1980 
Forscher調査者： K.S.,Y.M.,S.S.,R.K. 
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ヒガン 1種が林冠を形成している。低木層にはミズキ，ヤブムラサキ，クリなどのコナラ林と共

通するブナグラスの種のほか， トコロ，ヤマノイモ， ノイバラなどの林縁生のノイバラクラスの

種が多数生育している。草本層はへビノネゴザ，クサコアカソを優占種とするほか，ヨモギ，ア

カネ，ヒナタイノコズチなどのヨモギクラスの種群が多い。生育地は畑として利用されていた適

潤立地である。

エドヒガンは現在最も広く植栽されているサクラ類であるソメイヨシノの片親（ソメイヨシノ

はエドヒガンとオオシマザクラの雑種〉とされている。またエドヒガンには間芸種として多くの

変種，品種があり，これら交配の利用のために植栽されたものと推察される。

9) モウソウチク林

Phyllostachys hete1ocycla f. p11besce11s-Bestand (Tab. 10) 

富士宮市の中，北部はヤブツバキクラス域最上部に相当する冷涼な地域であるが，モウソウチ

ク，マダケの植栽地は集落周辺を中心に広くみられる。今回の調査ではホソパショリマの自生地

で知られる富士宮市内野の宝蔵院のモウソウチク林が植生調査された。

植栽されたモウソウチクはnmに達し，植被率95%と密生している。林内にはアカガシ，アオ

Tab. 10 モウソウチク林

Phyllostachys heterocycla f. pubesceus -B巴stand

Feld目 Nr.謁査票番号＼ 37 
Meershohe 海抜高： 570m Exposition u, Neigung 方位及び傾斜： L
Grolle d. Probeflache 調査面積 : 15 x 15 qm 
Hohe u. Deckung d, Baumschicht 有ノ悶の高さ及び槌被半： I Im, 95% 
Hohe u, Deckung d, Strauchschicht低木層の高色及び槌被率 : 3m, 10% 
Hohe u, Deckung d, Krautschicht 草本層の高き及び植被串 ¥ o.虫n, 30% 
Artenzahl 11日且種数 : 44 Spp. 
Gepflanzte Arten植栽種：

Phyllostachys heterocycla モウソウチク

f, pubescens 
Arten d. Camellietea 
一一一－~ヤブーラスの種：

Quercus acuta アカガシ

Neolitsea sericea シロダモ

Daphniphyllum macropodum ユズリハ

Thea sinensis チヤノキ

Aucuba japonica アオキ

B-5・5
工lexserrata 
Cryptomeria japonica 
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Kadsura japonica ビナンカズラ

ウメモドキ s-+ 

スギ s-+ 
K-+ 

サンショウ s-+ 
ミツノf K-2・2
ケチヂミザサ K-1・2
ミズヒキ K-1・2
ハエドクソウ K－＋・2

ミョウ7/ K-1・2
ドクダミ K－＋・2
トコロ K-+ 
フタりシズカ K-+ 
ニガクサ K-+ 
ヤマウコギ K-+ 
フキ K-+ 
ンオデ K-+ 

ニワトコ K-+ 
ヌスピトハギ K-+ 
アマチャヅル K-+ 
ウワノfミソウ K目＋

ヤマユリ K目＋
オオパギポウ y K-+ 
ボタンヅル K-+ 
オオトポシカ’ラ E目＋
アケビ K-+ 
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キ，マンリョウ，シロダモ，キヅタなどヤブツバキクラスの種が最も多い。またドクダミ， ミズ

ヒキ， ミツバなどのヨモギクラスの植物も高い被度で生育している。イロハモミジ，ハナイカダ

などの夏緑広葉樹もみられるが種数，被度ともに少ない。出現種数は44種である。

宝蔵院の植分は芝川と，小河川にはさまれており，やや凹状の立地に生育している。林床には

モウソウチクの落葉が堆積し，土壌は腐植質に富んでいる。ヨモギクラスの種鮮の生育は富養で

適潤な，さらに透光量の多い林床の生育地環境を指標している。

2. 低木植生（ノイバラクラスほか〉

Geiicvegetation (Rosete a mu  It if Io r a e u. a.) 

10〕 フジサンニシキウツギーマメザクラ群集

Weigelo fujisanen S巴『 Prune tum inc is a e ass. nov. (Tab. 11目 12)

Synonyme （異名〉

センダイトウヒレンーミヤマヤシャブシ群集（薄井1955）大場・菅原1979の一部

Saussureo-Alnetum firm a巴 var. hi rte 11 a e (Usui 1955〕巴m.Ohba et Sugawara 1979 

マメザクラーアカショウマ群落奥富・松崎1974

Pru1111s incisa-Astilbe tlumbergii-Gesellschaft Okutomi et Matsuzaki 1974 

アズマザサーニシキウツギ群落宮脇・大場・村瀬1964

Sasaella ramosa-Weigela decora-Gesellschaft Miyawaki, Ohba et Murase 1964 

ミツバウツギ ニシキウツギ群落宮脇・大場・村瀬1964

21  主 7一一 二b iー4

Fig. 11 林縁群落の配分模式図

Verteilungsschema der Mantel -und Saumgesellschaft 

1：路上植物群落（カワラスゲーオオノ〈コ群集） Trittgesellschaft (Cari ci inc is a e -PI ant a gin-

日tum asiatica e〕
2：林縁ソデ群落（カラムシ群落） Saiimgesellschaft (Boehmeria ni戸011011ivea-Gesellschaft)

3：林縁マント群落 Man telgesellschaft 
a：カナウツギ モミジイチゴ群集 Stephanandro tanakae-Ru b巴tum coptophylli 

b：アジサンニシキウツギーマメザクラ群集 W 巴igelo fujisanense-Pru n巴tum incisae 

4：森林植生（シキミ モミ群集） Waldvegetation (I 11 i c i o-A bie te tum firm ae) 
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550m ii. NN) 

Staphylea bumalba-W eigela decora-Gesellschaft Miyawaki, Ohba et Murase 1964 
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富士山南西麓地域では林縁低木林として，あるいはススキ草原内に生育した先駆低木林として

ブジサンニシキウツギの優占群落が広くみられる。また富士山南西山腹のブナクラス域には伐採

跡地に成立した抵木林としてマメザクラ， ブジサンニシキウツギなどの優占植分が広がってい

る。このような低木林はマメザクラ，フジサンニシキウツギ，さらにフジイバラ，サンショウバ

ラなどのフォッサ・マグナ地帯の主にブナクラス域に特徴的に分布する夏緑低木を標徴種および

区分種としてフジサンニシキウツギ マメザクラ群集にまとめられる。

今回調査された，富士宮市中北部に生育するフジサンニシキウツギ マメザクラ群集の種組成，

構造は以下の通りである。植生高は 2.5～7mとなり林内は2階層が識別できる。低水層は80～

95~ちの植被率で，フジサンニシキウツギ，マメザクラが主に優占するほか， イヌザンショウ，イ

ボタノキ，ウツギ，ツルウメモドキ，モミジイチゴ，コゴメウツギなどの林縁生の夏緑低木類が

混生している。草本層は50～lOOcm までの高さで植被率は10～70~ちと植分による差が大き L 、。タ

チツボスミレ，へビノネゴザ，イヌワラビ，ゼンマイなどの多年生草本植物が高い常在度で生育

している。出現種数は今回富士宮市中北部でまとめられたもので24～56種，平均38種である。生

育地は海抜540m以とのカシ林域からブナクラス域にかけての地域である。スギ，ヒノキ植林の

林縁植生として，またはススキ草原中にノtッチ状に形成した先駆的低木林として生育している。

土壌は火山灰，火山砂際を母材とした黒ボク土である。

今回富士山南西麓地域で得られた植生調査資料および富士市（奥富・松崎1974），丹沢大山（宮
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脇・大場・村瀬1964）の資料を加えまとめられたフジサンニシキウツギーマメザグラ群集は 2盟

群集に区分される。イヌザンショウ，イボタノキ， ノダケなどで区分されるイボタノキ亜群集は

富士宮市内野地区を中心とした標高500～600mのカシ林域生の植分がまとめられる。イボタノ

キ， ヤマノイモなどヤプツバキクラス域内に分布する植物が特徴的に生育している。 またノダ

ケ， ドクダミなどのヨモギクラスの植物も多くみられ，やや富養な立地を指標している。イボタ

ノキ亜群集はさらに2変群集に区分される（Tab.12）。へクソカズラ，タラノキ，ススキなどで

区分されるタラノキ変群集は林縁部や道路脇に帯状に生育した，未発達な林分がまとめられる。

Tab. 12 富士山とその周辺域のノイバラクラス

R o set ea mu It if Io r a e am Berg Fuji-san und seiner Umg巴bung

A: Stephanandro tanal日 e【 Rubetumcoptophylliカナウツギモミジfチゴ群集

B: Weigelo fujisanense-Prunetum incisae フジサンニシキウツギf マメサ’クラ零手車

2: Subass von Ligustrum obtusifolium イボタノキ主主若手島

3-6: Subass von Parabenzoin praecox アプラチ守ン亜群集

C: Saussureo-Alnetum f工rmaevar. hirtellae センダイトウヒレン ミヤマ守シヤブシ群集

8palte: 群落記号

Laufende Nr, : 通し番号

Heereshohe( m-m): 標高間

A B c 
2 3 4 5 6 7 

597 540 920 840 1000 1170 1220 
-950 -570 同 1106 ー1420 同 1250 ー1200 】 1250
JO 7 2 15 5 5 2 
19 31 56 46 36 40 27 

Zahl d. Aufnahme: 調査区欽

Hittelere Artenzahl: 平均出現措欽

Ke泊n-u. Trennarten d. Ass.: 群集時散陸・区分程

Stephanandra tanakae カナウツギ

Angelica pubescens シシウド

Clematis apiifolia var. bi ternataメボタンヅル

Ke沼n-u, Trennarten d. Ass: 群草標侯種・区分種

Prunus incisa マメザクラ

Weigela decora var, rosa 
f, fujisanensis フジサンユシキウツギ

Rosa luciae var, fujisanensis フジイパラ

-Rosa hirtula サンショウ，，ラ

Trennarten d, Su bass, : 夜群集区分種

Fagara mantchurica イヌザンショウ

Ligustrum obtusifolium イポタノキ

Angelica decursiva ノダケ

Parabenzoin praecox アプラチャン

Zanthoxylum piperitum サンシ笥ウ

Ligustr町Btschonoskii ミヤマイポタ

Clematis japonica ハンショウヅル

Kenn-u, Trenna rt en d. Ass. : 群集梧徴種・区分控

Alnus firma S .1. ヤシャプシ

Peucedanum terehinthaceum ヤマニンジン

Thelypteris japonica ハリガオヮラピ

Trennarten ge完enAss.-A: カナウツギーモミジイチゴ苦手県に対する区分種

Symplocos coreana タンナサワフタギ

Viburnum dilatatum ガマズミ

Lindera umbellata クロモジ

A~er palmatum var. amoenum オオニモミジ

Kennarten d, hoheren Einheinten: k級単位の標徴堕

Weigera decora ニシキウツキ

Rubus palmatus モミジイチゴ

Celastrus orbiculatus ツルウメモドキ

Hydrangea paniculata ノリウツギ

D臥比ziacrenata ウツキ’

Staphylea bumalda ミツパウツギ

Stephanandraエncisa コゴメウツギ

Akebia trifoliata ミツノfアケビ

Actinidia arguta サルナシ

Begleiter: 随伴睦

Ath rium niponicum イヌワラピ

Calamagrostis hakoilensis ヒメノガリヤス

Viola grypoceras タチツボスミレ

Disporum sessile ホウチャクソウ

Hiscanthus sヱnensis ススキ
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(Aufnahme Nr. 10, '108 in Tab, 9); 1-3,5: Original席調査資料
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群落高も 2.5～3mと低い。スイカズラ， トコロなどのつる植物が低木層に高い被度で生育して

おり，タラノキ変群集はブジサンニシキウツギーマメザクラ群集の中でも最もマント群落的な性

絡が強い。オオノtジャノヒゲ，コマユミ，ジガバチソウなどで匿分されるオオパジャノヒゲ変群

集は大きな斑状に広がっている，而的に発達した林分がまとめられる。群落高は 4～6mとよく

生長した林分が多い。オオノtジャノヒゲ，ジガバチソウなどの白然生の高木林にも生育する陰地

生の植物が特徴的である。アブラチャン， ミヤマイボタ，ハンショウヅルなどにより区分される

アブラチャン亜群集には標高800m以上のブナクラス域生のフジサンニシキウシギーマメザグラ

群集がまとめられる。アブラチャン亜群集には今回朝霧高原で得られた資料をはじめ，奥富・松

崎（1974）による富士市， 箱令根，宮脇．大場．村

総合されている。いずれもブナ林の伐採跡地などに成立した二次遷移途上の林分がまとめられ

る。

フジサンニシキウツギーマメザクラ群集は標徴種，区分種の分布に対応して，植物区系上のフ

オッサマグナ地域（前川1949，植松1951，高橋1971など）に生育している。今までの既発表資料

を含めての分布地は富士山，箱根，丹沢山塊で確認されている。標徴種，区分種の分布からみて

伊豆天城山塊にも生育するものと推定される。標高帯では今回まとめられた内野地区のカシ林域

生の林分を下限として，ブナクラス域に多くの林分が生育している。標徴種の 1種であるフジサ

ンニシキウツギ Weigela decor a var. rosa f. fujisanensisは花色の差によりフジベニウツ

ギ TV.decora var. rosa f. rosa，フジクリームウツギ H'.decora var. rosa f. creameaな

どに分類されている。 3品種に分けられているニシキウツギ類は富士山，箱根，丹沢など（高橋

1976）で混生して生育している。したがって，標徴種としては一括してフジサンニシキウツギと

して扱われる。また天城山にはアマギアオウツギ，アマギベニウツギとよばれる近縁種がある。

これらのニシキウツギ類は生態的にみて本群集と同様の種組成をもっ群落を形成するものと推定

されるが，群集の帰属は現地植生調査資料の収集をまって決定したい。

Ohba et Sugawara 1979はフォッサ・マグナ地域を含めた中部地方に生育するタニウツギ属

あるいはヤシャブシ類の群落をミヤマヤシャブシを標徴種としてセンダイトウヒレンーミヤマヤ

シャブシ群集に再規定（原記載は薄井1955）した。しかしフジサンニシキウツギーマメザクラ群

集にはヤシャブシの常在度はきわめて低い（まとめられた341痘生調査資料のうちヤシャブシの出

現する林分は 2資料である〕。また Tab.7に示されるようにセンダイトウヒレンーミヤマヤシ

ャブシ鮮集に相当すると考えられる，宮脇・大場・村瀬（1969）による箱根の植生調査資料とは

種組成に大きな差がみられ，本群集をセンダイトウヒレンーミヤマヤシャブシ群集に包含させる

ことはむずかしい。

フジサンニシキウツギーマメザクラ群集はモミジイチゴ，ツルウメモドキなどを標徴種として

ノイバラクラスに含められる。群団，オーダーについては， Ohbaet Sugawara 1979がニシキ

ウツギとヤシャブシとの結びつきからニシキウツギ ヤシャブシ群団 Weigelo Alnion 
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〉引グ
、

カナウツギ

Stephanandra tanakae Franch.巴tSa vat. 

/)' 

q 

マメザクラ

Pm1111s iucisa Thunb. 

Fig. 13 カナウツギおよびマメザクラの分布図（高橋1971より〉

。

も

Verbreitung von Steplza11and1’d tanakae und Prunus incisa (nach Takahashi 1971) 

。

firm a e，またタニウツギーヤシャブシオーダ－ Weigelo-Alnetalia firma e を

提唱げしている。しかし上級単位の範囲や，そのレベルは，ニワトコ，キブシ， ミツバウツギなど

ノイバラクラスに関係の深い低木類の群落との関係も十分検討して，慎重に決定したい。

11) カナウツギーモミジイチゴ群集

Stephan and r o tan aka e -Rube tum cop top h y 11 i ass. nov.〔Tab.12.13) 

富士宮市北部の標高約 600～lOOOmの地域には林縁群落としてカナウツギの優占群落が生育し

ている。この群落はカナウツギを標徴種とし，メボタンヅル，シシウドを区分種としてカナウツ

ギーモミジイチゴ群集にまとめられた。

カナウツギ モミジイチゴ群集はノtラ科コゴメウツギ属の1種であるカナウツギの優占する夏

続低木群落である。カナウツギーモミジイチゴ群集の群落高は 1.5～2mlこ達し，低木層と草本

層の2層から構成される。植被率80～90%に達する低木層にはカナウツギが優占するほかモミジ

イチゴ， ノイバラ，アケビなどが混生している。高さ 15～50cmの草本層は10～309ぢの植被率を

もち， ボタンヅル， スイカズラ， ミツバウツギなどのつる植物や低木類の幼木のほか， シシウ

ド，イヌワラビ，タチツボスミレなどの多年生草本植物が生育している。出現種数は13～22種，

平均18c士 3）種である。生育地の地質は富士火山から噴出した火山灰，火山砂I僚の堆積地であ

る。現存植分の多くはスギ，ヒノキ植林地の林縁や，ブジサンニシキウツギ マメザクラ群集に
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先行してより先駆的な植生として生育している。また自然生に近い植分は沢ぞいの火山際があら

く堆積した不安定立地や，渓谷部の崩壊性の急斜面，さらにやや大規模な岩壁の岩隙や，テラス

状地， 窪錐部などに生育している。立地は浅い未熟土；壊であるが，適潤な水分条件を保ってい

る。

今回富士山南西麓地域からまとめられたカナウツギーモミジイチゴ群集は 3亜群集に区分され

る。へクソカズラ， トコロ，ヨモギなどで区分されるヨモギ亜群集には路傍に生育した，人為的

撹乱（時おりの踏みつけや土の移動〉の5齢、立地の植分がまとめられる。生育地の日照条件は良

好で，そのためススキ，ヒメヤプランなどの陽地生の多年生草本植物が特徴的に生育している。

ナワシロイチゴ，アオツヅラフジ，ノブドウで区分されるノブドウ亜群集は林縁部に生育した受

光量の少ない半陰地生の植分がまとめられる。ノブドウ亜群集に含められる植分はよく成林した

スギ，ヒノキ植林地の林縁に生育しており，土壌は際質である。コクサギ亜群集はオオパジャノ

ヒゲ， ミツバウツギ，コクサギなどで区分される。立地が際質である点はノブドウ亜群集と共通

しているが， 渓谷に近いより湿性な立地に生育している。植分に加えられる人為的影響は少な

しマント群落としては比較的安定な立地を占めている。

ノイバラクラス植生は，森林植生の林縁部に特徴的なつる植物や， ノイバラ属，キイチゴ属な

どを構成種としており，その生育域はヤブツバキグラス域の低地からブナクラス域まで広い標高

帯におよんでいる。カナウツギーモミジイチコ、群集に高い常在度で出現するモミジイチゴ，ボタ

ンヅル，カナウツギは主にヤブツバキクラス域上部のカシ林域以上，ブナクラス域下部まで分布

している。すなわちカナウツギーモミジイチゴ群集はフォッサ・マグナ地帯のカシ林域からブナ

林域にかけての自然性， あるいは人為的な林縁部に生ずるノイバラクラスの植生である。同じ

くフォッサ・マグナ地帯の夏緑低木林であるフジサンニシキウツギーマメザグラ群集に対しては

Tab. 12に示されるように直立型の，地上幹の寿命の長いタンナサワフタギ，ガマズミなどの低

木類を欠いていることが種類組成上の特徴である。またさらに，カナウツギーモミジイチゴ群集

は小規模な帯状，斑状の植分を形成するためシシウドなどの陽地生の草本植物が植分内に侵入，

生育していることが指摘される。

カナウツギはフォッサ・マグナ地帯， とくに富士火山周辺の山麓部を中心に分布している

(Fig. 13〕。カナウツギーモミジイチゴ群集の分布域はカナウツギの分布域とほぼ対応すると考

えられる。

12〕 クサギ群落

Clerodend ran triclzotom um-Gesellschaft〔Tab.14) 

常緑広葉樹林域，とくにその下部ではクサギ，アカメガシワ，ハゼノキなどにより特徴づけら

れる先駆的夏緑広葉樹林ークサギーアカメガシワ群団ーが生育している。富士市今泉で調査され

たクサギ優占林分はグサギーアカメガシワ群団に含められる植生としてクサギ群落にまとめられ
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Tab. 14 クサギ群落

Clerode11dron trichotomum Gesellschaft 

Feld目 Nr. 調査事番号 : 123 
Meershahe i毎扶高 : lOOrn Exposition u, Neigung 方悦且ぴ傾斜： L
Gr白日ed. Probeflache調査附積： 4x 5 qrn 
Rohe u. Deckung d. Stauchschicht 低寸層の高さ及び植被率： 3rn, 100% 
Hahe u. Deckung d. Krautschicht 草本層の高さ及び植懐中 : O.Srn, 10% 
Artenzahl ／！＼現種故： 20 Spp. 
Trennarten d. Gesellschaft群｛f,区分極：

Clerodendron trichotornurn クサギ

Mallotus japonicus アカメガシワ Sー＋
Arten d. 乱osetea ノイ Jずラクラスの干華 ： 

rnultiflorae 
Viti玄三五百石Ia

var. lobata 
Paederia scander四

var. rnairei 
Rosa rnul ti flora 

S-5・5
種の

仙
出の，，、

s
 －．1 

．
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s
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e
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－1
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－e
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－
 

cd】

エピ、ゾル

var, japonica 
Bidens pilosa 
Hurnulus scandens 
Cornrnelina cornrnunis 
Leersia japonica 
Panicum bisulcaturn 
Rurnex japonicus 
Achyranthes fauriei 
Oxalis corniculata 
Digitaria adscendens 
Erigeron annuus 
Arternisia princeps 
Polygonurn pubescens? 

S-1・1

ヘクソカス’ラ s－＋・2

A皿pelopsisbr日ripedunculata

ノイパ？ラ

ノフドウ E日＋

K-+ 
s-+ 

s－＋・2

Dioscorea japonica ヤマノイモ

Fundort調査地： Imaizumi, Stadt Fuji富士市今泉

Da turn d, Au'fnahme 調査年月日 : 16, Nov. 1980 
Forscher調査者： Y,M,, S.S., Y.Fu, 

。
た

エノキ S-1・1

コセンタaング・・1r s-+ 
カナムクtラ s-+ 
ツユクサ K-2・2
アシカキ K-1・1
ヌカキピ K-1・l
ギシギシ K-1・ I 
ヒナタノイコズチ K－＋・2
カタバミ K－＋・2
メヒシ，.. K-+ 

ヒメジョオン K-+ 
ヨモギ K-+ 
ポfントクタテヂ？ K-+ 

クサギ群落はクサギーアカメガシワ群団の種であるクサギ，アカメガシワを区分種とする。林

分には 2 階層が識別される。高さ 3mで 100~ぢの植被率をもっ低木層には区分種群のほか，エビ

ヅル，へクソカズラ， ノイバラ， ノブドウなどのノイバラクラスに所属されるつる植物が多数生

育している。高さ 50cm，植被率10%の草本層にはツユクサ，ヌカキピ，ギシギシ，ヒナタイノ

コズチなどの 1年生あるいは多年生の陽地生草本植物が生育している。出現種数は20種である。

生育地は集落内のゴミ投棄地であった。立地は富養，適潤で，ヨモギ，カナムグラ，ヒナタイノ

コズチなどのヨモギクラスの種がそれを指標している。

クサギーアカメガシワ群団に特徴的な暖地生の夏緑広葉樹の中でも，クサギやタラノキは最も

先駆的に裸地，あるいはススキクラスやヨモギクラスの多年生草原内に侵入，生育する。一般に

タラノキは乾性立地に多く侵入するのに対しクサギの生育地は適潤な，富養な立地である。その

ためクサギが先駆相として優占林分を形成したとき，林床植生構成種は主にヨモギクラスの多年

生草本植物である場合が多い。立地が安定化し 3 強度の吉養条件が弱まるにつれ林分はアカメガ

シワやカラスザンショウの優占した陽性夏緑高木林へ遷移する。同時に林床にはヤブツバキクラ

スの植物が被度，種数ともに高くなる。今回富士市で植生調査されたクサギ群落もこのような二

次遷移途上の先駆的な低木林であった。
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3. 草本植生

Kra u tvegeta ti on 

a. 多年生二次草原（ススキクラス〉

Sekundare per巴nnierendeWiesen (Misc ant h巴tea sine n sis) 

13〕 メリケンカルカヤ群落

Audropogo11 virginicus-G巴sel!schaft(Tab, 15) 

富士市中野ではメリケンカルカヤの優占植分が調査された。

メリケンカルカヤ群落は高さ170cm,1痘被率90%に達している。優占するメリケンカルカヤの

ほか， トダシバ，ススキ，スミレなどのススキクラスの多年生草本植物が混生している。出現種

数は 7穫である。生育地は集落内の空地であるが，土壌表層は火山際や火山砂の固結層てや被われ

ている，保水力の少ない乾性な立地である。メリケンカルカヤは 1.5m以上に達する成個体と10

cm 以下の幼個体が階層を形成して生育している。

メリケンカルカヤは北米原産の帰化植物である。河原の乾燥しやすい疎地にしばしば大きな群

落を形成している。

14) クズ ススキ群落

Pueraria lobata Miscanthus sinensis-Gesellschaft (Tab. 15) 

富士市大坂，富士宮市馬見塚では畑放棄地に成立したススキ草原が調査された。これらの群落

はクズ，ウツギ，ネジバナを区分種としてクズーススキ群落にまとめられた。

グズ ススキ群落は群落高2m（こ達し，植被率は90～95%となる大形の多年生草本植物群落で

ある。ススキが優占するほか， トダシパ， ワラビ，ワレモコウ，アリノトウグサなどのススキク

ラスを標徴する多年生草本植物のほか， ヨモギ，ゲンノショウコなどのヨモギクラスの多年生草

本植物，さらにツルウメモドキ，ウツギ，へクソカズラなどのノイバラクラスのつる植物や低木

類が混生している。出現種数はそれぞれ22,23種である。

クズ ススキ群落は放棄畑に成立した二次遷移途上の群落である。畑として耕作されていたた

め土壊は比較的適潤で富養である。したがってクズ，ウツギなどの林縁生のノイバラクラスの種

群が生育している。クズーススキ群落はさらに遷移が進むとクサギーアカメガシワ群団に合めら

れる夏緑広葉低木林に移行してゆく。

15) アズマネザサーススキ群集

Arundinario chino-Miscanthetum si n巴nsis Miyawaki 1971 (Tab. 15〕

富士宮市田貫湖，内野で調査されたススキ草原の植分はアズマネザサを標徴種とし，またタム

ラソウ，オカトラノオを区分種としてアズマネザサーススキ群集にまとめられた。
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Fig, 14 ヒノキの幼令林，アスeマネザサ ススキ群集に含まれる。〔富士宮市内野）

Junger Forst von Chamaecy1う＇GIis obtusa mit Unterwuchs von der Artenzusammen-setzung des 

A run dinar i o chino -Misc ant he tum sine n sis (Uchino. 620m首.NN) 

アズマネザサーススキ群集は優占種であるススキに加えワラピ，ワレモコウ，オカトラノオ，

ミツバッチグリなどのススキクラスの種のほかに，ヨモギ，スイカズラ， ヒメジョオンなどが混

生している。生育地はいずれも厚く堆積した火山灰，火山砂を母材とする黒ボク土壌地であるo

Tab. 15，通し番号4で示される田貫湖の植分はヨシクラス植生に隣接しており，年 1回程度の刈

りとりが行われている。通し番号5で示される内野の植分は採草地として利用されてきた植分で

あるが数年前にヒノキが植栽されている（Fig.14〕。

富士山麓一千すにはススキ草原が広くみられる。とくに北東斜面，南東斜面そして富士山南西麓

の朝霧高原の周辺では採草地として広い面積を占めている。このススキ草原には山麓下部ではア

ズマネザサが多く生育し，アズマネザサーススキ群集に含められる植分が多い。しかし中腹，標

高lOOOmlこ近くなるとアズマネザサの生育量はきわめて少なくなる。この間アズマネザサの生育

地はノ号ッチ状の広がりをもっている。富士宮市内野地区周辺ではアズマネザサの生育するススキ

草原は少なし土壌表層の厚い，保水力の高い立地に限って生育している。

16) トダシパーススキ群集

Ar u n dine 11 o -Misc ant he tum sine n sis Horikawa et Sasaki 1959 (Tab. 15) 

富士宮市の北部に大きく広がるススキ草原は採草地として持続的に利用されてきた。これらの
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また谷状地では土壌表層は流亡しやす部分的に溶岩塊が露出し，ススキ草原の土壌層は浅く，

アキノキリンソウなどをコナスビ，く，基盤の溶岩が露出していることもある。今回ネコハギ，

地域的区分種としてまとめられたトダシパ ススキ群集はこのような浅土壌地に生育するススキ

草原である。

トダシパーススキ群集には内野地区で調査された 3植分がまとめられる。植生高は80～180cm

ワラビなどトダシノ＇＇となり，値被率は 80～100%に達する。ススキが優占するほかネコハギ，

へクソカズラなどのつるテリハノイバラ，

Tab. 16 シパ群落

Zoysia japonica-Gesellschaft 

ツノレウメモドキ，のススキグラスの多年生草本植物，
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Neigung: 
Meereshohe(m): n 

GroEe d, Probeflii.che (m~ ） : 

Rohe d. Vegetation(cm): 植生高

Deckung d. Vegetatio.n(%): 全植被率

Artenzahl: 出現種数

Trennart d. Gesellschaft: 帯首位分稜

Zoysia japonica シパ 5・5 5・4
Kenn-u, Trennarten d, hδheren Einheite抗：上級単位の襟徴種・区分種

Lespedeza cuneata(var. serpens）メドハギ（二.i_L五二王） 1•2 + 
Hydrocotyle ramiflora オオチドメ ・ ＋ 

主邑弘主主 随伴種
Plantago asiatica オオノずコ

Agrostis clavata var. nukabo ヌカボ

Geranium thunbergii ゲンノショウコ

Juncus tenuis タサイ

Veronica arvensis タチイヌフグリ

Kummerovia striata ヤノ、ズソウ

ヮ，
nu
つム

の

口

咽

l

21 
6 
13 
1 

567 

i出し番号

調査察番号

調査月日

Laufende Nr. 
Feld-Nr. 
Datum d, Aufnahme(l980): 

O

O

Q

J

 

A守

Q
J

傾斜

海抜高

調査師積

5・5

＋
・
・
・
・
・

5・4

＋ 

I ・2 

＋ 

I・ 2 

＋ 

＋・2
＋ 

＋ 

＋ 

2・2

I・ 2 

1・2
＋・2
＋ 

ti'.現 1医！の種 Auaerdemj e einmal in Lfd, Nr, I : Fes tuca arundinaceaオニウシノケグサ

I • 2, -Eleusine indicaオヒシパ t,Lespedes手 pilosaォ、コハギ＋； in 2: 
Eragrostis ferrugineaカゼクサ l・2,Poaannuaスズ、メノカタピラ＋， Erigeron 
annuusヒメジョオン＋； in 3: Pennisetum alopecuroides チカラシパ＇ 2・2,
Pleioblastus chinoアズマオ、ザサ 1・2,Liriope minorヒメヤプラン＋・ 2,Lysimachia 
clethroidesオカトラノオ＋， Ixeris dentataニカ、ナ＋， Agrostis alba コヌカクサ

+, Dioscorea japonicaヤマノイモ＋， Rosa wichuraianaテリハノイバラ＋， Linum 
virginianumキパナノマツパニンジン＋； in 4: Centella asiaticaツボクサ 1・2, Carex 
leucochloraアオスゲ 1・2,Kyllinga gracillimaヒメクグ 1・2,Houttuynia 
cordataドクダミ＋・ 2,Lysimachia japonica f, subsessilisコナスピ＋， Oxalis 
corniculataカタバミ＋， Youngia japonicaオニタピラコ＋， Justicia procumbens 
var. leucanthaキツオ、ノマゴ＋， Polygala japonicaヒメハギ＋， Galium 
trachyspermumヨツパムグラ＋， Parthenocissus tricuspidataツタ＋， Digitaria 
timorensisコメヒシパ＋， Sporobolus fertilisネズミノオ＋．

調査地 Fundorte:Lfd, Nr.1-3: Uchino, Stadt Fujinomiya富士宮市内野， 4: Seikenji, 
Stadt Shimizu清水市清見寺．

調査者 Forsher:Lfd, Nr.l: Y.N.; 2: A.M., Y.N., S.S.; 3: K.S., S.S., R.K.; 
4: K.S,, Y.M., S.S. 
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状になる低木知，そしてわずかにヒメジョオン，コウゾリナなどの 1年生草木植物も生育してい

る。出現種数は28～31種である。

今回トダシパーススキ群集の区分極として挙げられたネコハギ，アキノキリンソウなどはスス

キクラスの種として全国のススキ草原中に広く分布している。トダシパーススキ群集は， と級単

位でありススキ草原を広く包含するトダシパーススキ群団の中で，特定の標徴種をもたない「典

型部」をなす植生単位として位置づけられる。

トダシパーススキ群集は放置された場合，プジサンニシキウツギ マメザグラ群集をへてコナ

ラ林へ遷移するものと考えられる。

17) シバ群落

Zoysia jaρ011ica-G巴sellschaft(Tab. 16) 

富士宮市内野地区では比較的交通量の少ない農道に，シパの優占したシパ群落が帯状に生育し

てL、る。

シバ群落の群落高は低被度で混生するやや高茎の植物（オニウシノケグサなど〉によって7～

40cmと大きく変化する。シバの高さは 7～lOcmである。全植被率は 80～100%となる。群落構

成種は優占種であるシバのほかメドハギ，オオチドメなどのシパスゲオーダーの種群のほか，路

上の踏みつけ地であることを反映してオオノくコ，クサイといったオオハコオーダーの種群も混生

している。出現種数は 9～15種である。生育地は両慨をススキ草原（トダシパーススキ群集〉に

挟まれた農道上である。

シバ草地は都市の公園でも維持されているように‘定頻度の踏みつけはむしろ高茎の革本植物

の侵入を阻害する意味て。必要で、ある。より踏みつけの頻度が高くなるとクサイーミノボロスゲ群

集のようなオオ，ptコオーダーの植生に移行する。また踏みつけの頻度が弱くなるとススキ草原な

どの高茎な多年生草本植物群落へ遷移してゆく。

b. 湿性多年生草原（ヨシクラス〉

Riihrichte und Gro日seggengesellschaften(P h r a g m i t e t巴a)

18) ツルヨシ群集

Phragmitetum japonicae Minamikawa 1963 (Tab. 17〕

河川の中，上流部には砂！僚の堆積したがHが形成される。ツルヨシはそのような立地に特徴的に

生育し，地上走出茎によって大形の株を形成する。

富士郡芝川町p 宮士宮市猪之頭で調査されたツルヨシの優占植分はツルヨシを標徴種としてツ

ルヨシ群集にまとめられた。ツルヨシ群集は群落高 50～150cmで植被率は70～1009ちとなる。昨

落高の差は主に立地の安定度や，植分の発達程度（生長程度〕によるものである。ツルヨシ以外

の構成種は植分ごとに変動が大きいが， ミゾソパ，タニソパなどの 1年生のタデ属植物がいずれ



Tab, 17 ツルヨシ詳集

Ph rag mite t u-m j a po n i ca e 

a: Subass. van Polygonum nepalense タニソパ'll<Uf.集
b: Subass. van Artemisia princeps ヨモギ•fii.群集

Spalte: 群落記号 a b 
Laufende Nr, : 通し昏号 2 3 4 5 6 7 
Feld-Nr.: 調査票番号 107 108 110 105 109 39 38 
Dat,um d. Aufnahme(l980): 調査月日 10 10 10 10 10 8 8 

15 15 15 15 15 11 11 
Expositioi}: 方位 w s 
Neigung( ) : 傾斜 10 L 5 L L L L 
Meereshl:ihe(m): 2 海抜高 200 200 1 90 200 190 680 680 
Grofle d. Probefliiche(m ): 言寄査面積 2 2 1.6 2.4 6 4 

Rohe d. Vegetation(cm): 植生高 60 100 50 130 70 150 120 
Deckung d. Vegetation(%): 全植被率 70 95 80 90 100 100 90 
Artenzahl: IH現種数 8 5 9 6 6 6 6 
Kenna rt d. Ass. : 群集I雲散積

Phragmites japonica ヅノレヨシ 5・5 5・5 5・4 5・5 5・5 5・5 5・5
Trennarten d. Subass.: 亜1洋集区分極

Polygonu皿 nepalense タニソノ｛ :+ ＋・2 －＋・ 1

Euptelea polyandra フサザクラ '+ ＋ +I 
Polygonum yokusaianum ハナタテ、 ＋ ＋ 

Cardamine flexuosa タキツケパナ ¥... ＋・ l・1 .. : 

Polygonum thunbergii ミソずソノず :1・1 I・2 ＋・21
Equisetum arvense スギナ +•2 I + ＋ ＋｜ 

Artemisia princeps ヨモギ ＋・ 2:＋ 

Polygonum cuspidatum イタドリ ！＋ + I 
＇－－ーー一一一ーーー』

If＇，現 1回の種Auflerdemje einmal in Lfd, Nr. !; Tloohmeria gracilisクサコアカソ＋・ 2, Cerastium 
holosteoides var. angustifoliumミミナグサ＋， Bidens frondosaアメリカセンダングサ +; in 2: 
Polygonum perfoliatumイシミカワ＋； in 3: Microstegium vimineumヒメアシポソ l・1,Lysimachia 
japonica f, subsessilisコナスビ＋， Rorippa indicaイヌガラシ＋， Carex japonicaヒゴクサ＋，

Polystichum sp.イノデ属の1種 +; in 4: Lycium rhombifoliumクコ＋・2,Clechoma hederacea 
var. grandisカキドオシ＋， Gynoste田napentaphyllumアマチャヅル＋， Perilla frutescens var. 
citriodoraレモンエゴマ＋； in 5: Digitaria adscendensメヒシパ＋， Oenanthe javanica +; 
in 6: Rumex japonicusギシギシ ＋・ 2, Boehmeria spicata.コアカソ＋； in 7: Humulus scandens 
カナムクeラ＋．

調査地 Fundorte:Lfd. Nr. 1-5: Kamiinako, Shibakawa-cho, Fuji-gun富士郡芝川町上稲子 ; 6, 7: 
工nokashira, Stadt Fuj_inomiya富土宮市緒之頭．

調査者Forscher:Lfd, Nr. 1-5: Y.M.; 6, 7: K.S.,Y.M.,S.S.,R.K. 
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の植分にも生育している。出現種数は 6～ 9種，平均7種である。生育地は芝）I［，稲子）I ［の上流

古［）にあたる。

ツルヨシ群集は 2亜群集に区分される。タニソバ，フサザクラなどで区分されるタニソパ亜群

集は砂が混入した円際堆積地に生育している。植分は急流に接しており， 1年に数度の増水時に

は生育地は流水による強い捜乱を受ける。ミゾソパ，スギナ，ヨモギなどを区分種とするヨモギ

亜群集は河岸改修が行われた後に流水辺に砂泥が堆積した土地に生育している。流水は弱く，立

地は安定化してきている。タニソバ亜群集と比較してスギナ，ヨモギなどの多年生草本植物が多

数生育してL唱。
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19) カンガレイ群落，ヌマトラノオーミズオトギリ群落など（池沼辺のヨシクラス植生〉

Scirpus tria11g11/atus Ges巴llschaft,Lvsimaclzia fort1111eiゅ Triade1111111jaρ011ic11111 Ges巴llschaft

u. a. (Ph rag mi t巴t巴a-Ges巴llschaftan den T巴ichen)(Tab. 18) 

富士宮市の北西部に位置する田貫湖は昔狸沼と呼ばれ，水湿地生植物が豊富に生育していたこ

とが知られている（杉本1947）。現在の田貫湖は湖岸改修や自動車道建設が行なわれ，湖畔の湿

原は大半が消失している。わずかに東岸部に断片的な小湿原が残されているにすぎない。この残

された淑原にも既に人の踏み荒らしが行なわれてきている。今回田貫湖東岸の小湿原から池沼辺

のヨシクラス植生として 4群落が識別された。

i〕 カンガレイ群落

Scil'Pus tria11gulatus G巴S巴，llschaft

沼に接した湿原の最前部にはカンガレイの優占するカンガレイ群落が生育している。植生高は

120cm（こ達し植被率は80～85勿となる。カンガレイ群落は最前線部ではカンガレイの純群落とな

るが，やや水位の低い地点ではミズオトギリ，チゴザサなどが混生する。いずれの生育地も地表

水のある立地である。

Tab. 18 池沼辺のヨシクラス植生

P h r a g m i t e t e a -Ges巴llschaftan den Teich巴n

A: Scirpus triangulatus-Gesellschaftカンガレイ群落

B: Isachne globosa-Scirpus trapezoideus-Gesellschaftチゴザサ シカクホタルイ群落

C: Lysimachia fortunei-Triadenum japonicum-Gesellschaftヌマトラノオ ミズオトギリ群落

D: Scirpus wichurae-GesellschaftアプラガT群落

Spalte: 群落記号 A B c D 
Laufende Nr, : 通し番号 2 3 4 5 6 7 8 
Feld-Nr.: 調査票番号 47 46 44 45 42 43 48 49 
Grofle d. Probefl珪che(m2): 調査函積 2 2 

Rohe d, Vegetation(cm): 植＇t高 120 120 120 JOO 40 40 80 120 
Deckung d. Vegetation(%): 全植枝率 80 80 85 90 90 95 90 90 
Artenzahl: 出現種数 2 4 3 5 7 7 5 
Trenna rt d. Gesellschaft-A: A群落区分穂

Scirpus triangulatus j；ンガνA ls・4 5・4 5・4j 
Trennart d. Gesellschaft-B: B群落区分程

Scirpus trapezoideus シカクホタルイ +・2回
Trennarten d. Gesellschaft-C: Cf,fZ都足分稀

Carex omiana var. monticola カワズスケ

Lysimachia for七unei ヌマトラノオ

Lycopus maackianus ヒメシロヰ

Trennart d. Gesellschaft日 D: D群落区分穂

Scirpus wichurae アプラヵーヤ ＋ ＋ 臼

Kennarten d. hoheren Einheiten: 上級単位の様徴穂

Triadenum japonicum ミスJオlキ、リ 十 ＋ 3・4 4・4 5・5 2・2
Isachne globosa チゴザサ +・2 5・4 ＋ ＋ 

Lysimachia davurica クサレタ’マ ＋ 1・1
Phragmites australis ヨシ +・2 
工risensata var. spontanea ノノ、ナショウフ’ ＋・2

Begleiter: I壇伴憧

Arundinella hirta トターシパ ＋ ＋ 

Polygonum sieboldii アキノウナギツカミ ＋ 

Pleioblastus chino アズマオザサ +•2 

調査地 Fundort: See Tanu!ti-ko, Stadt Fujinomiya(660 m也， NN）富士宮市田貰湖

調査＇f-flA Datum d, Aufnahme: I I, Aug・ 1980. 
調査者Forscher:K.S., Y.M., S.S., R.K. 
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ii) チゴザサ シカクホタルイ群落

Jsac/111e globosa-Scinりust1’ttPezoideus-Gesellschaft 

カンガレイ I下落に接した，より水位の浅い立地にはシカクホタルイとチゴザサの混生植分が生

育している。この群落はシカクホタルイを区分種としてチゴザサーシカクホタルイ群落にまとめ

られた。チゴザサ シカクホタルイ群落は水位がほぼ地表と同じ立地に生育している。

iii) ヌマトラノオーミズオトギリ群落

Lysimaclzia fort11nei-Triade111111』ja戸onicum-Ges巴llschaft

田貫湖東岸の湿原で最も広い面積を占めるのがカワズスゲ，ヌマトラノオ，ヒメシロネにより

区分されるヌマトラノオーミズオトギリ群落である。植生高は40～80cmで， lOOcm以上に達す

るカンガレイ群落などの他の高茎群落と比較してやや低い。ヌマトラノオーミズオトギリ鮮落は

カワズスゲやミズオトギリが優占し，ヒメシロネ，ヌマトラノオなどが混生し全体で90～95勿の

植被率となっている。出現種数は 5～7種である。生育立地は今回田貫湖畔からまとめられたヨ

シクラス植生の中で最も乾性で，地上水位はみられない。

iv〕 アブラガヤ群落

Scirpus wichznae-Ges，巴llschaft

アブラガヤの優占植分はヌマトラノオーミズオトギリ群落とススキ草原（アズマネザサ スス

Fig, 15 田貫湖周辺に生育するチゴザサ シカクホタルイ群落

Am Rande des Sees Tanuki-ko wachst di巴 Jsacl111eglobosa・Scirρustra1うezoideus-

Ges巴llschaft(See Tanuki-ko, 660m ii. NN) 
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キ群集〉にはさまれた凹状地に帯状の群落を形成していた。植生高 1.2mで植被率は90%に達し

ている。優占するアブラガヤのほかミスオトギリ，クサレダマ，チゴザサ，さらに隣接するスス

キ草原からトダシパが侵入している。出現種数は5種である。

c. 林縁広葉革本群落（ヨモギクラス〉

Wald-Saumgesellschaften (Arte mes i et巴a principi s〕

20) アキノノゲシーカナムグラ群集

Lac tu co ind i ca e -Hum u I et um j a po n i c i Okuda 1978 (Tab. 19) 

富士宮市内野，熊久保では放棄畑に発達しているカナムグラ優占植分が調査された。この植分

はアキノノゲシ，カナムグラを標徴種としてアキノノゲシーカナムグラ群集にまとめられる。

今回まとめられたアキノノゲシ一カナムク，ラ群集は植生高40～80cmて

る。カナムグラはいずれの植分でも植被率50%以とを占め，密生している。カナムグラのほか，

ヒナタイノコズチ，ヨモギ，ゲンノショウコなどのヨモギグラスの多年生草本植物や，ヒメムカシ

ヨモギ，アキノウナギツカミなどの 1年生草本植物が混生している。出現種数はそれぞれ13穣，

20種であった。生育地は放棄して数年を経過した放棄畑である。

アキノノゲシーカナムグラ群集はほぼ自然生の植分が河川下流部の河川敷に分布してL唱。生

育立地は泥土が堆積し，川｜が運搬した塵芥や他の有機物の供給がある富栄養な土地である。植分

は年 1, 2回水流による撹乱を受ける。一方アキノノゲシ カナムグラ群集は人里近くの人為的

な富養地，たとえばゴミ捨場，放棄畑などにも一般に生育している。今固まとめられたアキノノ

ゲシ カナムグラ群集は後者の植分である。標徴種の 1種であるカナムグラは 2年生のつる植物

であってマメ科のツルマメなどと同様に，つる植物の中では最も撹乱の強い，富栄養・適潤な立

地に生育している。そのため植分の随伴種は 1年生または多年年草本植物が多く群落体系的には

ヨモギクラスに位置づけられる。

21) ユウガギクーヨモギ群集

Kalimeri 0・Arte mis i et um pr inc i pis Okuda 1978 (Tab. 19〕

人や車の不定期な踏みつけ， 草刈りなどが行なわれ，不安定な立地条件が維持される路傍に

は， ヨモギ，チカラシパなどを優占種とする多年生草本植物群落が発達している。富士宮市中北

部で調査された，このような路傍植生はユウガギク，チカラシパ，キンエノコロなどを標徴種，

区分種としてユウガギクーヨモギ群集にまとめられる。植生調査資料は富士宮市猪ノ頭，田貫湖

南岸の花鳥山脈から得られている。

今回まとめられたユウガギクーヨモギ群集の植生高は 60～80cm,111直被率は 90%に達する。優

占するヨモギ，チカラシパのほかユウガギク，ゲンノショウコ，キンミズヒキなどのヨモギグラ

スの多年生草本植物やイヌタデ，キンエノコロ，アシボソなどの 1年生草木植物が混生している。
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出現種数は21,22種であった。生育地は放棄水田やススキ草原と道路が接した開放的な路傍であ

る。

ユウガギクーヨモギ群集は一般に日照条件の良い，やや乾性な路傍に生育している。自然生に

近いtf~分は河川敷内の砂泥質の土地にみられる。河川敷内の植分はアキノノゲシ カナムグラ群

集と比較してより高位の，やや安定した立地に分布している。

22) カラムシ群落

Boeh111e1 ia 11i1う011011ivea-G巴sellschaft(Tab. 19) 

スギ， ヒノキ植林，モウソウチク林が道路に接した半陰地の林縁に生育したカラムシの優占植

分が調査された。この植分はカラムシ， ミズヒキ， イタドリなどを区分種としてカラムシ群落に

まとめられた。植生調査資料は富士宮市大岩，富士郡芝川町の2ケ所で4植生調査資料が得られ

ている。

カラムシ群落はカラムシ，時にレモンエゴマが優占する多年生草本植物群落である。植生高は

60～120cm，植被率は 90～100%に達する。優占種のほか，ヨモギ，アカネ，キンミズヒキなど

のヨモギクラスの多年生草本植物， イヌタデ，ツユクサなどの 1年生革本植物，さらにアケビ，

トコロ 3 アマチャヅルなどのノイバラクラスに含められる林縁生のつる植物が特徴的に生育して

いる。出現種数は17～27種，平均22種である。生育地に加えられる人為的撹乱は弱く，年 1回草

Fig, 16 カラムシ群落は林縁に生育している（富士郡芝川町．）。

Als Saumgesellschaft des Waldrand巴skommt die Boelzmeria nipo11onivea-Gesellschaft 

vor. (Shibagawa-cho, Fuji-gun 300m ti. NN). 
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メljりが行なわれる程度で、ある。立地は隣接したスギ，ヒノキ植林などから腐植が供給される適潤

地である。アケビなどのノイバラクラスの種群の混生はやや安定した立地条件を指標している。

カラムシは本州、｜以南の低地に広く分布している。生育地は植林や畑の縁，人家周辺などの人里

に限られ，笠原（1969）にも指摘されているように史前帰化植物（前）111943）の 1種と考えら

れる。一般にカラムシの優占群落は陽地から半陰地にかけて広くみられる。富士宮市中北部で植

生調査された植分は通し番号5 (Tab. 19）で示される植分が陽地生である以外はいずれも林縁

の半陰地生の植分である。今回，カラムシ群落の区分種としてあげられたミズヒキやドクダミは

半陰地生の植分に結びつく傾向がある。

d. 岩壁植生（チャセンシダクラス〉

Felsspalten Gesellsch;ift (Asp l巴nietea rupestri a〕

23) ハコネシダ群落

Adiantum 111011ochla111ys-Ges巴llsch;ift(Tab. 20) 

富士郡芝川町ではハコネシダの優占した岩壁植生が調査された。この群落は優占種であるハコ

ネシダを区分種としてノ、コネシダ群落にまとめられた。

ハコネシダ群落は傾斜80～90°の岩壁に生育する多年生草本植物群落である。ハコネシダ群落

には，優占するハコネシダのほか，オオレンシ夕、，オオノ〈ノイノモトソウ，ゲジゲジシダ，イヌ

シダなど岩壁植生に特徴的なシダ植物が多く生育している。またコアカソ，ウツギなどの木本類

が壁面上の小田地や岩隙のわずかに風化土が堆積した立地に根を張り，混生している。出現種数

は6～11種である。生育地はアラカシにより被陰された堆積岩の岩壁である。降雨時以外には惨

出水が見られない，やや乾性な立地条件となっている。

ハコネシダは本州以南の主に太平洋側のカシ林域を中心に分布している。生育地は広く，鎌倉

市などでは市街地の排水溝の壁面にほぼ純群落状で生している。

e. 流水辺岩隙植生

Felsspalten-Gesellschaft am flieBenden Wasser 

24) セキショウ群集

Acoretum graminei Ohb;i, Adachi et Maoka 1979 (Tab. 21) 

渓谷の流水辺には，わずかに砂泥が堆積した岩隙に根を張って生育する特殊な植物群落がみら

れる。富士郡芝川町や富士宮市白糸ノ滝ではこのような流水辺岩隙植生としてセキショウ群集が

生育している。

セキショウ群集は優占するセキショウにより標徴される，多年生草本植物群落である。植生高

は30～40cm，全植被率は 80～90%となる。植被率50%以上を占め優占するセキショウのほかに



Tab. 20 ハコネシダ群落

Adia11t11m 111011ocl1la111ys-Gesellschaft 

Laufende Nr. ~ 通し番号

Feld-Nr.: 調査票苦手号

Expositiog: 方位

Neigung ( ) : 2 傾斜

Grδ13e d. Probefliiche(m ): 調査面積

103 
SE 
90 
2 

2 
102 
SE 
80 
2 

3 
104 
s 

90 
4 

Hδhe d. Vegetation(cm）~ 植生高 20 30 30 
Deckung d. Vegetation(%): 全植被率 70 40 40 
Artenzahl: 出現種数 6 8 11 
Trennart d. Gesellschaft: 群落区分種

Adiantum monochlamys ハコネシダ、 3・3 4・3 3・3
Kenn-u. Trennarten d. hδhren Einhe工ten：上級単位の標徴種・区分種

Dennstaedtia wilfordii ォウレンシダ ＋ ＋ 

Pteris cretica オオパノイノモトソウ

Thelypteris decursivepinnata ゲジゲジシタや

Dennstaedtia hirsuta イヌシ夕、

Polystichum craspedosorum ツノレデ、ン夕、

Begleiter: l随伴種

Deutzia crenata ウツギ

Dryopteris bissetiana ヤマイタチシ夕、

Boehmeria spicata コアカソ

Aster ageratoides var. harae 
f. leucanthusシロヨメナ

Astilbe thunbergii 
Arabis hirsuta 

アカショウマ

ヤマハタザ？オ

Carex re工n工工 コカンスゲ、

Lemmaphyllum microphyllum マメツ、タ

Polystichum tripteron ジ、ユウモンジシダ

Trachelospermum asiaticum 
var. intermediumテイカカズラ

Dryopteris un1form1s オクマワラビ

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋・2
＋ 

＋ 

＋・ 2

2・2

＋ 

＋ 

＋ 

I・ 2 
1・2
＋ 

＋ 

＋ 

調査地Fu吋 ort:Kamiinako, Shibakawa-cho, Fuji目 gun(300m臼. NN) 
富士郡芝川町上稲子（標高300m)

調査年月日 Datum d. Aufnahme: 15, Okt. 1980. 
調査者Forscher:K。S。， Y.M.
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はタネツケパナ，シラネセンキュウなどがわずかな被度て＊混生している。出現種数は 3～4種 で

ある。

セキショウはカシ林域を上限としてヤブツバキクラス域に広く分布するサトイモ科の常緑植物

である。セキショウの含まれる Acorus属はより温暖な熱帯地方にかけて多くの種が生育して

L、る。



Tab. 21 流水辺岩隙植生

Felsspalten-Gesellschaft am fliej3enden Wass巴r
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490 
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A: Acoreturn grarnineiセキショウ群集

B: S巴dosubtilis-Cariceturn curvicollis ヒメレンゲ ナノレコスゲ群集

IOI 

’80 
10 
15 

SE 
10 

300 

群落記号

通し番号

調査察番号

調査年月日

Spalte: 
Laufende Nr.: 
Feld-Nr.: 
Datum d. Aufnahrne: 

方位

傾斜

海抜高

調査面積

O

C

5
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L
0
0
 

50 
100 
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n
u
n
u
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J
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q
J
0
0
 

巨TI
I・ 2 

＋・ 2

＋ 

＋ 

＋ 

1・2
＋ 

＋ 

・
・
＋
＋
・
・
・

I・ 2 

5・5

ム
中
目
・
・
・
・
・
・

~ 
＋・ 2

・
＋
・
・
・
・
・

様生高

全f直被率

出現種数

群集標徴種

セキショウ

群集標徴種・灰分程f

ナノレコスゲ

イワボ、タン

上級単伎の標徴穏・区分程

タオ、ツケパナ

オオノずタヰ、ツケノミ、ナ

随伴種

シラヰ、センキュウ

オ、コヤナギ

オランタ守カ守ラシ

オオイチゴツナギ

ミズ

ツリフヰ、ソウ

コノ、コJ℃

ExpositioTI.: 
Neigung（ν）： 
Meereshδhe (rn）： η 

Grδ自己 d.Probefl五che(rn-):

Hδhe d. Vegetation(crn): 
Deckung d. Vegetation(%): 
Artenzahl: 
Kennart d, Ass.: 

~corus gramineus 
Kenn-u. Trennart d. Ass.: 

Carex curvicollis 
Chryspsplenium macrostemon 

Kennarten d. hδheren Einheiten: 
Cardamine flexuosa 
Cardamine scutata 

Begleiter: 
Angelica polymorpha 
Salix gracilistyla 
Nasturtium officinale 
Poa nipponica 
Pilea hamaoi 
工mpatienstextori 
Stellaria media 

調査地 Fundorte:L王d.Nr。I: Kamiinago, Shibakawa-cho, Fuji-gun富士郡芝川町

l：稲子； 2-5:Wasserfall Shiraitonotaki, Stadt Fuiinomiya富士宮市白糸ノ滝

調査者Forscher:Lfd, Nr. I: Y.M.; 2,3: Y.11., S。S,, M.A.; 4,5: Y.M., S.S. 



Fig, 17 セキショウ群集（白糸の滝〉

Acor et um gram in e i am flieGenden Wasser (Wasserfall Shiraitonotaki, Stadt 

Fujinomi）叫 510mii. NN〕

25) ヒメレンゲ ナルコスゲ群集

Se do sub ti Ii s -Cari c et um cur vi co 11 is Nakamura 1982 (Tab. 21) 
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富士宮市白糸ノ滝ではセキショウ群集に近接してナルコスゲの優占した植分が生育している。

この植分はナルコスゲ，イワボタンをそれぞれ標徴種，区分種として中村 (1982）によるヒメ

レンゲーナルコスゲ群集にまとめられる。

ヒメレンゲーナルコスゲ群集は春季（ 4月〉のナルコスゲの開花期には約20cm，夏季（8月〉

には約 50cmの高さになる多年生草本植物群j容である。植分には区分種のほかシラネセンキュ

ウ，オオパタネツケパナなどが低被度で生育している。出現種数は 5～ 6種である。今回植生調

査資料が得られたとメレンゲーナルコスゲ群集の生育地は滝の下部の風化礁の堆積した崖錐部で

ある。 Iニ方からたえず水分が供給される湿潤な立地となっている。白糸ノ滝ではナルコスゲ優占

植分はセキショウ群集の生育地に近いi清水辺にも一部生育している。白糸ノ滝におけるヒメレン

ゲーナルコスゲ群集の生育地はセキショウ群集と比較して水流の直接的な影響が少なく，砂泥の

堆積した立地である。
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Fig, 18 ヒメレンゲーナルコスゲ群集〔白糸の滝〉

S巴do sub ti Ii s -Cari c et um cur vi co 11 is beim Wasserfall 

(Wasserfall Shiraitonotaki, Stadt Fujinomiya 510m ii. NN) 

f. 路上植生（オオバコオーダーほか〉

Trittgesellschaft巴n(Plantaginetalia asiaticae u. a.〕

26) カゼクサーオオバコ群集

Eragrostio ferrugi n巴ae -P 1 ant a gin et um as i at i ca e Tx. 1977 (Tab. 22〕

富士山南西麓地域の農道上にはオオノミコやクサイにより特徴づけられるオオバコオーダーの植

生がよく発達している。このうち，富士宮市今宮で調査されたカゼクサ優占植分はカゼクサ 1種

を標徴種としてカゼクサーオオノくコ群集にまとめられた。

植生高は 15cm，会植被率は 70%となる。優占するカゼクサのほか多年生草本欄物ではオオバ
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コ，シパ， I年生草木植物ではアキメヒシパ，ハルジョオンなどが混生している。出現種数は 6

種である。分布地は今回植生調査資料が得られたオオバコオーダーの植生［I＂最も低海抜〔 360m)

に位置している。立地はやや乾性な路上てーある。

カゼクサ オオバコ群集は本州中古f）以南のヤフツバキクラス域に分布している。

Tab. 22 オオハコオーダー

Plantaginetalia asiaticae 

A: Eragrostio ferrugineae-Plantagin巴tumasiaticae カゼクサ オオパ、コlll"集
B: Carici incisae-Plantaginetum asiaticaeカワラスゲ オオノマコM集

C: Junco-Caricetum albatae クサイ ミノポロスゲ1作集

Spalte: 群落記号 A B 
Laufende Nr, : i盈し昏号 2 3 
Feld-Nr.: 調査察番号 s 41 78 

31 
Datum d. Aufnahme: 調査年月日 ’79 '80 '80 

9 8 8 
14 11 13 

Neigung: 傾斜 1 1 L 

c 
4 5 
19 23 

’80 ’80 
6 6 
13 13 
L L 

Meereshohe (m) : 2 海抜高 360 640 600 563 566 
Grδ品ed. Probeflache (m ) : 調査而積 2 2 2 1.2 

Hδhe d, Vegetation(cm): 植生高 15 20 20 25 21 
Deckung d. Vegetation(%): 全様1喧率 70 50 70 70 55 
Artenzahl: 出現種数 6 4 10 8 12 
K巴nnartd. Ass.-A: 群集Aの標徴栂

日Eragrostis ferruginea カセやクサ

Kennart d. Ass.-B: 1作集Bの1票徴稜

Carex incisa カηラフ、ゲ

Kenn-u. Trennarten d. Ass.-C: 群集Cの標徴種・区分権

Carex albata ミノボロスゲ

Duchesnea chrysantha ヘビイチゴ

Agrostis clavata var. nukabo ヌカボ

Kennarten d, hδheren Einheiten: 上級単位の標徴設

Plantago asiat'ica オオノずコ I・ 2 ) • 2 2・2 ) • 2 3・2
Juncus tenuis クサイ 3•3 3・3 4・4 3・4

Begleiter: 随伴f章
Hydrocotyle maritima ノチドメ ＋・2 I・ 2 1・1
Oplism巴nusundulatifolius 

var. Japonicus コチヂミザサ ＋ ＋ 

Viola verecunda ツボスミレ ＋ ＋ 

Geranium thunbergii ゲ、ンノショウコ ＋ ＋ 

出現 11司の種 Au~erdem je einmal in Lfd. Nr. I: Digitaria violascensアキメヒシパ

1・2,Zoysia japonicaシパ l・2,Erigeron philadelphicusハノレジョオン＋， Eleusine 
indicaオヒシパ＋； in 2: Equisetum arvenseスギナ＋； in 3: Angelica decursiva 
ノダケ＋， Houttuynia cordataドクダミ＋， Hosta昌lbomarginataコパギボウシ＋；

in 4: Festuca parvigluma トボシガラ＋； in 5: Trifolium repensシロツメクサ＋・2,
Gnaphalium japonicumチチコグサ＋， Mazus miqueliiムラサキサギゴケ +, Cryptotaenia 
japonicaミツバ＋．

調査地 Fundorte:Lfd, Nr. I: Imamiya, Stadt Fuj i富士市今宮.; 2,-5: Ucli.ino, 
Stadt Fujinomiya富士宮市内野

調査者Forscher:Lfd, Nr. I: S.O., E.N., T.Ku., Kat. ; 2,3: Y.M., R.K. ; 4: 
K.S., s.s.; 5: Y.N. 
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27) カワラスゲ オオバコ群集

Carici incisae Plantagi n巴tu m a s i a t i ca e Tx. 1977〔Tab.22) 

カワラスゲーオオバコ群集はカワラスゲにより楳徴される路上植生である。

富士宮市内野で調査されたカワラスゲーオオノtコ群集にはクサイが優占している。植生高は20

cm，全植被率は50～70%となる。今固まとめられたカワラスゲ オオノ4コ群集はカワラスゲ，

クサイ，オオノミコなどの路上生の植物のほか， ノチドメ，スギナ， ツボスミレなどすべて多年生

草本植物により構成されている。生育地は降雨時には小水流が形成される小凹地に接した，湿性

地である。際， E少などの堆積は薄く，付近には基岩（溶岩〉が早出している。

カワラスゲ オオノ、コ群集は本州以北のカシ林域からブナ林域にかけて分布している。群落体

系的にはクサイーミノボロスゲ群集などとともにミチヤナギ群団，オオノくコオーダーに所属され

る。

28) クサイ ミノボロスゲ群集

Junco-Caricetum albat a巴 Miyawakiet al. 1968 (Tab. 22〕

富士宮市内野ではミノボロスゲを伴なったクサイ優占植分が調査された。この植分はミノボロ

スゲ，へどイチゴ，ヌカボを標徴種，区分種としてグサイ ミノボロスゲ群集にまとめられる。

内野地区から横生調査資料が得られたクサイーミノボロスゲ群集は植生高20～25cm，植被率

は55～709ぢである。区分種群のほか，優占するクサイ，さらにオオバコ， ノチドメなどすべて多

年生草本植物により構成されている。生育地は路上に生じた溜水地辺であった。土壌は火山

灰質てい際の混入は少ない。

クサイーミノボロスゲ群集はカワラスゲーオオノtコ群集と同様に本州以北のブナクラス域を中

心に分布している。一般にカワラスゲ オオバコ群集よりも， より高海抜地に広く生育してい

る。中間湿原が踏みあらされた場合などには面的に広がった植分を形成する。クサイ ミノボロ

スゲ群集の典型的な植分ではミノボロスゲが大きく優占し，ほぼ純群落：状の植分となる。富士宮

市内野ではカワラスゲーオオノtコ群集とクサイ ミノボロスゲ群集はほとんど同じ海抜地にみら

れる。しかし， ミノボロスゲークサイ群集はより保水力の高い泥質の立地に，カワラスゲーオオ

バコ群集は排水性のよい浅い際質の立地に生育している。

29〕 アキメヒシパ ヤハズソウ群落

Digitaria violascen.s勾Kummeroviastriata-G巴sellschaft(Tab. 23) 

富士宮市内野地区では円際質の路上に成立したヤハズソウまたはカワラケツメイの優占植分が

調査された。この低茎の 1年生草本群落はヤハズソウ，アキメヒシパを区分種としてアキメヒシ

パーヤハズソウ群落にまとめられた。

アキメヒシバーヤハズソウ群落は植生高5～10(20) cm，全植被率は 40～80%となる。アキ

メヒシパーヤハズソウ群落は区分種群をはじめとしてカワラケツメイ，コブナクeサ，スズメノカタ



Fig, 19 乾燥した路上に生育するアキメヒシバーヤハスソウ群落。
カワラケツメイが優占している。（内野）

Auf dem leicht austrocknender Weg wachst die Digitaria violascens-Kummerovia 
striata-Gesellschaft mit dominierend巴rCassia 110111ame. (Uchino 570m ii. NN〕
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ビラなどの主に 1年生草本植物により構成されている。出現種数は 5～13種，平均7種である。

生育地は車により強く踏み荒らされた小円棟地であり，ススキ草原に隣接していた。

アキメヒシバ ヤハズソウ群落は 2下位単位に区分される。チャガヤツリにより区分される 2
わだち

植分（Tab.23，通し番号 1, 2）は小凹状地となった轍に生育している。降雨時には浅い溜水

地となる。カワラケツメイ，オオバコ，スズメノカタビラで区分される 4植分（通し番号3～ 6〕

は，やや高位のススキ草原に接した土地に生育している。水分条件はやや乾性である。

群落構成種であるヤハズソウやアキメヒシノミ，カワラケツメイなどは河川敷に生育するカワラ

ハハコーヨモギ群団に特徴的にみられる種群である。カワラハハコ ヨモギ群団の生育地は河川

により年 1, 2回植生は破壊され，また円疎地のため乾燥と強い日照という，きびしい立地条件

下にある。今回調査されたアキメヒシパーヤハズソウ群落は人為的な撹乱（踏みあらし〉と，円

！線地とL寸土壌条件でカワラハハコーヨモギ群団の植生と種結成的な類似が生まれたものと考え

られる。アキメヒシパーヤハズソウ群落は人為的な影響がおよばなければシパ群落などを経てス

スキ草原へ遷移するものと考えられる。また年1回程度の踏み荒らしにより植生が破壊されると

Lづ撹乱条件が続けば，持続群落として維持される。
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Tab. 23 アキメヒシパーヤハズソウ群落

Digita ria viola seen s-Kum merovia striata-Gesellschaf t 

a: Untereinheit von Cyperus amuricus チヤガヤツリドfJ/.1lt~品
b: Untereinheit van Cassia nomame カワラケツメイ下f!l:lli'~喜

Spalte: 1洋？書記号 a 
Laufende Nr, : 過し苦手号 2 
Feld-Nr.: 調査察番号 64 65 

Neigung: 傾斜 L L 
Grol3e d. Pi;obeflache (m2): 調査ffii積 I. 2 I. 2 

Rohe d. Vegetation(cm): 植生高 10 10 
Deckung d. Vegetation(%): 全植MzヰE 50 40 

Artenzahl: 出現稜数 5 5 
Trennarten d. Gesellschaft: 群落区分稜

b 
3 4 5 6 
66 67 68 69 

L L L L 

10 5 5 20 
80 70 70 70 

6 7 5 13 

Kummerovia striata ヤハズソウ 3・3 ＋・ 2 5・5 4・4 5・4 I・ 2 
Digitaria violascens アキメヒシパ ＋・ 2 1・1 2・2 I・ 2 

Trennarten d. Untereinheiten: 下位単位夜分種

「1」＋ー・一2ー一ーーー＋ーーー・－】2JCyperus amuricus チャカふヤツリ

r・一一一ー一一ー一一一一一一－－，
I + + ＋・ 2 5・51Cassia nomame カワラケツメイ v

Plantago asiatica オオノずコ ・＋＋＋！

Poa annua スズメノカタピラ L.. ＋・ 2 2・2 . : 
Begleiter: 随伴稜

Arthraxon hispidus コブナグサ 3・3 3・4 ＋・2 ＋ ＋ 

Picris japonica コウゾリナ ＋ ＋ 

出現1回の種Augerdemj e einmal in Lfd. Nr. I: Phyllanth山 ussuriensisヒメミカンソウ

＋・ 2; in 3: Paederia scandens var. maireiヘクソカズラ ＋・ 2,Agrostis clavata var. 
nukabo；；：カボ＋・ 2,Artemisia princepsヨモギ＋； in 4: Zoysia japonicaシパ＋・ 2;
in 6: Erigeron bonariensisアレチノギク 1・2,Lysimachia japonica f, subsessilis 
コナスビ＋・ 2,Polygonum longisetumイヌタデ＋・ 2,Erigeron annuus ヒメジョオン ＋， 

Aster ageratoides var. ovatus ノコンギク＋， Paraixeris denticulataヤクシソウ＋，

Lespedeza cuneataメドハギ＋， Oenanthera erythror.epala オオマツヨイグサ ＋． 

調査ii'月日 Datum d, Aufnahme: 12, Aug. 1980. 
調査地 Fundort:Uchino, Stadt Fujinomiya (570 m ii. NN）.富士宮市内野

調査者Forscher:Lfd. Nr. 1,2: Y.M., R.K.; 3-6: K.S., S.S. 

g, 放牧地草本群落

羽F巴idegesellschaft

30〕 ナガハクサーカモガヤ群落

Poa pratensis-Dactylis glomerata-Gesel!schaft (Tab. 24) 

富士山南西麓地域の標高約600～800mの地域では牧畜が広く行なわれ，ススキの優占した採

草地や，カモガヤ，シロツメクサなどを播種した牧草地が大きな面積を占めている。この牧草地

はカモガヤ，ナガハグサ，シロツメクサ，オニウシノケグサなど植栽された外来牧草を区分種と

してナガハグサ カモガヤ群落にまとめられた。

ナガハグサーカモガヤ群落には踏圧が加わりシロツメクサが優占した低茎の植分と，踏庄の少

ないカモガヤの優占したやや高茎の1草分とが含まれる。いずれの植分にも富養適滞な立地を指標

してヨモギ，ゲンノショウコなどのヨモギクラスの種群が生育している。さらに踏圧の加わった



Tab. 24 ナガノ、グサ カモガヤ群溶

Poa戸ratensis-Dactylisglomerata-Gesellscbaft 

Laufende Nr. : 
Feld-Nr.: 
Datum d. Aufnahme(1980): 

通し番号

調査票番号

調査月日

Expos1t10[!: 
Neigung( ~）：今
Grδβe d. Probeflache (m~ ） : 

Hohe d. Vegetation(cm): 
Deckung d. Vegetation（え）：

Artenzahl: 
Trennarten d. Gesellschaft: 

Dactylis glomerata 
Poa pratensis 
Trifolium repens 
Festuca arundinacea 
Trifolium pratense 
Lolium perenne 

Begleiter: 
Geranium thunberg1i 
Arternisia princeps 
Stachys japonica var. intermedia 
Polygonum longisetum 
Rumex obtusifolius 

方位

傾斜

調査面積

植生高

全植被率
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出現種数 14 
群落区分種

カモカヤ 4・4
ナカハグサ 2・3
シロツメクサ

オニウシノケグサ I・ 2 
アカツメクサ ＋ 

ホソムキテ

随伴種

ゲンノショウコ ＋ 

ヨモギ ＋・2
イヌゴ「マ ＋ 

イヌタデP

エソeノギシギシ

11 17 

＋・ 2 2・2
1・2

5・4 4・4

3・3 

＋ 

＋ 

＋ 

＋・ 2 l・2
1・2 + 

Digitaria violascens アキメヒシパ ・ ＋・ 2 ＋ 

Plantago asiatica オオバコ ・ ＋ ＋ 

Erigeron annuus ヒメジョオン ・ ＋ ＋ 

Connnelina connnunis ツユクサ ＋・ 2
Microstegium virnineurn var. polystachyum アシボ、ソ ＋・ 2
Amphicarpaea trisperrna ヤプマメ ＋ 

Athyrium niponicum イヌワラビ ＋ 

Achyranthes fauriei ヒナタイノコズチ ＋ 

Rubia akane アカネ ゃ ＋ 

Kalirneris pinnatif ida ユウカ、、ギク ＋ 

Anthoxanthum odoratum ハノレカ。ヤ ・ 1・2
Potentilla freyniana ミツノfツチグリ ・ ＋・ 2
Hydrocotyle rnaritirna jチドメ ・ ・ 3・3
Arundinella hirta トタ守シパ ・ ・ ＋・ 2
Paspalum thunbergii スズメノヒエ

Haloragis mirantha アリノトウグサ

Sanguiirnrba officinalis ワレモコウ

Agrirnonia japonica キンミズヒキ

Pteridium aquilinum var. latiusculum ワラビ

＋

＋

＋

＋

＋

 

調査地 Fundort: Uchino, Stadt Fujinorniya(593-620m ii, NN）富士宮市内野

調査者 Forscher:Lfd. Nr. 1: Y.N.; 2: K.S., Y.M., S.S., R.K. 

植分ではオオバコ，アキメヒシバなど路土植生と共通した種群が混生している。出現種数は牧草

類も含め11～17種である。生育地の土壌は火山灰，火山l沙を母材とした黒ボク土である。土壌層
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は薄く，部分的に基盤である溶岩が露出している。

ナガハグサ カモガヤ群落にはヨモギクラスの種群が生育する一方，オオノtコオーダーやスス

キクラスの種群も植分の立地条件により混生している。

h. 放棄畑地植生

Brachacker-U nkra u tgesellschaf t 

31) ヒメジョオン群落

Erigeron annuus-Gesellschaft (Tab. 25) 

富士宮市内野では放棄畑に成立したヒメジョオンまたはシパムギの優占植分が調査された。こ

の群落はとメジョオン，オオアレチノギクなどのムカシヨモギ属の植物を区分種としてヒメジヨ

オン右半1存にまとめられる。

ヒメジョオン群落にはトキワハゼ，クワクサなどのシロザクラスの種や， ヨモギ，アカネなど

のヨモギクラスの種などが多数生育している。シロザクラスの種は畑として管理されていた時点

の残存種であり，ヨモギクラスの種は今後遷移してゆくヨモギクラス植生の先駆種と考えられ

る。とくにカナムグラやアキノノゲシが，すでに生育していることにより，アキノノゲシーカナ

ムグラ群集（p,44）へ遷移してゆく可能性が高い。

ヒメジョオンをはじめとするムカシヨモギ属の植物は二次遷移の途中相や富養地の先駆相とし

て短期間生育する場合が多い。そのため生育域は集落周辺や農耕－地などの人里に限られる。

i. 畑地雑草群落（シロザクラス〉

Ackerunkrautgesellschaft (C h巴nop o diet ea) 

32) カラスピシャクーニシキソウ群集

Pinellio terna t且e-Eu p ho r bi et um pseudo ch am a es y c is Miyawaki 1969 

(Tab .. 26) 

富士山南西麓地域の標高約 5QQm以下の地域では茶をはじめトウモロコシ，ハクサイなどの畑

地がゆるやかな傾斜地に作られている。これら畑地に生育する 1年生雑草群落は関東以西に広く

分布するカラスビシャクーニシキソウ群集と同定された。植生調査は富士宮市精進川，粟倉など

で行なわれた。

カラスピシャク ニシキソウ群集はノボロギク，オニノゲシを標徴種および区分種としてまと

められる。植生調査された畑地はトウモロコシ，薬草であるミシマサイコの栽培地である。雑草

群落の優占種はメヒシパ，ゴハコべなどで，さらにハキダメギク，ホソアオゲイトウ，スベリヒ

ユなどのシロザグラスに含められる 1年生草本植物が多数混生している。出現種数は雑草のみで

7～24種と植分による変動が大きL、。生育地はいずれも火山灰質の黒ボク土上である。

カラスビシャクーニシキソウ群集はカヤツリグサーザクロソウ群団，ツユクサオーダー，シロ



ザクラスにまとめられる。

Tab. 25 ヒメジョオン群落

Erigero11 a1111uus-Gesellschaft 

Lau fend邑 Nr.:
Feld-Nr.: 

Neigung: .., 
Groffle d. Probeflache(m~）： 

通し番号

調査察署手号

傾斜

調査凶積

Hδhe d. Vegetation(cm): 植生高

Deckung d. Vegetation(%): 全植被率

Artenzahl: 出現種数

Trennarten d. Gesellschaft: 群落区分種

Erigeron annuus ヒメジョオン

Erigeron sumatrensis オオアレチノギク

Erigeron canadensis ヒメムカシヨモギ

Arten d. Chenopodietea: シ白ザクラスの種

Mazus pumilus トキワハゼ、

Fatoua villosa クワクサ

Commelina communis ツユクサ

Arten d. Artemisietea principis: ヨモギクラスの種

Humulus scandens カナムグラ

Lactuca indica アキノノゲシ

Artemisia princeps ヨモギ

Rubia akane アカヰ、

Stellaria aquatica ウシハコベ

Sonstige Arten: その他の1塗
Rubus parvifolius ナワシロイチゴ

Youngia japonica オニタビラコ

Stachys japonica var. intermedia イヌゴマ
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I 2 
26 25 

L L 

15 8 

70 120 
95 90 

22 26 

I・ 2 5・4
＋ 

＋ 

1•2 + 
＋・ 2 + 
＋・ 2 + 

2・2 ＋・ 2
+ J • 2 

＋・ 2 2・2
＋＋  

＋・ 2 + 

＋

＋

＋

 
q
L
 

＋

＋

・
＋
 

出現1回の種 Aul3erdem je einmal in Lfd. Nr. I: Elytrigia r巴pens
シパムギ 4・5,Diosc;orea tokoroトコロ＋・ 2,Geranium thunbergii 
ゲンノショウコ＋， Lysimachia japonica f. subsessilisコナスビ＋，

Justicia procumbens var. leucantha キツヰ、ノマゴ＇＊＇• Dioscorea 
japonicaヤマノイモ＋， Dactylis gromerataカモガヤ＋， Fagopyrum 
esculentumソパ＋， eenanthera biennisアレチマツヨイグサ ＋， 

Agrostis clavata var. nukaboヌカボ、＋； in 2: Duchesnea chrysantha 
ヘビイチゴ＋・ 2,Vicia unijugaナンテンハギ＋， Lolium multiflorum 
ォ、ズミムギ＋， Ixeris dentataニガナ＋， Stellaria neglectaミドリハコベ

+, Mosla punctulataイヌコウジ、ユ＋， Achyranthes fauriei 
ヒナタイノコズチ＋， Agiimonia japonicaキンミズヒキ＋， Paederia 

scandens var. maireiへクソカスやラ＋， Gynostemma pentaphyllum 
アマチャツツレ＋， Veronica arvensis タチイヌノフグリ +,Rumex 

obtusifoliusエソソギシギシ＋．

調査地 Fundort: Uchino, Stadt Fujinomiya (595 m ii. N.N）.富士宮市内野

調査年月日 Datum d. Aufnahme: 13, Jun. 1980. 
調査者Forscher:K.S., Y.N., Y.M,, S.S. 
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Tab. 26 カラスビシャク ニシキソウ群集

Pine 11 i o t巴rnatae-Euphorb i巴tum pseudochamaesycis 

Laufende Nr. : 
Feld-Nr.: 
Datum d. Aufnahme: 

通し番号

調査察番号

調査年月日

Neigung: 
Meereshohe(m）： η 

Groae d. Probeflache (m~ ）： 

傾斜

海抜高

調査爾積

I 2 3 
83 84 119 
80 ’80 '81 
8 8 11 
13 13 16 

L L L 
340 340 340 
100 100 100 

Rohe d. Krautschicht-l(cm): 草本第1層の高さ

Deckung d. Krautschicht-1 (%): 草本第1層の植被率

Rohe d. Krautschicht- (c皿）： 草本第2層の高色

Deckung d, Krautschicht-2(%): 革本第2層の植被率

Artenzahl: 出現穏数

Kenn-u. Trennarten d. Ass.: 群集標徴種・反分種

Senecio vulgaris ノポロギク K2 
Sonchus asper オニノゲシ K2 

Kenn-u. Trennarten d. hoheren Einheitenf上級単位の標徴種・区分種

Digitaria adscendens メヒシパ 瓦2 3・3 2・2 ＋・2
Galinsoga ciliata ハキタ斥メキ守ク K2 2・2 ＋・2 ＋ 

Stellaria media コハコベ K2 + + 1・2
Amaranthus patulus ホソアオゲイトウ K2 1・2 ＋ 

Portulaca oleracea スベリヒユ K2 + ＋・2
Amaranthus lividus イヌピユ K2 + l・2 l・l
Capsella bursa-pastoris ナズナ K2 ・ ＋ ＋ 

Cerastium glomeratum オランダミミナグサ K2 ・ ＋ ＋ 

Angepflanzte Arten: 栽培植物

Zea mays トウモロコシ

Bupleurum scorzoneraefolium 
var. stenophyllum ミシマサイコ

随伴種
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タネツケノずナ

ツメクサ

出現1聞の種 Auaerdem j e einmal in Lfd. Nr. 1: Rorippa indica 
イヌガラシ K2-+; in 2: Chenopodium albumシロザK2-2・2, Oxalis 
cornicurataカタバミ K2同 l・1,Acalypha australisエノキグサ K2-+,Mazus 
miquelii ムラサキサギゴケ K2-+, Mollugo pentaphylla ザクロソウ K2-+, 
Eclipta prostrata タカサブロウ K2日＋， Cyperus microiriaカヤツリグサ

K2-+, Polygonum longisetumイヌタデ、 K2-+; in 3: Mazus pumilus 
トキワハゼ K2-1・2,Erigeron sumatrensis オオアレチノギク K2-1・1,
Erechitites hieracifoliaダンド、ポロギク K2司 1・1,Bothriospermum 
tenellumハナイパナ K2－＋・ 2,Erigeron annuusヒメジョオン K2-+,
Gnaphalium affine ハハコクサ K2-+, Centipeda minima トキンソウ 写2-+,
Clinopodium gracile トウパナ K2-+, Vicia hirsuta スズメノエンドウ K2++, 
Sonchus oleraceusノゲシ K2－÷， Euphorbiasupina コニシキソウ K2-+, 
Cyperus iria コゴメガヤツリ K2-+, Sedum bulbiferumコモチマンオ、ングサ

K2-+, Fatoua villosaクワクサ K2-+.

調査地 Fundorte(StadtFujinomiya 富士宮市 ): Lfd. Nr. 1,2: Shojingawa 
精神川I; 3: Awakura粟倉

調査者 Forscher:Lfd, Nr. 1,2: K.S., Y.M., S.S., R.K.; 3: Y.M., S.S., 
Y.F. 
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B. ＊直 生 図

1. 現存植生図

。富士山南西麓地域の現存植生図

富士宮市内野地区を中心とした南北9.4km，東西11.4km (25 000分の 1地形図 1葉の大きさ〉

の範囲で現存植生図が摘白かれた。縮尺は 1:25000である。凡例は森林植生 7，低木植生2，草

本植生 9，その他5の計23が用いられた。植生図作成に際しては1975年および1976年の 9～10月

撮影のカラー航空写真が参考に使用されてし喝。以下各凡例の概要が述べられている。

a. 森林植 生

森林植生の凡例はブナクラス植生2，ヤブツバキクラス植生2，植林などの人工的植裁林3に

まとめられている。このうち最も広く占める植生は天子山塊，富士山麓を通してスギ，ヒノキ植

林である。次いでクヌギーコナラ群集を代表とするコナラ，シデ二次林がまとまった面積を占め

ている。ヤマボウシーブナ群集， イロハモミジーケヤキ群集，シキミーモミ群集などのよく発達

した林分を形成する自然林はごくわずかな面積で点在しているにすぎない。

1. ヤマボウシーブナ群集

天子山塊の標高約lOOOm以上の陵線部にはヤマボウシーブナ群集にまとめられるブナ自然林が

みられる。いずれも小面積の帯状あるいは点状に残存した林分がほとんどであるが，長者ケ岳か

ら約2km北の陵線西斜面にはまとまった林分が生育している。天子山塊の山陵部には部分的に

単木状のブナが残されているが，林分といえず本凡例には含められていない。

2. イロハモミジーケヤキ群集

イロハモミジーケヤキ群集にまとめられるケヤキ林は天子ケ岳周辺の渓谷部に数ケ所分布して

いる。いずれの林分の面積も少ない。富士山南西麓は幼年期の地形を示し典型的な渓谷地形がな

く，ケヤキ林植生はみられない。

3. シキミーモミ群集

シキミ モミ群集にまとめられるアカガシ優占林分がーケ所，富士宮市内野にみられる。ヤブ

ツバキクラスの自然林としては今回植生図化された範囲で唯一の分布地である。

4. クヌギーコナラ群集，クリーコナラ群集ほか（夏緑広葉樹二次林〉

クヌギーコナラ群集もしくはクリーコナラ群集などに含められるコナラ，シデなどの優占する

二次林がこの凡例にまとめられてし唱。低海抜地域では主に薪炭林や堆肥の供給源として持続的

に利用されている。高海抜地域では伐採跡地から遷移途上の植生として成立している林分も多

¥ 、。なおこの凡例には，谷部テラス状地にみられるクリーコナラ群集の自然生の林分，またブナ

クラス域に見られるミズナラ二次林も一部含められている。
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5. スギ，ヒノキ植：材z

スギ， ヒノキ植林地は天子山塊，富士山麓，および芝川に沿った低海抜地にも大きな商積を占

めている。天子山塊の山腹および低地のスギ，ヒノキ槌林は樹令の異なった小林分が斑紋状に混

合している。一方富士山南西麓の植林地は同令の植林地，すなわち A斉林が広大な面積で造林さ

れている。なお天子山塊の陵線部では，スギ， ヒノキの苗木が植えられているが， ササ類やス

スキ，低木類が密生して，植林の形を呈していない椴分が見られる。これらの植分はスギ，ヒノ

キ植林地に含めず，それぞれササ草原， トダシパ ススキ群団などにまとめられた。

6. アカマツ植林

富士山南西麓（富士裾野〉の広大なスギ， ヒノキ植林地の一部にアカマツの槌林地がみられ

る。富士山北面，スバルラインの周辺では二次林，あるいは植林としてアカマツ林は広い面積を

占めている。今回調査された富士山南西麓・帯では小規模なアカマツ植林が見られるにすぎな

L、。

7. マダケ，モウソウチク林

マダケやモウソウチクの植栽地は富士山南西麓地域では標高約800mまで谷状地を利用してつ

くられている。低地では集落に付随して小面積のマダケ，モウソウチク林が維持されている。

Fig. 20 富士宮市朝霧高原の景観，スギ植林地，採草地が広い面積を占めている。

Ein typisches Landschaftsbild am SiidwestfuB d巴sBergs Fuji-san; weite Flachen 

W巴rdenvan Cηψtomeria japo11ica-Forst und van Mahwiesen eingenonmen (Asagiri-
Plateau der Stadt Fujinomiya 700m ii. NN) 
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b. 低木植生

低木植生では林縁群落として，あるいは森林の前段階として低木林を形成する先駆的夏緑低木

林と，主に伐採跡地にみられるクマイチゴやニガイチゴの優占するブッシュの2凡例が植生図上

で区分された。

8. フジサンニシキウツギ マメザクラ群集，ニシキウツギーノリウツギ群落

〔先駆的夏緑低木林）

フジサンニシキウツギやニシキウツギによって特徴づけられる先駆的な夏緑低木林は一括Lて

本凡例にまとめられている。フジサンニシキウツギーマメザクラ群集は標高約 500m以土のスス

キ草原からの二次遷移途上の林分として，あるいは谷部の自然裸地に面した崩壊性立地に持続群

落として生育してし帰。ニシキウツギーノリウツギ群落は主にブナクラス域の伐採跡地からの遷

移途上の林分として広い面積を占めてL喝。しかしこれら群集，群落のすみわけ関係は明瞭でな

く，また種組成的に近似しており同一凡例にふくめられた。

9. クマイチゴ ニガイチゴ群落，ヤクシソウ タケニグサ群集ほか（伐採跡地植生〉

天子山塊には大きな斑紋状に伐採跡地が広がっている。伐採地には立地の水分条件や，安定度

によってクマイチゴーニガイチゴ群落のようなキイチゴ属の優占するブッシュが形成される場合

と，ヤグシソウータケニグサ群集のような草本植生が成立する場合がみられる。またヤクシソウ

タケニグサ群集をへてクマイチゴ ニガイチゴ群落に遷移することも一般的である。

c. 草本植生

革本植生としてはササ類が優占する，木本植生に近い群落から耕作畑に生育する 1年生雑草群

落までの9凡例が用いられた。 トダシパーススキ群団，ウリカワーコナギ群集，ナガノ、グサーカ

モガヤ群落の3）、L例の占める面積が大きい。

10. ミヤコザサ群落，スズタケ群落ほか（ササ草原〕

ミヤコザサやスズタケなどのササ類が優占した草原は天子山塊の標高約lOOOmPJ,上の陵線部に

みられる。ヤマボウシ ブナ群集にまとめられるブナ林を伐採した後に偏向遷移が進み，成立し

た植生である。

11. ヨシクラス

ヨシクラス植生には芝川｜や大倉川に生育するツルヨシ群集，また田貫湖東岸にみられるカンガ

レイ群落ほかがまとめられている。いずれも自然度の高い植生である。

12. トダシパ ススキ群集，アズマネザサ ススキ群集（トダシパーススキ群団〉

トダシハーススキ群集あるいはアズマネザサーススキ群集にまとめられるススキ草原は採草地

として， また一部畑放棄地や別荘地を放棄した土地に生育している。大規模な植分は朝霧高原

や，田貫湖周辺に採草地として利用されている。

13. シハ群落（シパ群団〉

ゴルフ場や建築物周囲に一定の面積を占めるシパ草地はシバ群落としてまとめられた。いずれ
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も摘栽され，管理されているシバ群落で；あって，踏みつけの少ない路上に生育するシパ群落は面

積が小さく植生図では表示されなかった。なおゴルフ場内などにみられる外来のコウライシパの

植栽地も本凡例に含められている。

14. ナガハグサ カモガヤ群落（外来牧草地〉

ナガハグサ， カモガヤ， シロツメクサなどの外来牧草の植栽地は富士山南西麓で広くみられ

る。とくに富士宮市田買湖西の静岡県育成試験場周辺や， ヒ井出，広見には大規模な牧草地が広

がっている。

15. アシボソ ミゾソパ群落ほか（放棄水田植生〕

水田として管理された状態で生育するウリカワーコナギ群集などの水田雑草群落は，人為的管

理の停止とともに二次遷移が進行する。二次遷移初期の放棄水田の植生はアシボソ ミゾソパ群

落としてまとめて扱かわれた。富士山南西麓地域では放棄水田の函積は狭く，富士宮市熊久保付

近に小面積でみられる。

16. ヒメジョオン群落（放棄畑植生〉

シロザクラスの植生が持続していた耕；作畑が放棄された場合，ヒメジョオンやオオアレチノギ

クなどのムカシヨモギ属の優占した植分が形成される場合が多い。調査地域内ではヒメジョオン

群落の生育が認められており，放棄畑植生はヒメジョオン群落に代表させてまとめられる。ごく

小規模な植分は各地にみられるが，まとまった放棄畑は富士宮市白糸ノ滝南部に多い。なおヒメ

ジョオン群落から遷移が進みススキ草原に移行した放棄畑はトダシパーススキ群団に含められて

L、る。

17, ウリカワーコナギ群集（耕作水田雑草群落〉

夏季水田雑草群落であるウリカワ コナギ群集が生育する耕作水田は猪ノ頭，半野，中井出な

どの芝）1 f, l筒井川流域に広がっている。

18. カラスビシャタ ニシキソウ群集（耕作畑雑草群落〉

耕作畑植生はそこに自生する雑草類の種組成によりカラスビシャグーニシキソウ群集にまとめ

られた。耕作畑は大規模なものはなく，水団地帯に接した小丘状地や，ゆるやかな尾根地などに

小面積に広がっている。

19. 茶畑

茶畑は富士宮市上原付近に小面積に作られている。集約的な管理が行われているため，植栽さ

れた茶以外は雑草類もほとんど生育していない畑が多い。

20. 匿地，緑の多い住宅地

富士宮市田貫湖南岸の花鳥山脈などの園地や，小規模な屋敷林を伴なった，緑の多い住宅地は

一括して扱かわれた。これらは木材生産用でない人工的な樹林の植栽地て窃る。外来種を植栽す

る場合も多い。花鳥山脈に広い面積を占めるほか，富士宮市半野付近にみられる。

21. 住宅地，人工裸地
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樹木の植栽の少ない住宅地や，造成地，工場地は人工的な裸地としてまとめられた。住宅地域

内の空地に発達するヨモギクラス植生や，オオノtコオーダ の植生は小規模で，一時的な植生と

して区分されず，本凡例に含められている。

22. 自然裸地

富士山南西麓の自然裸地は河川に沿って線状，あるいは帯状に分布している。最も幅広く，ま

た長距離におよぶ自然裸地は富士山の大沢崩に源を発する谷である。富士宮市上井出付近で地表

水となるまで，降雨時以外は無償生の火山砂際が，標高幅にして2000m以上も続いている。上井

出の上方では土石流を防ぐため石堤が築かれている。

23. 開放水域

田貫湖や河川などの開放水面域がふくまれている。

2) 富士宮市内野仮称小田急ゴルフクラブ敷地内の現存植生図

富士宮市内野地区に建設予定である仮称小田急ゴルフグラフ守敷地内の現存植生図が捕かれた。

開発に際しての現状の把握と，それをもとに可能な限り植生を保全し，さらに立地の能力に応じ

た植生を創造するための基礎資料として用いることを目的としている。現地調査を通じて描かれ

た植生図原図を基礎に，カラー空中写真を参考にして縮尺 1: 2000の現存植生図が作成された。

凡例は植生単位を基本に13が用いられている。また植生単位としては同一で、あっても人為的な樹

木の植栽のために相観的に違いが生じた植分，林分は補助的な凡例として扱かわれた（凡例番

号2,8で用いられている〉。なお印刷にあたっては植生図は縮少され，縮尺 1: 3600となってい

る。以下各凡例の概要が述べられている。

a. 森林植生

1. シキミ モミ群集

敷地西南部の足形部落に接した部分にシキミーモミ群集にふくめられるアカガシ優占林分が生

育している。優占するアカガシの樹高は15mとなり胸高直径は 40～60cmに達している。敷地西

部をはしる国道 139号線が足形部落を通過する付近にはアカガシの高木が散見されるが，まとま

った林分となっているのはこの敷地西南部のものだけである。富士山南西麓を通じて残存自然林

はきわめて少なし貴重な林分として特筆される。

2. クヌギーコナラ群集

クヌギ コナラ群集は敷地内に広く生育する夏緑広葉樹二次林である。樹高はlOm以下の林分

が多い。古くから薪炭林として利用され，主に萌芽再生によって持続している。薪炭林はー殻に

下草刈りや落葉かきなどの作業が営なまれるが，敷地内の林分は近年放置され低水類が繁茂して

L唱。クヌギーコナラ群集にまとめられる林分は主に敷地内の小丘部，尾根部に分布しているが

部分的に斜面下部や谷状地に位置した林分もみられる。本ナI＇［を通じて希少種とされるホソバショ

リマは，このような適潤立地のコナラ林内で群生している。敷地内のクヌギーコナラ群集には林

内にスギ，ヒノキを植栽し，スギ，ヒノキの植林地へ転換しつつある林分がみられる。このような
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Fig. 21 富士宮市北部に広く生育するクヌギーコナラ群集（富士宮市内野〉

Que r c巴tu m a c u t i s s i m o -s e r r a t a e, das als S巴kundarwaldam SiidwestfuB 

des Berg巴sFuji-san weit verbreitet ist (Uchino 550m ti. NN) 

林分は補助的な凡例として区分されている（2つ。

3. スギ， ヒノキ植林

スギ，ヒノキの植林地は敷地内で最も広い面積を占めている。敷地内の土壌表層にはミ富士マ

サミと呼ばれる固結盤が分布し，そのため植栽されたスギ，ヒノキの生長は遅いとされている。

スギ，ヒノキは胸高直径20cm以下のものが多い。林床植生は一般に貧弱である。とくに沢に接

した林分では増水時に林床が水流に洗われ無植生化した植林地もみられる。

4. モミ植林

敷地の北部にモミの植栽地がー林分だけ分布している。モミの胸高直径は20～30cmで、ある（p.

27参照〕。

5. エドヒガン植林

エドヒガンの植栽地が敷地の北部にみられる。林内にはコナラ林要素，林縁マント群落の要

素， ソデ群落の要素が混生している（p.28参照）。

b. 低木植生

6. フジサンニシキウツギーマメザクラ群集

今回フジサンニシキウツギーマメザクラ群集にまとめられたフジサンニシキウツギの優占林分

は敷地内に広くみられる。フジサンニシキウツギはススキ草原内に先駆的に単木状で侵入，生育
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し，コロニーを形成した後にまとまった林分に発達する。敷地内のフジサンニシキウツギーマメ

ザクラ群集はこのように採草地として利用されていたススキ草原から，二次遷移の過程で成立し

た林分である。すでに一部では高木層にヤマハンノキやミズキ，コナラなどが生育し，コナラ林

へ移行しつつある。

7, カナウツギーモミジイチゴ群集ほか（マント群落〉

カナウツギ，ノイバラ，モミジイチゴなどのパラ科の小低木や，スイカズラ，ノブドウなどの

つる植物を主な構成種とする林縁のマント群落は本凡例にまとめられた。面的な広がりをもっ植

分は少なく，多くは帯状または線状の生育配分をしている。主にフジサンニシキウツギーマメザ

クラ群集やクヌギーコナラ群集の林縁部に成立している。

c. 草本植生

8. トダシパーススキ群集，アズマネザサーススキ群集（トダシパーススキ群団〉

敷地内で現在ススキ草原となっている部分は主に，以前採草地としてススキ草地を利用してい

た土地である。そのため定期的な刈りとりや火入れに耐性をもったススキクラスの種が多数生育

している。敷地内のススキ草原：トダシパーススキ群固としてはトダシパーススキ群集，アズマ

ネザサーススキ群集の2群集が識別されている。しかしこの2群集は相互に小さなパッチ状で混

生する場合が多く，また種組成的にも敷地内の植分相互の比較では差が少ないため同ーの凡例に

まとめて扱かわれた。

トダシパ ススキ群固にまとめられるススキ草原内にスギ，ヒノキの幼木を植栽した植分は相

観的に区分され，補助的な凡例として区別されている（80）。

9. ヨモギクラス（ナガハクeサ カモガヤ群落，ヒメジョオン群落を含む〉

敷地の中央部には以前牧草地や畑として利用されていた部分がある。この牧草地には現在でも

ナガハグサやカモガヤが優占している植分と，一面にカナムグラやヒメジョオンなどが優占した

植分とがみられる。また最近まで畑地として利用されていた土地は現在はヒメジョオンの優占植

分となってL情。これらの植生は優占種に差がみられても種組成的に差が少なく，相互の中間的

な植分が多い。したがって，一括してヨモギクラス植生として扱かわれた。

10. シパ群落，クサイ ミノボロスゲ群集ほか（路上植物群落〉

舗装されていない路上には加えられる踏圧の強度，頻度によりシパ群落，クサイーミノボロス

ゲ群集などがみられる。さらに踏圧が強まると裸地化し，逆に踏圧が弱まるとススキ草原に移行

する。

11. アキメヒシパーヤノ、ズソウ群落

アキメヒシパーヤハズソウ群落は敷地の中央部にまとまった植分を形成してし喝。車により踏

みあらされた小円際地に成立している。貧養地に成立した先駆的な一年生草本植物群落である

(p. 52参照〉。放置されればシバ群落に移行すると考えられる。
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Fig, 22 アキメヒシノくーヤハズソウ!I平落（内野）

Digitaria violascens-Kummerovia striata G巴sellschaft(Uchino 570m ii. NN) 

12. 苗圃

苗圃は敷地中央部に位置している。

d. その他

13. 裸地

舗装道路，または踏庄の強L、路上は裸地となっている。

2. 自 然度図

。富士宮市内野仮称小田急ゴルフクラブ敷地内の自然度図

自然度とは自然植生に多かれ少なかれ人為的な影響が加えられ，その結果として成立した現存

の群落を，種組成や優占種の生活形が自然植生から変えられている程度によって，段階的に序列

づけたものである。今回用いられた自然度は環境庁 (1976）による10段階のものである。

作成された自然度図は現存植生図からの転化図であって，群落の優占種や植生単位は異なって

いても自然度が同一ランクに含められるものは同一凡例にまとめられている。今回作成された自

然度図は開発が予定されている富士宮市内野の小田急ゴルフグラフ敷地内を対象に，現存植生の

保全のための基礎資料として作られたものである。縮尺は現存植生図と同じ 1: 3600である。

以下各凡例，すなわち各自然度階級の内容について概観されている。
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。自然度E

相当する植生単位：シキミーモミ群集

敷地内で最も自然度の高い植生は敷地西部に生育するシキミーモミ群集であって自然度E，す

なわち自然林として扱かわれた。自然度のEとXはいずれも自然植生であって， xは自然草地，

Eは自然林となっている。内容的な意味での、自然性、は同一である。敷地内のシキミーモミ群

集は富士山南西麓を通じて貴重な存在である。

。自然度四

相当する植生単位：クヌギーコナラ群集

敷地内にみられる夏緑二次林であるクヌギ コナラ群集は自然度ランク国に合まれる。自然度

医で示されたシキミ モミ群集が 1林分のみで，きわめて限られた面積しか生育していないのに

比較して自然度刊のクヌギ コナラ群集は広い面積を占めている。したがって敷地内の現存植生

の保全・利用を考える際の重要な役割を果している。

。自然度刊

相当する植生単位：スギ，ヒノキ植林，モミ植林，エドヒガン植林，フジサンニシキウツギ

ーマメザグラ群集，カナウツギーモミジイチゴ群集

自然度百は主に植林がまとめられる自然度階級である。敷地内で最も広い面積を占めるスギ，

ヒノキ植林や，それぞれ 1林分しかみられないモミ植林，エドヒガン植林などがまとめられる。

さらに草原（自然度百およびV）と二次林（自然度四および咽〉との中間的な生活形，種組成を

もっフジサンニシキウツギーマメザクラ群集やカナウツギーモミジイチゴ群集などの低木林も自

然度官に含められた。自然度刊の部分は敷地内の大半を占めている。

。自然度V

相当する植生単位：トダシバーーススキ群集，アズマネザサ ススキ群集（トダシパ ススキ

群団〕，ヨモギクラス

自然度Vにまとめられる植生は高茎の二次草原である。 トダシパーススキ群集などのススキ草

原や，ヨモギクラスに含められたナガハグサ カモガヤ群落などがまとめられている。いずれも

採草地や牧草地として利用されてきた草地が，放置され遷移が進行して成立した植生である。自

然度Vの群落は敷地の中央部にみられる。

o自然度N

相当する植生単位：シパ群落， クサイーミノボロスゲ群集ほか（路上植物群落〉， アキメヒ

シバーヤハズソウ群落

自然度Nにまとめられる植生は低茎の二次草原である。 シパ群落， クサイーミノボロスゲ群

集，アキメヒシパーヤハズソウ群落などいずれも踏庄の加わる路上に生育している植生が含まれ

る。そのため自然度Wの区域の分布は道路上の，帯状の配分をしている。敷地内だけでなく一般

に自然度町にまとめられる低茎二次草原は踏庄の加わる立地に生育している。
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。自然度並

相当する植生単位： I笥園

自然度直にまとめられる植生は果樹園，桑畑，茶畑，苗聞などの樹園地である。敷地内ではほ

ほ、中央にみられる苗圃が自然度Eに相当している。

。自然度 I

相当する植生単位：裸地

本来「裸地」は「植生自然度」には含まれない凡例であるが，植生に人為的影響が強く加わ

り，その極限として無植生化した立地は自然度Iの最低ランクに位置づけされている。自然度I

には敷地の中央を北東から南西にかけて横切る道路が相当するのみである。

このように敷地内は自然度階級のV以上の占める面積が広く N以下は帯状や小さな斑紋状にし

かみられない。これは近年人為的な影響が加えられていなかったことと，さらに自然度Eに属す

る水田，畑などの一般的な土地利用が困難な地域であることなどの原因によるものと考えられ

る。
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w.開発にさいしての植生学的提言・提案

一一富士宮市内野地区を対象に一一

1. 現存植生の保全および環境保全林形成の意義

その地方の有効な土地利用を考えるさいに，最も大きな手がかりとなるのは，そこに現在成立

している現存植生である。云いかえればその土地のもつ潜在的な利用範囲は多くの場合現在行な

われている土地利用形態や，残存自然植生に表現されてし唱。今回富士宮市内野地区の植生が調

査された結果から，現在行なわれている土地利用形態は比較的単調であるとLづ結論が導き出さ

れる。富士山中腹のほぼブナクラス域上部から広がったスギ，ヒノキ植林地は高度を下げ山麓に

L、たり，標高600～500m以下では畑や牧草地，水田さらに集落，二次林などの多彩な代償植生

域に移行する。富士宮市大宮から馬見塚，また北部では猪ノ頭付近を中心に人為的な影響の強い

田園景観域が立地している。この田闘景観域をはさんで天子山塊には，富士山腹と全く同じ深緑

色の樹冠が連続したスギ， ヒノキ植林地が地形を問わず広がっている。 これら芝川，潤井川の

東西を占めている広大な植林地が田園景観域に中断されず橋梁状にほぼ連続して結ばれる地域が

植生調査対象地区の中心とされた内野地区である。そして内野地区の現存植生はスギ，ヒノキ植

林地のほかに採草地として利用されるススキ草地，牧草地およびクヌギーコナラ群集にまとめら

れる薪炭林に限られている。しかもそれらはスギ，ヒノキ植林地と比較して面積的な比率は格段

に低い。この土地利用の単純さの大きな要因は地質条件に求められる。溶岩流の上に堆積した火

山砂離と火山灰の層は薄く渓谷部や小丘状地で、は基盤が露出する。さらに土壌表層には固結盤が

分布し水田や畑としての利用を困難にしている。

内野地区はこのようなきびしい土壌条件下で限られた土地利用を強L、られてきた地域である。

内野地区の開発を考えるさい最も中心的に考慮、されるべき点は，この限られた土地の潜在的能力

をいかに保持し，また高めるかという点である。

現在内野地区で、行なわれている土地利用形能の特色は，生活形的にみて高茎の多年生革本植物

以上の生活形をもった植物の植栽，利用が行なわれている点である。水田，畑などの 1年生草本

植物の利用は「富士マサ」による直接的な栽培の困難さに加え，土壌表層を裸地化しておく期間

の長いという大きな問題点を含んでいる。すなわち裸地化によって植物の生育の母体である表層

土壌が荒廃，流亡するとL寸危険性が存在してし喝。とくに表層土の堆積の薄い内野地区では土

壌表層の流亡1土富士マサとよばれる国結盤または基盤である溶岩の露出を導き，生物的な土地利

用能力の極端に低下した不毛な立地を現出させる（富士宮市中野では， このような利用不能な立

地に生育した植生としてメリケンカルカヤ群落（p.37）が認められている〉。立地がこのように

貧化したいわば人工沙漠は人為的に土壌回復させるには多くの困難を伴うことになる。さらに多
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大な労力と経済へースの無視を強し、られるほどの多傾の投資が必安となる場合もある。その実例

は既に日本にもある。瀬戸内海に点在する花出岩質の島しょの多くは，原植生はコジイ林であっ

たと推定されている。しかしその中には人間の長年にわたる利用により土壌屑が流亡し，基岩が

露出し，現在では貧養立地に生育するアカマツすらも生育の困難な裸地となった島しょが局地的

にみられる。すでに原植生が保持していた土壌層の復元は人工的には無理とさえいわれている。

人聞が最後まで生物的自然と共存し，そこからの恩恵によってしか生命を維持できない存在であ

る以上，生物的自然の基盤である土壌層の不可逆なほどの劣化は，回避されるべきであろう。

内野地区のきびしい土地条件と，それをほぼ限界ギリギリまで利用していると考えられる現在

の土地利用形態は，開発にさいしてもその保持，発展が望まれる。基本的には自然度の高い現存

植生の保全と，土地の生物的潜在能力が支持する，土地本来の自然林や，それに近い立体的な植

林の創造が望まれる。

土地条件？とくに土壌は生物的自然の産物であって生物的自然の貧化，すなわち現存値生を自

然林から植林へ，植林からススキ草原へ，ススキ草原から裸地へと人為的に変化させるにしたが

L、その土壌層も貧化を起こしやすい。逆に可能であるならば現在植林である土地やススキ草原を

自然林に導くならばその土地の土壌層と生物的自然は相乗的に豊かとなる。我々は内野地区での

開発にさいして，可能なかぎりの現存植生の保全と環境保全林の創造を提案したい。

以下，現地植生調査を基礎に，現存植生の保全と，より立地本来の自然植生の復元・創造につ

いてできるだけ具体的に考察されている。

2。 現存植生の保全・利用

今囲内野地区で計画されている土地利用の内容は工場立地化や発電所建設のような完全な現存

植生の抹殺ではなく，ゴルフ場として，大半はシバ草地としての利用である。しかし表層土の薄

L、内野地区ではシバ草地としての利用も問題がある。シバはススキなどの高茎多年生草本植物と

異なりきわめて低茎な草本植物であり根圏も浅い。地上植生も単層で薄質であって土壌の保持能

力はススキ草原よりも劣化する。また開発行為にさいして，大規模に土地が裸地化されるとその

ままでも短期間に，日照と降雨により土壌層は流亡する。工事により表層土が人為的に撹乱され

ることも従来の土木工事の一般的現象である。これらの問題を少くするために，開発工事の時点

から必要不可欠な土地以外は可能な限りーたとえススキ草原であっても一現存植生を残し，でき

るだけ，大規模な裸地化をふせぐことが必要である。現存植生の保全は現在の生物的自然，とく

に動植物相を保持するとし寸機能もある。さらに残された現存植生は，開発後に期待される環境

保全林の創造の基盤としても大きな意義をもっている。

また自然度図〔KarteI[）で示されている自然度の高い値生は極力保全されるべきである。自

然度の高さはその植生のもつ種の多様性や土地本来の多彩で，安定した生物相を維持している指

標でもある。とくにこの地域で唯一の自然林である敷地西部のシキミーモミ群集はその貴重性か



I .現状 Heutiger Zustand 

II. 造成後 nach der Planierung und Einsaat 
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Zukiinftiges Bild nach guter Entwicklung 

6 

Fig, 23 ゴルフ場建設に伴なう環境保全林の形成図〔概念図〉

Schematische Darstellung d巴rSchaffung von Umw巴ltschutzwaldenb巴ider Anlage 

eines Golfplatzes (I～E〕．

1：道路 Weg

2：ススキ草原（トダシパーススキ群回〕 Wiese mit Misoィwt/mssi11e11sis ; Ar u n dine 11 o -
Miscanthion sinensis 

3：コナラ二次林（クヌギーコナラ群集〕 Sekundarwiilder ; Q u e r c e t u m a c u t i s s i o -
serratae 

Y コナラ二次林ホソパショリマ自生地（クヌギーコナラ群集） Q U巴rcetum acutissimo-

S巴rrぇta e mit Lastrea heddomei 

4：スギ，ヒノキ植林 Cry戸tomeriajaponica,-Chamaecyparis obtusa-Forst 

5：マント群落〔フジサンニシキウツギーマメザクラ群集ほか） Mantel-Gesellschaft : W 巴ige lo 
f u j i s a n e n s e P r u n e t u m i n c i s a e u. a. 

6：シパ植栽地 Zoysia jiψonica 

7：環境保全林（シキミ モミ群集，クマシデ ケヤキ群洛） Umweltschutzwald (I 11 i c i o -

Ab i巴tetum fir mョe u. Car戸i1111sjapo11ica・Zelkovaserrata Gesellschaft) 

8：ホソパショリマ自生保護地 Last1 ea beddomei-Schutzgebi巴t
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らも維持されるべきであろう。

自然度が次いで高いクヌギ コナラ群集にまとめられる夏緑二次林は敷地の植生の中では最も

多くの出現種に恵まれている。長い間の人為的干渉と対応して安定してきた動植物相の保持に大

きな役割を果している。遷移途上の群落として高木層にモミが生育し群落構造，種知組成的に自

然林に近い林分もみられる。

さらに高木林として発達したスギ，ヒノキ植林は安定的な土壌条件の維持機能，フジサンニシ

キウツギーマメザグラ群集やカナウツギーモミジイチゴ群集は残された高木林の林縁部保護の機

能があり，それぞれの植生の特色を生かした保全が期待される。現存儲生の機能を有効に用いた

保全計画の一例が Fig.23に示されている。

以上述べられた現存値生の保全と利用に際しての提案をまとめると以下のようになる。

1. 開発中，開発後を問わず裸地化の領域をせばめる目的で，現存楠生の可能な限りの保全が

期待される。たとえススキ草原やマント群落であっても土壌層の保護には大きな意味をも

てコ。

2. 土地利用の鏡であり，生物的自然の最も高度な表現である敷地西部のシキミーモミ群集

は，群集の分布上の希少性からも保護が必要である。保護にあたっては，林分が小規模であ

ることを考慮、し，林縁植生を含めた保全が望まれる。

3. 敷地内でまとまった面積を占めるクヌギーコナラ群集は動植物相の維持の目的のため，ま

た自然林へのi新進的な遷移の場として保護することが望ましい。

4. スギ，ヒノキ植林地，さらにブジサンニシキウツギーマメザクラ群集やカナウツギーモミ

ジイチゴ群集などもそれぞれの群落のもつ機能，特性を生かした維持，保全，利用が期待さ

れる。

3. ホソパショリマの保護について

ホソパショリマ Lastreabeddomel (Bak.) Beddはオシダ科に属する；常緑，ときに夏緑性

のシダ植物である。この植物は台湾，フィリピン，ジャワなど東南アジアに広く分布するが，日

本では九州，四国， 本州、｜のごく一部にしか生育していない（田川1959による〉。本州では今回調

査地域の中心とされた内野地区が唯一の分布地とされ，志村・杉野 (1955）によりその分布が報

告され，志村（1966）はその生態についてくわしく報告している。内野地区のホソバショリマは

本州唯一の分布地である点と熱帯性のホソバショリマの最北限地である点，さらにホソパショリ

マは本来常緑性であるが，志村（1966）も報じているように内野地区に生育する個体はいずれも

夏緑性である点などにより植物地理学的に，また生態学的に貴重な存在といえる。

今囲内野地区で分布が確認された地点（Fig.24）はモウソウチク林の林縁（宝蔵院〉， スギ，

ヒノキ植林およびその林縁，さらに谷部に立地したクヌギーコナラ群集の林内などである。いず

れも適潤な半陰地で、ある。生育地では群生する場合が多い。ホソパショリマは今回建設が予定さ



Fig. 24 内野地区におけるホソパショリマの分布図（＠：ホソハショリマの分布地点）

Schwarze Punkt巴： Fundortevon Lastrea beddomei im Uchino-B巴zirk
(Der Rahmen zeigt der geplante Entwicklungsareal). 
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れている仮称小田急ゴルフクラブ敷地内にも生育しており，その生育地が現状のままで保護され

ることが望ましい。以下ホソパショリマの生育地保護に際しての，生態学的留意点について列挙

されている。

1. 現存するスギ，ヒノキ植林地およびその林縁，クヌギーコナラ群集などの分布地は生育地

の周辺を含めて，植生とその生育域の保護が必要である。小規模な，個々の植物のみの保護

では，強い日照や通風，そしてそれに伴う乾燥などによる，立地環境の変化により群落の持

続が困難になる場合がある。

2. 湿性～適潤立地に生育するため，生育地の水脈を十分調査し，保全する必要がある。具体

的にはホソパショリマ生育地の水脈上部域で、は大規模な土砂の堀削をさけ，さらに土砂の生

育地内への流入を防ぐ必要がある。

3. 生育地に対する人の踏み荒らしや盗採掘を防ぐ。さらに貴重植物生育地として保護してい
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Fig. 25 スギ，ヒノキ値林地の林縁斜面に生育したホソパショリマ〔内野〕．

Lastrea beddomei-Bestand am Rand van Cりψtomeriajaponica, Chamaec）φa ris obtusa-

Forst (Uchino, 570m ii. NN) 

る実態を明示する方が望ましい。

4. 半陰～向陽性の植物と考えられるため，生育地の極端な被陰は避ける必要がある。具体的

には，林内生のホソバショリマ生育地は，上部の常緑広葉樹や針葉樹の密生を防ぐため，必

要に応じて択伐などを行う。

5. 移植が必要とされる場合には土壌の水分条件にとくに腎意し，また空中湿度保全のため，

斜面下部や，谷状地への植栽が望ましL、。移植には数株を単位とした，群落としての扱いが

望ましい。

6. 移植後の保護，とくに他の草木や木本類の除去が必要である。

3. 環境保全林の形成

前項で述べられた現存植生の保全はそれに卜分間意されたとしても開発に際して現存植生は大

きく喪失し，残された植分も荒廃する。さらに今回計画されている土地利用形態が具体的にはゴ

ルブ場としてのシハ草地であり土壌層の保全，動植物相の維持などの機能がきわめて低ドするこ

と， さらに土地本来の景観構成要素としての不適合＇ I生をもつことカ、らそれらの機能を補足しさら

に高いレべルで

環境｛呆全林は人間が自ら作り出す銀~j~の森 白然林 てやあつて多層構造をなす森林としての機

自Eをもつている O 土i哀の発達維持をはじめ．動植物相の永続的な保存，国道に而した部分では騒音



Fig. 26 スギ，ヒノキ植林内に生育するタブノキ（内野）

Im ClzamaeC)'paris obtusa, Cr；ψtomeria japonica Forst nachwachsende Pei百m

thunbergii (Uchino 560m ii. NN) 
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や排気ガスなどの遮断，浄化機能を示す。さらに防火機能や，郷土固有の景観を示すことから人

為的開発による画一的景観への自然の多様性の修復機能も備えている。このような多面的な環境

保全機能に加えて，その土地のもつ生物的自然が最高度に表現された値生であるという事がいえ

る。そしてその地方で考えられる土地や生物的自然のすべての利用可能性をもった唯一の植生で

あるという点が指摘される。つまり豊かな自然はそれを広域的に貧化させて利用することも一時

的には可能であるがそれでは長もちしない。貧化した植生の保持では土地や生物的自然の利用は

著しく限定され，はなはだしい場合には立地の不毛化すら招きかねない。

以下内野地区における環境保全林形成のための手順と留意点について考察されている。

i) 開発工事に際しての留意点
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Fig. 27 谷部斜面を利用した環境保全林の形成模式

Schematische Darstellung der Hang-und Umweltschutzwalder an einem Talhang, 

1：シパ植栽地 Zoysia ja戸onica

2：排水溝 AbftuBgraben 
3：ホソパショリマ白生保護地 Geschutzte Wuchsort der Lastrea beddomei 

4：マント群落〈フジサンニシキウツギ マメザクラ群集） Mantel-Gesellschaft : Weig e Io 
fujisanense-Prunetum incisae 

5：環境保全林〔シキミーモミ群集〕 Umweltschutzwald(I 11 i c i o Abie t et um firm a巴〕

6：ソデ群落 Saum-G巴sellschaft

ゴルフ場造成などの開発に伴なう工事作業に際して留意すべき第 1点は前項で述べられたよう

に現存植生の可能な限りの保全である。敷地に現存している自然林であるシキミーモミ群集は環

境保全の生きた手本としても重要な，存在である。さらにクヌギーコナラ群集やスギ，ヒノキ植林

なども環境保全林を形成する生きた舞台として発展的に利用可能である。留意すべき第2の点は



Fig, 28 常緑循生の生育がほとんどないクヌギーコナラ群集の林床。アカガシ，
モミなどを布告植し，環境保全林への発展が望まれる（冬季，内野〕o

Winteraspekt des Q U巴rc et um a cu tis s i mo -s err a ta e, Um Umweltschutzw邑Ider

zu schaffen, ist es erwiinscht, zusetzlich Quercus awta und Abies firma anzupflanzen 
(Uchino 580m ii. NN) 
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植生の発達の基盤となる表層土壌の保全である。とくに印野地区では回結盤の存在により表層土

がきわめて薄い傾向がある。やむなく大幅な地形の変更がされる場合においても少くとも地表か

ら深さ 20～30cmまでの土壌は保持し工事終了後に復元する必要がある。これは環境保全林の創

造だけでなくシパ草地としての利用に際しても必要と考えられる。

ii〕樹種の選択←一潜在自然植生の利用存一

自立的な高木林として環境保全林が発達するためには樹種の選択は最も重要なポイントであ

る。郷土種を用いることはもとより，細かな立地条件の差を考慮し，その土地に最も適合した樹

種を科学的に選び出して積極的に用いる必要がある。そのためには現存植生の調査を経て作成さ

れた潜在自然植生図ーその土地に現在生育可能な最もよく発達した自然植生を判定し，図化した

ものーにより土地の潜在的な植生支持力を明確化する。そして潜在自然植生図に基づいたその土

地の潜在自然植生の構成種の中から実際の植栽樹種が選定されるべきである。富士宮市内野地区

の潜在自然植生図は Fig.29に示されている。敷地内では谷部の湿性，不安定立地はクマシデー

ケヤキ群落にまとめられる渓畔生の夏緑広葉樹林が，またそのほかの中庸立地はシキミーモミ群

集にまとめられるアカガシ，ウラジロガシ，モミなどの優占した常緑広葉樹林の潜在自然植生領

域と考えられる。また，各潜在自然植生域に適合した植栽積が Tab.27, 28に列挙されている。



78 

調 1

破 2

Fig, 29 富士宮市内野地区の潜在自然植生（ロ内は仮称小田急ゴルフクラブの敷地を示す〕

Karte der potentiellen natiirlichen Vegetation vom Uchino-Gebiet, Stadt Fujinomiya 

*1 : 111 i ci o田 Abietetum firmae 

2 : Carpinus japonica”Zelkova se1 rata-Gesellschaft 
3:Hydrangeo involucratae-Euptel巴巴 tum polyandrae 

4 : Llgustrum obtusifi lium-Alnus japonica-Gesellschaft 
5 : Ph rag mite tum j a po n i ca e, Carex kiotensis-Gesellschaft 

6: 0任enes羽Tasser,nackter Boden 

環境保全林が開放景観域に接した林縁部の保護のために用いられるマント群落の構成種が Tab.

29にあげられている。

iii〕 植栽地の整備

内野地区での苗木の植栽地は，土壌保全上の意味合いから現存植生の保存域で行なわれること

が望ましい。用いる苗木は幼苗であるため現存植生に多少の択伐や下草刈りを行ない苗木を密植

する（Fig.30〕。またやむなく裸地に環境保全林を形成する場合には，過湿地などではマウンドを
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スギ． ヒノキ植林

Fig, 30 現存植生を基盤にした環境保全林の形成

Schaffung der Umweltschutzwalder auf der Basis der realen Vegetation 

I：各現存植生 Verschiedeneartigereale Vegetation 

E：択伐を行ない幼苗を密植する Bep自anzungmit den jungen B邑umch巴n
E：将来像 Zukilnftiges Bild 

形成し，地下水位から離した後に苗木を定植〔 1～1.5本／mりする。地表面は土壌の侵食や乾燥

を防ぐ目的で敷きわらで被う必要がある。いずれの場合にも植栽地の表層には，まず工事に際し

て保存されてあった表層土壌を復元する。さらにマウンドを形成する場合にはその下部に山土な

どを積み上げておく。

iv）苗木植栽

環境保全林形成に際して行なう苗木の植栽には幼苗を密植するとし、う方法が最も効率的であ

る。

従来行なわれてきた栂栽手法は， あらかじめ苗圃で1～5m程度に生長した苗木または成木

を，熟練した職人の手によって掘りとり，ワラまたは縄で根の周囲の土が落ちないように根巻き
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Tab. 27 シキミーモミ群集域の植栽適性種一覧表

Ubersichtstabelle der Art巴n,welche fiir Anpflanzungen im Gebiet 

d巴S Illicio-Abiet巴tum firmae g巴巴ignetsind. 

Abies firma モミ Quercus acuta 7 nilシ

Tsuga sieboldii ツガ Q. salicina ウラジロカ、、シ

Persea thunbergii タプノキ Q. myrsinaefolia シラカシ

Chamaecyparis obtusa ヒノキ Q. sessilifolia ツヲパ丸、ガシ

Trochodendron aralioidesヤマグルマ Q. glauca アラカシ

Illicium religiosum シキミ Torreya nucifera カヤ

Cleyera japonica サカキ Neolitsea sericea シロダモ

Pieris japonica アセピ N. aciculata イヌカ、シ

Thea sinensis チヤノキ Aucuba japonica アオキ

Osmanthus heterophyllusヒイラキ、 Hedera rhombea キ、プタ

Trachelospermum asiaticum Vaccinium hirtum ウスノキ

var. intermedium テイカカズラ j i アクシず. apon cum ノ

Cephalotaxus harringtoniaイヌカ、ヤ V, brae tea tum シヤシャンポ、

工1巴X crenata イヌツゲ
Cam巴lliajaponica ヤプヅノずキ

工． pedunculosa ソヨゴ
Cinnamomum j aponicum ヤブニッケイ

Ainsliaea apiculata キッコウハグマ Carex morrowii カンスゲ

Lycopodium s巴rratum トウゲシパ c. re工nii コカンスゲ

Struthiopteris niponicaシシガシラ Ophiopogon planiscapusオオパジャノヒゲ

Ardisia japonica ヤブコウジ o. ohwii ナガパジ、ヤノヒゲ

Cymbidium goeringii シュンラン Rubus buergeri フユイチコ、

Plagiogyria japonica キジノオシタ守 Dryopteris lac.era クマワラヒず

P. euphlebia オオキジノオシダ D. erythrosoraベニシダ

Shortia uniflora イワウチワ D. bissetianaヤマイタチシ夕、

Petrya scandens コウヤボ、ウキ

を行なう。さらに校を切り，葉を落とし，根切りして運搬して現地に植栽される。この方法では

直根が切られる。さらに掘り取りの際，樹木にとって最も重要な細根のかなりの量が切られてし

まうため，樹勢が非常に弱る。樹勢が弱ってしまった苗木を活着させるため，水分蒸散作用をで

きるだけ防ぐ必要があり，思いきって葉や枝をおとし，さらに根巻き，支柱などの管理作業を併

せて行なってきた。このような従来の植栽方法では

1. 樹勢が劣っているため，回復し生長を開始するまでに最低1～2年の期間を必要とする。

2. 活着率が低い。とくに特殊な土壊条件である内野地区では成木の単純な方法での移植では

活着率はきわめて低くなるものと予想される。

3. 樹木が大きいため，森林形成の必要条件である多層植栽，密植が困難である。

4. 樹冠が地表をおおうまで長い年月を要するので森林内の閉鎖性が保たれず，人間による草
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Tab. 28 クマシデーケヤキ群落域の植栽適性種－覧表

Ubersich ts ta bell巴 derArt巴n,welche fiir Anpflanzungen im Gebiet 

der Carpi1111s japonica-Zelkova serrata-Ges巴llschaftgeeignet sind. 

Carpinus japonica クマシデ

高 Ic. 

laxiflora アカシデ

tschonoskiiイヌシデ

cordata サワシパ
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Prunus verecunda カスミザ、クラ

P. buergeriana イヌザ、クラ

P. jamasakura ヤマザクラ

Pourthiaea villosa 
var, laevis カマツカ

Cornus controversa 

Acer mono 

ミズキ

var. marmoratum エンコウカエテ。

チドリノキA. carpinifolium 

Betula grossa 

Alnus hirsuta 
var. sibirica 

Fagus japonica 

ヨグソミネノずリ

ヤマハンノキ

イヌプナ

クロモジJIl巴X macropoda 

工. serrata 

アオタ守モ

ウメモドキ

Euonymus oxyphyllus ツリパ？ナ

E. sieboldianusマユミ

alatus 低 H E. 

Jコ

＇~I A. 
木目

var. apterusコマユミ

Acer palmatum イロハモミジ

palmatum var. amoenumオオモミジ v. erosum 
f, punctatum 

Ligustrum obtusifoliumイボタノキ

Helwingia japonica ソ、ナイカダ

Orixa japonica コクサギ

Callicarpa japonicaムラサキシキブ

Partenocissus tricuspidataツタ

Lindera umbellata 

obutusiloba ダンコウパイL, 

var. acuminata 

Parabenzoin praecox アフラチャン

日． involucrata 

Hydrangea macrophylla ヤマアジサイ

タマアジサイ

Viburnum phlebotrichumオトコヨウゾメ

コパyガ寸ズミ

Acanthopanax spinosus ヤマコウギ

Hydrangea hirta コアジサイ

Schsandra repanda マップサ

Epimedium grandiflorum Ainsliaea acerifolia 
var. thunbergianumイカリソウ var. torrentis オクモミジ、ノ、ク苧マ

草
Chloranthus serratus フタリシズカ

japonicus ヒトリシズヵ Viola eizanensis 

V, rossii 

c. 
H
U
μ
口
同
h
H
凶

本

植

物

Osmunda japonica ゼンマイ

Asperula odorata 

Cimicifuga japonicaイヌショウマ

Spuriopimpinella calycinaカノツメソウ Disporumsmilacinum 

Carex siderosticta 

C. simplex サラシナショウマ C, lanceolata 

クルマノミ、ソウ

エイザンスミレ

アケボノスミレ

チゴユリ

夕方、オ、ソウ

ヒカゲスゲ

Cacaria delphiniifoliaモミジ芳、サ Polystichum tripteron ジユウモンジシダ

Athyrium squamigerum オクモミジハグマ Lastrea beddomei ホソノマショリマ

刈りなどの管理作業が継続的に長期間必要となる。

5. 支柱などの養生作業も長期間必要となる。

6. 多種類・大量の良好な樹種苗の調達が短期間で、は困難てQある。
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Tab. 29 林縁群落－1［！部長適性種一覧表
Ubersichtstabelle der Pflanzen, die filr Mantel-und Saumges巴llschaftengeeignet sind目

Weigela decora var. rosa 
f, fujisanensis 7ジ、サンニシキウツギ

Ligustrum obtusifoliumイボタノキ

Deutzia crenata ウツギ

a

a

 

n

十』

a

x

a

a

a

a

 

－－

D

a

c

－－

a

c

l

 

d

c

d

・－

I

c

o

－－

u

l

e

I

r

o

－－

r

n

c

a

 

o

s

a

a

u

f

n

o

o

－－

t
 

a

b

－－

r

m

h

i

o

k

p

n

a

 

s

e

c

P

A

u

c

－－

p

o

a

a

b

 

－－

i

y

b

t

p

a

t

－－
d

p

o

 

c

s

h

υ

s

n

a

・τ
d

1

ム

n

m

u

a

a

a

a

 

・1
s

o

r

e

m

s

e

e

a

u

b

u

l

－－

r

o

b

－－ 

s

c

v

d

v

d

a

t

o

n

r

 

u

u

s

h

h

r

a

c

a

a

 

n

b

u

c

p

a

m

s

 

u

m

r

a

a

g

e

o

d

e

 

r

a

o

t

t

a

－

－

i

・
y

u

pム

Q
U
M
μ
Q
υ
Q
υ

ロ
x
p
U
F
u
n
u
n
u
ロ
u
pゐ

hHω
』
U
口同
HHH凶

HHω
凶
吋
JmA

低

木

つ

る

植

物

μ
同
司
ぷ
U
凶

HHω
的

ω
叫

Hωμ
ロ
吋
呂
・
甘
口
ω
U
H
H
4

マ
ン
ト
群
落
構
成
種

7 メザクラ

ニワトコ

ヤマクワ

キブシ

ミツノずウツギ

Stephanandra tanakae カナウツギ

s. 1.IlCl.Sa コゴメウツキ、

コチイ

－
フ

y

守

、

＝

ノ

ν、

イ

モ

／
c
 u

 

1
ム

苛ムv
d
a
 

S
唱

b

r

u
p
o
 

t

o

l

 

au

↑L
Z

よ

m
pゐ・
1

1

0

t

 

a
c
－
－
 

p
・

u
・
r

s
r
 

u
a
a
 

b

v

s

 

u

O

 

R

R

 

イヌザンショウ R. luciae 
var. fujisanensis フジイパラ

ハンショウツノレ A. アケビ

ボタンヅノレ

トコロ

ヤマノイモ

ノリウツギ

クズ

Paederia scandens 
var. mairei ヘクソカズラ

ミズヒキ

キJ
'H 
同
点、， u

二.."lI I S, japonica アキノタムラソウ Achyranthes fauriei kナタイノコズチ
,.. ri! ! 

群 ~1苧 HJ Plectr叩 thusjap叩 cusヒキオコシ C叫 esiumabrotanoidesヤプタバコ
aJI aJI 

落剖本引 Clinopodiumgracile Aster ageratoides var, harae 

構~I按~I V訂， mul山叫e h トウパナ f・1山叫hus シロヨメナ

成， ¥1YJ ¥ Angelica pubescens シシウド

種：i J A, decu凶 va ノダケ
ω 
牛J
H 
4l 

Leucosceptrum japonicumテンニンソウ

Salvia nipponica キパナアキギリ

Osmorhiza aristata ヤ7＇ニンジン

Akebia trifoliata ミツノずアケピ

quinata 

Smilax china サルトリイパラ

Celastrus orbiculatusツノレウメモド会

Ampelopsis brevipedunculata Jブドウ

Loni:cera japonica スイカズラ

Wisteria floribunda フジ

Cryptotaenia japonica ミツバ

Polygonum filiforme 

A. ageratoides 
var, ovatus ノコンギク

Artemisia princeps ヨモギ

Oplismenus undulatifoliusケチヂミザサ

7. 苗木購入費，植栽費用，その後の維持，管理費用が相乗的にほう大となる。

8. 大面積の植栽や領斜地の植栽では工期が長くかかり困難である。

9. 樹種によって植栽時期が限られ，それ以外の期間に植栽すると活着率のいちじるしい低下

をきたす。そのため植栽工事期聞が限定されてしまう。

などの欠点がある。

環境保全林の創造のような大規模植栽には，将来高木に生長する幼苗木（樹高0.3～1.5m程度

の2～3年生のもの〉の密植による植栽法が数々の点で有利で、ある。幼苗を使用する際にも苗圃

より直接移植したような細根，直根を切ったものでは活着が悪い。ポット栽培による苗木を使用

する方が移植が容易で，生育が着実である。

ポット栽培による白木とは，移植時の根の損傷をさけ，樹勢が衰えるのを防ぐため，あらかじ
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めどニール，プラスチックなどの容器の中で苗木を種子から育てる。槌栽に際しては容器内に根

が充満している健全な苗木を，容器からはずし，そのままの状態で植え込む。したがって植栽し

た時点から生育を続けるので，移植時の生長停止がなく，以下の数々の利点をもっ。

1. 活着率がほとんど 100%である。

2. 密植が可能で，多くの種類を混植できる。

3. 移植時に生育がとまることがないので， 2～3年で地表をうっ閉する。

4. 支柱などの必要がない。

5. 移植の際，とくに専門的な技術を必要としない。

6. 運搬が容易で荷いたみが少なく，大量運搬がで、きる。

7. 大面積植栽，傾斜地植栽が短い工期で可能である。

8. 移植の時期を選ばない。

9. 活着，その後の生育がきわめて良好で，あらゆる経費が安く，もっとも確実である。 3～

5年で樹林の形態が備わる。

v〕 植栽後の管理

樹木の維持管理としてはー般に濯水，施肥，除草，病虫害防除，技打ち，整形などが考えられ

る。しかし大面積の環境保全林を形成しようとする場合，これらの作業を個々の樹木にわたって

長年実施するには膨大な経費を必要とし，実際上不可能に近い。

そこで，我々の目的とする環境保全林を創造する場合，これらの作業をできるだけ短期間に切

り上げて，将来放置しておいても，健全な森林として発達するようにあらかじめ造成時よりの配

慮、が必要である。前述されてきたように，表層土の保全，復元，郷土種の選定，密植，ポット幼

苗の使用などはすべてこの管理作業と，その経費の軽減につながる。これらの点が確実に実行さ

れれば，植付後1～2年目からは幼苗白身が競争しながら空間的にすみわけ，共存して，動的な

しかも安定した生態系を形成して，人間の手による保護，管理が全く必要でなくなる。しかし，

樹木のほとんど，あるいは全くない土地に新たに環境保全林を創造しようとする場合，苗木を植

えて後，少なくとも 2～3年の間，植えられた苗木がその場所に定着し 3 着実に生育して環境保

全林の基礎を形成するまでの期間は，ある程度の管理作業が必要である。次に主な管理上の項目

を記す。

1. 表層土の機能を十分に発揮させるために，有機質の補充，すなわち稲ワラ，刈草，落葉な

どを植栽後敷き込む。

2. 敷ワラなどが十分であれば，濯水の必要はほとんどないが，植栽直後および夏季の乾燥時

には濯水を行なう。

3. 施肥はできる限り有機質の形で与える。

4. 病害虫が多発した場合は駆除を行なう。

5. 努定，支柱などの必要はない。
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f商 要

1980年から1981年にかけて静岡県富士宮市内野地区を中心とした富士山南西麓地域の植物社会

学的な調査研究が行なわれた。約200地点における植生調査資料が野外で収集され，室内作業に

よる表操作検討の結果17群集， 13群落，植林など 5の植生単位が認められた。各植生単位の空間

的広がりを明らかにするため，内野地区を中心にした富士山南西麓地域の現存植生図（縮尺1:25 

000，南北 9.4km，東西11.4km，凡例23）が現地調査，さらに空中写真を用いて作成された。

また富士宮市内野地区に計画されている仮称小田急ゴルフクラブ敷地内の現存植生図（縮尺1:

3100，凡例13〕，自然度図（縮尺 1: 3600，凡例 7）が描かれた。またそれら基礎資料をもとに，

開発に際しての，敷地内の植生の保全ならびに環境保全林形成のための植生学的な提案が示され

。
た

日月らかにされた植生単位は以下に体系的に示されている。

1. ヤブツバキクラス

シキミ アカガシオーダー

アカガシーシラカシ群団

ヤブコウジースダジイ群集

シキミーモミ群集

コジイーアラカシ群落

2. ブナクラス

コナラーミズナラオーダー

イヌシデーコナラ群団

クヌギーコナラ群集

グリーコナラ群集

3. グラス，オーダーは未決定

クサギーアカメガシワ群団

クサギ群落

4. ノイバラクラス

トコローグズオーダー

スイカズラーへクソカズラ群団

カナウツギーモミジイチゴ群集（新称〉

オー夕、一，群団は未決定

ブジサンニシキウツギーマメザクラ群集（新称）

5. ススキクラス



ススキオーダー

トダシパーススキ群団

アズマネザサーススキ群集

トダシバーススキ群集

クズーススキ群落

メリケンカルカヤ群落

シパスゲオーダー

シバ群団

シパ群落

6. ヨシクラス

ヨシオーダー

ヨシ群団

カンガレイ群落

ヌマトラノオーミズオトギリ群落

アブラガヤ群落

チゴザサーシカクホタルイ群落

セリ クサヨシ群回

ツルヨシ群集

7. ヨモギクラス

ヨモギオーダー

カナムグラーヤブガラシ群団

アキノノゲシーカナムグラ群団

チカラシバーヨモギ群団

ユウガギグーヨモギ群集

カラムシ群落

8. チャセンシダグラス

イワタバコオーダー

イワタバコ群団

ハコネシダ群落

9. ヌマハコベ タネツケノ4ナクラス

オオバセンキュウータネツケノ4ナオーダー

オオパセンキュウータネツケバナ群団

セキショウ群集

ヒメレンゲ一ナルコスゲ群集
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10. クラスは未決定

オオバコオーダー

ミチヤナギ1洋団

カゼクサーオオバコ群集

カワラスゲーオオバコ群集

クサイーミノボロスゲ群集

11. シロザクラス

ツユクサオーダー

カヤツリグサーザクロソウ群団

カラスピシャクーニシキソウ群集

12.上級単位未決定の群落

アキメヒシパーヤハズソウ群落

ヒメジョオン群落

13. その他

スギ， ヒノキ植林

モミ植林

エドヒガン植林

モウソウチク4本

ナガハグサーカモガヤ群落

富士山南西麓地域の植生について以下の点が明らかにされた。

1. 自然常緑広葉樹林として富士宮市内野でシキミーモミ群集が，富士市桑崎でヤブコウジース

ダジイ群集が生育している。また自然生の草原として富士市田貫湖にカンガレイ群落ほかが，

また芝川の砂川｜上にツルヨシ群集が生育している。

2. 二次林の夏緑広葉樹林であるクヌギーコナラ群集が，ヤブツバキクラス域の上限に近い標高

600～700 mまで火山性地質に対応して生育している。クヌギーコナラ群集の分布域の上昇に

伴ない，クリーコナラ群集の標高的分布域が他の地域と比較し著しくせばめられている。

3. 林縁植生として富士山を中心としたフォッサ・マグナ地域に特徴的なフジサンニシキウツギ

ーマメザクラ群集，カナウツギーモミジイチゴ群集が広く生育している。

4. 富士山南西麓地域は天子山塊山麓部を含めスギ，ヒノキ植林が広大な面積を占めている。ま

た富士宮市内野から朝霧高原にかけてはト夕、シハーススキ群集にまとめられる採草地やナガハ

グサーカモガヤ群落にまとめられる牧草地として広く利用されている。胡；作水田，畑は富士マ

サ（火山砂礁の固結盤〉地帯であるため作られていない。

5. 熱帯性のシダ植物であるホソパショリマが本川で唯一の分布地，北限地として生育してい

る。林縁部やクヌギーコナラ群集，スギ，ヒノキ植林の林内に群生地がみられる。
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Z usammenf assung 

In den Jahren 1980 und 1981 wurde eine pflanzensoziologische Unt巴rsuchungim Bezirk 

Uchino am StidwestfuB des Berges Fuji-san (3776m ti. NN) durchgeftihr・t.In Geliindearbeit 

haben wir iiber 200 Vegetationsaufnahmen gemacht. Auf Grund wiederholter Tabellen-

arbeit und vergleichender Kontrolle im Gelande wurde die Vegetation in 17 Assozi-

ationen, 13 Gesellschaften, sowie Forsten und 5 weitere Vegetationseinheiten gefaBt; 

es sind folg巴nde:

1. Camellietea japonicae Miyawaki et Ohba 1963 

I 11 i c i o Que r c et a Ii a a cut a e K Fujiwara 1981 

Quercion acut O← m yr s i n a e f o I i a e K. Fujiwara 1981 

Ardis i o -Castano psi et um s i e b o 1 di i Suz.-Tok. et Hatiya 1951 

I 11 i c i o→ A bi et et um firm a e Suz.-Tok. et Hatiya em. Suz.-Tok. 1961 

Cas!anoρsis cusρidata-Q uercus gl auca-Gesellschaft 

2. Fag et e a c re n at a e Miyawaki, Ohba et Murase 1964 

Quercetalia serrat 0・gr o s s e s e r r a t a e Miyawaki et al. 1971 

C a r p i n o -Q u e r c i o n s e r r a t a e Miyawaki et al. 1972 

Q u e r c e t u m a c u t i s s i m o -s e r r a t a e Miyawaki 1976 

C as t an e o -Q u er c et um s errata e Okutomi, Tsuji et Kodaira 1976 

3. Klasse, Ordn, noch nicht bestimmt 

C 1 e r o de n d r o -M a 11 o t i o n j a p o n i c a e Ohba 1971 

Cl erodendron t1 ichotom um Gesellschaft 

4. R o s e t e a m u 1 t i f 1 o r a e Ohba, Miyawaki et Tx. 1973 

Dioscore 0・Pu e r a r i e t a 1 i a 1 o b a t a e Ohba 1973 

Lonicero japonica e回 Pa e de r i o n m a i re i Miyawaki et al. 1967 

Stepha 11a11 d r o tan aka e -Rube tum cop top h y 11 i ass. nov. 

Ordn., Verb. l1och nicht bestimmt 

羽fe i g e 1 o f u j i s a n e n s e -P r u n e t u m i n c i s a e ass. 110V. 

5. Misc ant he tea s i 11e11 sis Miyawaki et Ohba 1970 

Misc a 11 theta 1 i a s i 11e11 sis Miyawaki et Ohba 1970 
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Ar u n dine 11 o -Misc ant hi on sine n sis Suz.-Tok. et Abe ex. 

Suganuma 1970 

Ar u n d i n a r i o c h i n o -M i s c a n t he t u m s i n e n s i s Miyawaki 1971 

Ar u n dine 11 o -Misc ant he tum sine n sis Horikawa et Sasaki 1959 

Pueraria lobata-Miscanthus sinensis-Gesellschaft 

Androρogon virginicus-Gesellschaft 

C a r i c e t a 1 i a n e r v a t a e Suganuma 1966 

Z o y s ion j a po n i ca e Suz. Tok. et Abe em. Suganuma 1970 

Zoysiαja1うonica-Gesellschft

6. P h r a g m i t e t e a Tx. et Prsg. 1942 

Ph rag mite ta 1 i a Tx. et Prsg. 1942 

Ph rag mi ti on W. Koch 1926 

Sci r pus tr i an g u 1 a tu s -Gesellschaft 

Isachne globosa-Scirpus t1 aPezoideus-Gesellschaft 

Lysimachia fortunei Triadenum jaρo nic um-Gesellschaf t 

Scirpus wichurae-Gesellschaft 

0 e n an th o j av a n i c a e P h a 1 a r i di o n a r u n d i n a c e a e Miyawaki 

et Okuda 1972 

P h r a g m i t e t u m j a p o n i c a e Minamikawa 1963 

7. Artemis i et ea p ri n c i pis Okuda 1972 

A r t e mi s i e t a 1 i a p r i n c i p i s Okuda 1972 

Hum u Io Cay ration Okuda 1978 

La c t u c o i n d i c a e -H u m u I e t u m j a p o n i c i Okuda 1978 

Pe n n i s e t o A r t em i s i o n p r i n c i p i s Okuda 1978 

K a Ii m er i o A r t e m i s i e t u m p r i n c i p i s Okuda 1978 

Boehmeria nかononiv ea-Gesellschaf t 

8. A s p I en i e t e a r u p e t r i a H. Meyer et Br. Bl. 1934 

Conan d re ta Ii a ram on di o id is Nakamura 1982 

Conan d ri on ram on di o id is Nakamura 1982 

Adian um monochlamys Gesellschaft 



9. Monti o Card amine tea Br. Bl. et Tx. 1943 

Ange Ii co~ Card a mine ta Ii a Ohba 1975 

Ange Ii co -Card am inion Ohba 1975 

Acor et um gram in e i Ohba, Adachi et Maoka 1979 

Se do sub ti 1 is -Cari c et um cur vi co 11 is Nakamura 1982 

10. Klasse noch nicht bestimmt 

P 1 ant a gin et a 1 i a as i at i ca e Miyawaki 1964 

P o 1 y g o n i o n a v i c u 1 a r i s Miyawaki 1964 
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E r a g o s t i o f e r r u g i n e a e -P 1 a n t a g i n e t u m a s i a t i c a e Tx. 1977 

Cari c i inc is a e -P 1 ant a gin et um as i at i ca e (Miyawaki 1964) 

Tx. 1977 

J u n c o C a r i c et u m a 1 b a t a e Miyawaki et al. 1968 

11. C h e n o p o d i e t e a Br. Bl. 1951 

C o m m e 1 i n e t a 1 i a c o m m u n i s Miyawaki 1969 

C y p e r o -M o 11 u g i o n s t r i c t a e Miyawaki 1969 

Pinellio ternatae Euphorbietum pseudochamaesycis 

Miyawaki 1964 

12. Hohere Einheiten noch nicht bestimmt 

Digitaria violascens Kummerovia striata-Gesellschaft 

Erigeron annuus-Gesellschaft 

13. Kiinstliche Forsten u. a. 

Cryρtomeria ja1うonica,Chamaecyρaris obtusa Forst 

Abies firma-Forst 

Prunus Pendula f. ascendens-Forst 

Phyllostachys heterocyclαf. pubescens Bestand 

Poa 1うratensis-Dactylisglomerata-Gesellschaft 

Um die raumliche Verteilung der einzelnen Vegetations巴inheitenklar darzustellen, 

wurde eine Karte der realen Vegetation im Bezirk Uchino am SiidwestfuB des Berges 

Fuji san im Ma':'stab 1: 25 000 Gelandearbeit mit Hilfe von Luftbildern erstellt; sie 
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umfaBt ein Gebiet von 9.4km Sud←Nord-Erstreckung und ll.4km Ost－羽Test-Erstreckung, 

die Legende enthiilt 23 Einheiten. Auch wnrde die reale Vegetation im Areal des 

geplanten Golfplatzes des Bezirks Uchino im MaBstab 1: 3 000 mit 13 Legenden日

Einheiten kartiert und eine Karte _des Natiirlichkeits grades der Vegetation im 

MaBstab 1 : 3 000 mit 7 Legenden Einheiten entworfen. 

Auf Grund dieser vegetationskundlichen Forschungsergebnisse haben wir unser巴

Vorschliige zur Erhaltung der Vegetation und zur Scha汀ungder Umweltschutzwiilder 

in der Entwicklungsfiiiche gemacht (p. 59-83). 

Besonders wurde der Schutz der Fundorte der thermophilen Farnpfianze Lastrea 

beddomei betont; es ist eme der seltensten Arten, von der bis heute die einzigen 

natiirlichen Vorkommen in Japan in diesem Gebiet gefunden worden sind; es werden 

okologisch begriindete Vorschliige fiir ihren weiteren Schutz gemacht (p. 72-74). 
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コジイーアラカシ群落

Castanopsis cuspidata-Quercus glauca-Gesellschaft 
Tab. 3 : 
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上級単位の標徴種・区分種

タフ’ノキ

ヤブツバキ

アオキ

テイカカズラ

Castanopsis cuspidata 

Kenn-u. Trennarten d. hδheren Einheiten: 
Persea thunbergii 
Camellia japonica 
Aucuba j apom.ca 
Trachelospermum asiaticum va:r. intermedium 

ナガノfジャノヒゲ

ヤプラン

オオパジャノヒゲ

ベニシダ

チャノキ

ナンテン

イヌカ’ヤ

アリドオシ

フユイチゴ

ヤフーソテツ

ヤマイタチシタ寺

シュンフン

ヒサカキ

アセビ

ヒイラギ

アカflシ

ツノレグミ

キヅタ

サカキ

ジャノヒゲ

イタピカズラ

随伴種

フジ

Ophiopogon ohwii 
Liriope platyphylla 
Ophiopogon planiscapus 
Dryopteris erythrosora 
Thea sinensis 
Nandina domestica 
Cephalotaxus harringtonia 
Damnacanthus indicus 
Rubus buergeri 
Cyrtomium fortunei 
Dryopteris bissetiana 
Cymbidium goeringii 
Eurya japonica 
Pieris japonica 
Osmanthus heterophyllus 
Quercus acuta 
Elaeagnus glabra 
Hedera rhombea 
Cleyera japonica 
Ophiopogon japonicus 
Ficus nipponica 

Begleiter: 
Wisteria floribunda 

＋ 

出現 1副の種 Aul3erdem je eirunal in Lfd.-Nr.I: Celtis sinensis var. japonicaエノキ

Acer mono var. marmoratumエンコウカエデ Bl-I・I,Pleioblastus simoniiメダケ S-2・2,
Deutzia scabra 7 ノレパウツギ Sー＋， Dryopteris laceraクマワラピ Kー＋， Pteris creticaオオパノイノモトソウ

ウ Kー＋； in 2: Abies firmaモミ Bト 1・I, S-+, Cryptomeria japonicaスギ Bト I・I,Carpinus 
laxifloraアカシデ Bl-I・I,Mallotus japonicusアカメガシワ Blー＋， Rhus trichocarpaヤマウルシ

B2-I・2,Pleioblastus chinoアズマネザサ S-1・I, Callicarpa mollisヤブムラサキ Sー＋・2,
Rhododendron kaempf eriヤマツツジ S-+, Lindera umbellataクロモジ Sー＋， Pourthiaea villosa var. 
leavisカマツカ s-+, Kalopanax pictusハリギリ Sー＋， Vaccinium hirtumウスノキ Sー＋，
Dumasia truncataノササゲ S-+, Euonymus oxyphyllusツリパナ Sー＋， Torreya nucif eraカヤ Sー＋，
Rosa onoeiニオイイパ「ラ Sー＋， Parthenocissus tricuspidataナッツeタ Kー＋・2, Smilax chinaサルトリイノf

ラ Kー＋， Rhus ambiguaツタウルシ K-+, Aristolochia kaempferiオオノfウマノスズ、クサ K-+, 
Calanthe discolorエビネ K-+,Helwingia japonicaハナイカダ K-+, Coaculus orbiculatus 
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クリーコナラ群集

Castaneo-Quercetum serratae 
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a: Subass. von Vaccinium japonicum アクシバ亜群集

b: Subass. von Quercus mongolica var. grosseserrata ミズナラ亜群集
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調査月日

傾 斜

海抜高

調査面積

Datum d . Aufnah皿e (I 980): 

Neigung （。）：

Meer色shohe（皿）：
Grol!e d. Probeflache （皿2):
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Hohe d. Baumschicht-1 (m): 
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ミズナラ

ホゾヱカエデ

コゴメウツギ

イヌザクラ

ヤ子、ギ

ツノハシパ、ミ

チゴユリ

上級単位の標徴種・区分種

カマツカ

Quercus mongolica var. grosseserrata 

Acer capillipes 
Steph直n唱ndraincisa 
Prunus buergeriana 
Desmodium mandsuricum 
Corylus sieboldiana 
Disporum s皿ilacinum

Kenn-u. Trennarten d. hoheren Einheiten: 
Pourthiaea villosa var. laev1s 

ミスeキ

コナラ

Cornus controversa 

Quercus serrata 

ハナイカダ

リョウブ

Helwingia japonica 
Clethra barbinervis 

コ，，ノカずマス守ミ

ツリパナ

Viburnu皿 erosu皿 f.panctatu血

Euonymus oxyphyllus 

オオモミジAcer pal立iatum var. an回 enum

クロモジ

エゴノキ

Lindera umbellata 
Styrax japonica 

ウメモドキ

ックパヰウツギ

ガマズミ

ムラサキシキプ

アオハダ

!lex serrata 
Celastrus orbiculatus 

Viburnum dilatatum 
Callicarpa japonica 
工lexn岨 cropoda

イヌ〆テー

ノササゲ

ヤフeレガサ

アワブrキ

Carpinus tschonoskii 

Du且asiatruncata. 
Syneilesis pal田ata
Meliosma皿1yriantha

ホソパヒカゲスゲ

タンナサワフタギ

アフ’ラチャン

Carex nanella 
Symprocos coreana 
Parabenzoin praecox 

コマユミ

クリ

アズキナシ

Euonymus alatus var. apterus 
Castanea crenp.ta 
Sorbus alnifolia 
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ウラゲエンコウ

マルパアオダモ

ホオノキ

タチシオテや

ウワミズザクラ

随伴種

マメザクラ

ミツハ、アケピ

フジ

Acer mono var. connivens 
Fraxinus sieboldiana 
Magnolia obovata 
Smilax nipponica 
Prunus grayana 

Be良leiter: 
Prunus incisa 
Akebia trifoliata 
Wisteria floribunda 

イスツゲ

ウツギ

サルトリイバラ

モミジイチゴ

ハンショウゲノレ

コチヂミザサ

ノイノぜラ

シオテ。

サンショウ

ヤマユリ

イチヤクソウ

ホウチヤクソウ

アキノキリンソウ

ジャノヒゲ

!lex crenata 

Deutzia crenata 
Smilax china 
Rubus palmatus var. coptophyllus 
Clematis japonica 
Oplismenus undulatifolius var. japonicus 
Rosa mul tiflora 
s田ilax ripar1a var. ussuriensis 
Zanthoxylum piperitum 
Liliu田 auratum 
Pyrola japonica 
Disporum sessile 
Solidago virga-aurea var. asiatica 
Ophiopogin japonicus 

出現 I回の穏 Au品erde皿 jeeinmal in Lfd. Nr. l: Pieris japonicaアセピ S-1・I. Kalopanax pictus ハリギリ S-+,
Daphne pseudornezereum オニンバリ S-+, Persea thunberg11 タプノキ Sー＋， Cynanchu皿 sublanceolatumコパノカモメヅル

S-+, Aristolochia kae田pferi オオパウマノスズクサ K-+; in 2: Vitis flexuosa サンカクゾル Sー＋， Rhus a皿.bigua
ツタウルシ K－＋・ 2,Ampelosis brevipedunculataノブドウ K-+, Dioscorea japonica ヤマノイモ Kー＋， Cirs1um 
effusum ホソエノアザミ K-+,Eupatorium chinense var. simplic1fol1umヒヨドリパナ K-+, Salvia japonica アキノ

タムラソウ K-+, Serratula insularis タムラソウ K-+, Asarum sp. カンアオイ属の 積 K-+; in 3 : Stachyurus 
praecoxキプシ S-+,Dryopteris chinensis ミサキカグマ Kー＋・ 2, Rubia akaneアカヰ Kー＋， Saussurea a田1bilis

コウシュウヒゴタイ K-+, Carex leucochlora アオスゲヲ Kー＋； in 4: Albizia julibrissin 井ムノキ Bl-+,
Rha皿nusjaponica クロウメモvキ S-2・2, Vaccinium hirtu皿 ウスノキ S→， 

Mallotus japonicus アカメガシワ S-+, Staphylea bumalda ミツバウツギ Sー＋， Carex sp. スゲ属の一種 K-2・2,
Liriope platyphyllaヤプラン K－＋・ 2,Astilbe thunbergii アカシ弓ウマ K-+, Viola grypoceras タチツボスミレ

Spuruopimpinella nikoensis ヒカゲミツバ K-+, Stegnogra田皿apozoi ssp, mollissimaミソ’ソパ K-+; 
in 5: Acanthopanax sciadophylloides コシアずラ Bl-I・I,Abies王irmaモミ S-1・2,Pleioblastus chino 
アスずマネサJサ S－＋・ 2,Torreya nuciferaカ..，.sー＋， Rhus trichocarpaヤマウルン Sー＋， Acer sieboldianum コハウチワ

カエデ Sー＋， Acer crataegifoliumウリカエデ S-+, Cephalotaxus harrington1a イヌガヤ S-+,Maackia amurensis 
var. buergeri イヌエンジュ 5ー＋， Acer micranthum コミオ、ヵエテや s-+, Morus bombycisヤマグワ S-+, Dioscorea 

tokoro トコロ S-+, Carex siderost1cta 夕方ずヰ、ソウ Kー＋・ 2, Gentiana scabra var • .buergeri リンドウ K-+, 
Angelica decursiva ノダケ K-+,Thea sinensisチヤノキ Kー＋； in 6: Carpinus japonica クマシデ Bl-3・3,
Carpinus cordataサワンハー B1-2・2, B2-2・2, S-+, Stephanadra tanakaeカナウツキ、 s－＋・ 2,Lindera obtusiloba 
ダンコウパイ S-+, Euonyrnus alatusニシキギ S-+, Kerria japonicaヤマブキ S-+, Fraxinus japonica トオ、リコ？ s-+, 
Ophiopogin planiscapusオオパジャノヒゲ 瓦四3・4,Chamaele decumbens セントウソウ K-2・2,Euon戸田sfortunei 
var. radicans ツルマサキ K-2・2, Acer diabolicumカジカエデ Kー＋・2,Lonicera japonica スイカズラ Kー＋，
Clematis terniflora センニンソウ Kー＋， Chloranthus serratus フタリシズカ K-+,Akebia quinataアケビ K-+,
Athyrium yokoscense ヘピノヰゴサe k『＋， Spuriop1皿pinellacalycinaカノツメソウ Kー＋， Angelica hakonensis 
イワニンジン K-+,Phryma leptostachya var. asiaticaハエドクソウ Kー＋， Lilium cordatum ウパユリ Kー＋，

Aconitum senanense ホソパトザカプト K-+, Dioscorea quinquelobaカエデドコロ Kー＋， Prenanthes acerifoliaフクオ

ウソウ K-+, Diarrhena japonica タツノヒゲ Kー＋， Carex dolichostachya var. glaberrima ミヤマカンスゲ K-+, 
Muhlenbergia hakonensis タチネズミカ＇＂ヤ Kー＋， Calamagrostis hakonensis ヒメノカ、リヤス K-+, Arisaema sp. 
テンナンショウ属の 種 K-+, Codonopsis lanceolata ツルニンジン K-+, Tylophora bracteataオオカモメヅル K四＋，
Viola b1ssetii ナガバノスミレサインJ K-+. 

K-+, 

調査地 Fundorte:Lfd. Nr. 1-4: Park Maruga-koen, Ofuchi, Stadt Fuj i富士市大湖丸火去圃 ; 

5: Inokashira, Stadt Fujinomiya 富寸で宮市措之頑 ; 6: Fu由主。， StadtFujinomiya 富士宵市雄

K.S., Y .M. ,S.S. ,R.K. 4,6: K.S.,Y.M.,S.S., 5: K.S.,Y.M.; Lfd. Nr. 1-3: 調査者 Forsher: 



スギ、 ヒノキ植林

Criptomeria japonica, Chamaecyparis obtusa-Forst 
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通し番号

調査原果番号

調査月日

’傾斜

海抜高

調査面積

Laufende Nr. : 
Feld-Nr.: 

Datum d. Aufnahme (1980): 

Neigung （。）：

Meereshohe (m) : .., 
Grose d. Probefliiche (m-): 

14 
85 

1.5 
30 

0.3 
50 
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15 
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0.5 
10 

12 
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5 
0.3 

5 

14 
98 

0.7 

高木第1層の高！＞

高木第 I層の植被率

高木第 2層の品さ

高木第 2層の植被率

低木層の高き

低木層の植被率

草木層の高き

草木屑の植被率

Hohe d. Baumshicht-1 (m): 
Deckung d. Baumshicht-1 (%): 
Hohe d. Baumshicht-2 (m): 
Deckung d. Baumshicht-2 (%): 
Hohe d. Strauchschicht （田）：
Deckung d. Strauchschicht (%): 
Hohe d. Krautschicht (m): 
Deckung d. Krautschicht (%): 

76 64 53 42 47 30 29 19 8 5 出場種数
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スギ

群落区分種

クロモジ

ヤブコウジ

ヤマウFレシ

ツタウルシ

タマアジサイ

ハナイカタ＠

マメザクラ

ホソノずシケシタ’

オオバジャノヒゲ

シロタeモ

コアジサイ

サンショウ

Crypto盟eriajaponica 

Trennarten d. Gesellshaft: 
Lindera umbellata 
Ardisia japonica 
Rhus trichocarpa 
陪msambi思ia
Hydrangea involucrata 
Helwingia japonica 
Prunus incisa 
Cornopteris fluvialis 
Ophiopogon planiscapus 
Neolitsea sericea 

Hydrangea hirta 

Zanthoxylum piperitum 

4ηガラミ

タチシオデ

アマチャ切ノレ

ノ、リカ。ヰワラビ

イヌツゲ、

ジャノヒゲ、

アオキ

アヵヵーン

ムラサキシキプ

イポタノキ

ミァ：キ

Schizophragma hydrangeoides 

Smilax nipponica 
Gynoste：宜皿apentaphyllum 
Thelypteris japonica 
Ilex crenata 
Ophiopogon japonicus 
Aucuba japonica 
Quercus acuta 

Cornus controversa 

Callicarpa japonica 
Ligustrum obtusifolit皿

2

2

2
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ホウチャクソウ

チダケサシ

トウゲシノず

ニりトコ

Disporum sessile 

Astilbe microphylla 
Lycopodium serratum 
Sambucus sieboldiana 

ツノルリンドウ

キヅタ

チゴユリ

コ十スピ

ヒサコウキ

Tripterospermum japonicum 
Hedera rhombea 

Disporum smilacinum 
Lysimachia japonica f. subsessilis 
Eurya japonica 

クマワラピ

アセピ

アキノキリンソウ

ウメモドキ

ツVパfナ

a
 

c
 

－
 

和

La
 

唱
Aq

u
 a

 
－
 

r
 

a
 

v
 

a
 

O
L
V
G
u
 

r

u

 

a

u

l

 

r

a

l

 

e
a

－
vd 

c

c

a

h

 

a
－

1

g

p

 

l
n
r
a
y
 

0

・1
t
z

s
p
v
a
o
 

－－

a

r

 

r
・J
o
r
s

e

g

e

u

 

t
s
a
s
m
 

p

i

d

y

 

o
r
－－

z
n
 

v
d
e
l
e
o
 

r
－－

o
l
u
 

D
P
S
I
E
 

ヤプレガサ

イヌショウ7

7'/Jオ、

モミ

7nショウマ

ヤ？イタチシダ

アクシノ電

コシ77守ラ

ヤマアジサイ

ツルニンジン

Syneilesis palmata 
Cimicifuga japonica 
Rubia akane 
Abies firma 
Astilbe thunbergii 
Dryopteris bissetiana 
Vaccinium Japonicum 
Acanthopanax sciadophylloides 
Hydrangea macrophylla var. acuminata 
Codonopsis lanceolata 

ヒメヤプラン

キッヨウハグマ

その他の種

チャノキ

ゼンマイ

ヘピノネゴザ

サルトリイバラ

コナラ

トヨロ

フジ

ヨマユミ

ガマズミ

Liriope minor 
Ainsliaea apeculata 

Sonstige Arten: 
τhea sinensis 

Osmunda japonica 
Athyrium yokoscense 
Smilax china 
Quercus serrata 
Dioscorea tokoro 
Wisteria floribunda 
Euonymus ala tus var •. apterus 
Viburnum dilatatum 

アフヂラチャン

トチパニンジン

モミジイチゴ

アケビ

Parabenzoin praecox 
Panax japonicus 
Rubus palmatus var. coptophyllus 
Akebia quinata 

オオパギポウシ

コチヂミザ十

シュンラン

ザョウf
カジカエテ守

アタリシス手方

アオッ、アラフジ

シオテe

ヤマグ

ヤマノイモ

コゴメウツギ

ヨょ空自立二

クサコアカソ

カヤ

アオスゲ‘

Hosta montana 
Oplismenus undulatifolius var. japonicus 
Cymbidium goeringii 
Clethra barbinervis 
Acer diabolicum 
Chloranthus serratus 
Cocculus orbiculatus 
Smilax riparia var. ussuriensis 
Marus bombycis 
Dioscorea japonica 
Stephanandra incisa 
Hosta albomarginata . 
Boehmeria gracilis 
Torreya nucifera 
Carex leucochlora 

出現1回の種 AuBerdem j e einmal in Lfd. Nr. I: Arisaer眠時．テンナンショウ属の一種 Kー＋； in 2: Arisaema sp.テンナシショウ属の一種 Kー＋，
Athyrium japonicum シケシダト勺 in 4: Euscaphis japonicaコンズイ ト＋， Houttuynia cordata ドク夕、 Kー＋・ 2,Desmodium回 ndshuricum
ヤプハギ Kー＋， Liparis kumokiri クモキりソウ Kー＋， Stegnogra盟国apozoi ssp. mollissima ミソシダ Kー＋； in 5: Deutzia crenataウツギ s-+,
Spuriopimpinella nikoensisヒカゲミツパ Kー＋， Paederia scandens var. maireiヘクソカズラ Kー＋； in 6: Aralia elata タラノキ B2ー＋，Kー＋，
Ampelopsis brevipedunculata ノリウツギ Sー＋・2, Symplocos coreana タンナサワフタギ s-+, Betula grossa ヨグソミネパリ S-+, Viburnum plicatum 
var. tomentosum ヤブテ＇7 リ Sー＋， Carpinus japonicaク？シデ S-+, Acer capillipesホソエカエデ s-+, Rhododendron kaempferi ＂＼°マツツジ Sー＋，
Vaccinium hirtumウスノキ S-+,K-+, Ampelopsis brevipedunculataノブドウ K-1・2, ~cer mono var.由armoratum L ンコウカエデ、 K-+, Aralia 
cordataウド K-+,Lonicera japonica スイカズラ K-+, Spiraea japonica シモツケ Kー＋； in 7: Parthenocissus tricuspidataッタ Sー＋・2,
Clematis apiifolia var. biternata メボタンヅル Sー＋， Euonymus alatus ニシキギ S-+,,Euonymussieboldianusマユミまー＋， Athyrium niponicum 
イヌワラピ K-+, Aster ageratoides var. harae f. leucanthusシロヨメナ Kー＋， Gentiana scabra var. buergeri リンドウ K-+; in 8: 
Phyllostachys bambusoidesマダケ s－＋・2,Picrasma quassioidesニガキ S-+, Cimicifuga si皿plexサラシナショウマ Kー＋・2,Akebia trifoliata 
ミツバアケビ ト＋， Trachelospermum asiaticum var. intermedium テイカカズラ ト＋， Oplismenus undulatifolius var. japonicus ヨチヂミザサ

K-+, Acer carpinifoliumチドリノキ Kー＋， Osmanthus heterophyllus ヒイラギ Kー＋， Viola grypoceras ~チツボスミレ Kー＋， Carex lanceolata? 
ヒカゲスゲ？ Kー＋・2,Arisae田 sp.テンナンショウ属の一種 K-+,Aconi tum j aponicum var. montanu田 ヤマトリカプト ト勺 in 9: Acer palmatum 
イロハモミジ S-+, Boehmeria spicata コアカソト＋， Smilax biflora var. trinervulaサルマメ ト＋， Daphne pseudomezereum オニシパリ.s→， 

Persea thunbergiiタ7ゃノキ Sー＋， Athyrium vidalii Tマイスワラビ K-+, Phryma leptostachya var. asiaticaハエドクソウ Kー＋， Dumasia 
truncataノササゲPK-+, Carex conica ヒメカンスゲ Kー＋， Elaeagnus multifloraナツグミ Kー＋， Desmodi四 oxyphyllum ヌスピトハギ ト勺 Matteuccia
oriental is イヌガンソ会 K→， Goodyera schlechtendaliana ミヤ？ウズラ K→， Dryopteris monticola ミヤマベニシダ .Kー勺 Arisae皿 sp.
テンナンショグ属の一種 ト＋： in 10: Ski阻 iajaponica ミヤマシキミ s－＋・2,Callicarpa即 llisヤブムラサキ ト＋， Lindera umbellata ヒメクロモシ

S-+,K-+, Ilex macropodaアオハダ Sー＋， Cephalotaxus harringtoniaイヌガヤ ト＋， Viburnum erosum f, punctatum コバノガマズミ S→， Quercus 
salicina ウラジ、ロガシ S-+, Corylus sieboldiana ツノハシバミ S-+, Berberis thunbergiiメギ Sー＋， Hydrangea scandens ffクウツギ S-+,Kー＋，
Viburnum phl由 otrich四オトコヨウソ’メ S-+, Lindera obtusiloba ダンコウバイ ト＋， Lastrea beddomei ホソバシ吋マ Kー1・2, V~ola 7izanensis 
エイザンスミ．レ Kー＋， Polygonatum lasianthum ミーャマナノレコユH Kー＋， Acer pal皿atumvar. amoenum オオモミジ Kー＋， Chloranthus Japonicus 
ヒトリシズカ Kー＋， Dryopteris erythrosoraベニシダ K-+, Euphorbia sieboldianaナットウダイ K-+, Thelypteris palustris ヒメシダ K-+,
Liparis krameri ジガバチソウ Kー＋， Polystichum sp. イノデ属の 種 K－＋・2,Arisaema sp.テンナンショウ属の一種 K-+, Celastrus orbiculatus 

ツルウメモドキ K-+. 

K.S.,Y.N., 10: K. S., Y .M., S.S. ,R.K.; 3-8: 

Uchino, Stadt Fujinomiya 富士宮市内野

A.M. ,K.S., Y .N., S.S.; 2: A.M. ,K.S., Y .N., Y.M., S.S.ー

Lfd. Nr.1-10: 

Lfd. Nr.1,9: 

Fundort: 

調査者 Forsher: 
Y.M.,s.s. 

調査地



イボタノキ亜群集

タラノキ変群集

オオバジャノヒゲ変群集

アプラチャン亜群集

フジサンニシキウツギ マメザクラ群集

Weigelo fujisanense-Prunetum incisae 

a: Subass von Ligustrum obtusifoliu皿

al: Var. von Aralia elata 
a2: Var. von Ophiopogon planiscapus 

b: Subass von Parabensoin praecox 

Tab. 11 

b a 

al 

2 3 

22 13 

群落記号

通し番号

調査票番号

Spalte: 
Laufende Nr.: 

Feld-Nr.: 
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調査年月 B

五位

傾斜

海抜高

調査両横

Datu皿 d.Aufnahme: 

Exposition: 
Neigung (O): 
Meereshohe （田｝：ム

GroBe d. Probefl昌che (m"'): 

守’
A
U

守’
n
U
R
J
n
u
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守・瓜
υ
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0

 

4 
80 

0.5 
15 
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0
 

・A
Y

－
q
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0

 

6 

80 
0.5 
30 

4 
90 

0.6 
30 

2.5 
90 

0.8 
10 

3 
90 

0.8 
20 

3.5 
90 

70 

3.5 
90 

0.8 
20 

高木層の高志

高木層の植被率

低木層の高色

低木層の植被率

草本層の高さ

草本層の柚被率

Hohe d. Baumschicht (m): 
Deckung d. Baumschicht (%): 
Hohe d. Strauchschicht （田）：

Deckung d. Strauchschicht (%): 
Hohe d. Krautschicht (m): 
Deckung d. Krautschicht (%): 

55 56 36 36 42 32 31 27 24 出現種数

群集標徴極・区分種

マメ＋守クラ

フジサンエシキウツギ

亜群集区分種

イヌザンショウ

イボタノキ

Artenzahl: 
K怠nn-u. Trennarten d. Ass.: 

Prunus incisa 
Weigera decora var. rosea f. fujisanense 

Trennarten d. Subass.: 
Fagara mantchurica 
Ligustrum obtusifoliu田
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アケビ
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ヤマノイモ

Akebia quinata 
Festuca parviglwr国
Angelica decursiva 
Dioscorea japonica 

＋一＋・・一・

変群集区分種

ヘクソカズラ

ドクダミ

タラノキ

エピヅノレ

シケyダ

ススキ

シモツケ

ヤマハンノキ

Trennarten d. Variante: 
Paederia scandens var. mairei 
Houttuynia cordata 
Aralia elata 
Vitis ficifolia var. lobata 
Athyriu皿 japonicum 
Miscanthus sinensis 
Spiraea japonica 
Alnus hirsuta var. sibirica 
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ノブドウ

オオ／ずジャノヒゲ

コマユミ

メギ

ンガバチゾウ

ヒメTフ’ラン

アズマネザサ

亜群集区分種

アフ．ラチャン

A血pelopsisbrevipedunιulata 
Ophiopogon planiscapus 
Euonymus alatus var. apterus 

Berberis thunbergii 
Liparis kra皿唯ri

Liriope minor 
Pleioblastus chino 

Trennarten d. Subass.: 
Parabenzoin praecox 

ウワノぜミソウ

ミヤマイポタ

Elatost自国 umbellatumvar. majus 
Ligustum tschonoskii 
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アカショウ7

ムラサキシキブ

キヨタキシダ

サンショウ

マユミ

イトスゲ

スズタケ

ツクパヰ、ウツギ

上級単位の標淑種・区分種
スイカズラ

Astilbe thunbergii 
Callicarpa japonica 

Athyriu皿 squamigerum
Zanthoxylum p1per1tum 
Euonymus siebbldianus 
Care玄 fernaldiana
Sasamorpha borealis 
Abelia spathulata 

Kenn-u. Trennarten d. hoheren Einheiten: 
Lonicera japonica 

トコロ

アマチャヅノレ

ノイノザラ

ウツギ

ツルウメモドキ

Dioscorea tokoro 

Gynosterr盟国 pentaphyllu皿
Rosa multiflora 
Deutzia crenata 
Celastrus orbiculatus 

コゴメウツギ

サルトリイパラ

ミツパウツギ

モミジイチゴ

サンカクヅノレ

ヤマク。ワ

Stephanandra incica 

Smilax china 
Staphylea bumalda 
Rubus palmatus var. coptophyllus 
Vitis flexuosa 
Morus bo皿1bycis

センニンソウ

アオツ‘Yラアジ

サルナシ

」ニワトコ

ズミ

シオデ

オfタシヅ、ル

メボタンヅノレ

ミツノずアケビ

Clematis terniflora 
Cocculus orbiculatus 
Actinidia arguta 
Sambucus sieboldiana 
Malus sieboldii 
Smilax riparia var. ussuriensis 
Clematis apiifolia 
Clematis apiifolia var. biternata 
Akebia trifoliata 
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モリイバラ

フジ

随伴種

タチツボスミレ

タンナサワフタギ

ヘピノネゴザ

イヌワラピ

カマツカ

ガマズミ

Rosa jasminoides 
Wisteria floribunda 

Bei:!leiter: 
Viola grypoceras 
Symplocos coreana 
Athyrium yokoscense 
Athyrium niponicum 
Pourthiaea villosa var. laevis 
Viburnum dilatatum 

イヌツゲ

ミズキ

ゼンマイ

ツりフヰ、ソウ

ナノレコユリ

ウド

フタリシズヵ

タ’イコンソワ

チダケサシ

チャノキ

クサボケ

コナラ

アカヰ、

ヒゴクサ

クサコアカソ

ヒカゲスゲ

クロモジ

Ilex crenata 
Cornus controversa 
Os血undajaponica 
Impatiens textori 
Polygonatum falcatum 
Aralia cordata 
Chloranthus serratus 
Geum japonicu田

Astilbe microphylla 
Thea sinensis 
Chaenomeles japonica 
Quercus serrata 
Rubia akane 
Carex japonica 
Boeh皿eriagracilis 
Carex lanceolata 
Lindera U皿1bellata

出現一種の種 Au6erd阻 je山田alin Lfd・＇Nr.2: Rosa onoei Tプイバラ？ s→， Athyrium vidalii Tマイヌワラピ K-1~2，竺；~mi~~a
S 討す十十f由官官？訂vifoli世ヰ叫~手d- -Kc→， e也記託時金合坤主目----'*4＂＂件刊マ 主ム， m ……一γ ：一一－

~＂，； K-+; in 3; Geranium伽 nbergii ゲンノショウコ K-1・2,Polygonum cuspidatumイタドリ 瓦ザ2, Cryptotaenia Japonica 
ミツバ K-+, CalYStegia japonica ヒルガオ ト＋；主主空： Rubus microphyllus ニガイチゴ S-1・2,Des皿odiu皿 oxyphyllumヌスピトハギ

K→， Cal a国grostisarundinacea var. brachytrichaノガ日ス Eー＋， Thelypteris palus_tris. vシダ． Kー＋；

出；；思fiiilll；~：；：：店長出店主｝j~ji~~~~~~I~：；~~.
~~＝~；；~ jf ［~三fnn~，主主主？と；＇i：：；~·：：：；；丘長；}:;2:・ ~：~E：：~~；￥，· i~~EF~~： ；~~i,~E：ヨウト
Acer pal由atumvar. amoenumオオ斗Eミジ S-+,Acer血onρvar.田ar田oratu田エンコウカエデ S-+,Disporu皿 sessileホウチJヤクソウ K-+・2, 

出t~~~ri詰~HYJW｝~~~li~~f~説法：部：記官：：：日目
盟主詰；；：i日記号店長店主主主 ~~~；~t~~＞~： Aster ager a to ides var. harae f. leucanthus シロヨメナ Kー＋， Circaea erubescensタニタデ K-+, Cirsium japonicu皿ノアザミ Kー＋，

Tricyrtis affinis ヤマジノホトトギス Kー＋．

; 8: Asagiri-Hochebene, Stadt Fujinomiya 富士宮市朝霧高原

6: Y.M.,S.S.; 5: K.s.,s.s. ,R.M. ,Y.M・24: A.M.,Y.N.; 

調査地 Fundorte: Lfd. Nr.1-7: Uchino, Stadt Fujinomiya 富士宮市内野

9: Pa畠 Nagao, Stadt Gotenba御殿場市長尾峠

調査昔 Forsher: Lfd. Nr. 1,3,7: A.M.,K.S.,Y.N.,Y.M.,S.S.; 2: Y.N.; 

8: K.S.,Y.M.,S.S.; 9: S.O., T.K.,M.Ka., E.N. 



カナウツギーモミジイチゴ群集

Stephanandro tanakae-Rubetum coptophylli 

Subass. von Artenusia princeps ヨモギ亜群集

Subass. von Ampelopsis brevipedunculata ノブドウ亜群集

Subass. von Orixa japonica コクサギ亜群集
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通し番号

調査原票番号

Spalte: 
Laufende Nr.: 
Feld-Nr.: 
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調査月日

傾 斜

海抜高

調査面積

Datum d. Aufnahme (1980): 

Neigung: 
Meereshδhe (m）：向
Grol3e d. Probeflache (m』）：
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低木層の高さ

低木層の植被率

草本層の高き

草本層の植被率

Hδhe d. Strauchschicht (cm): 
Deckung d. Strauchschicht (%): 

Hδhe d. Krautschicht (cm): 
Deckung d. Krautschicht (%): 
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Artenzahl: 
Kenn-u. Trennarten d. Ass. 

Stephanandra tanakae 

Rubus palmatus var. coptophyllus 
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モミジイチゴ

シシウド

メボタンヅル

亜群集区分種

ヘクソカズラ

トョロ

ヨモギ

ゲ、ンノショウコ

Angelica pubescens 
Clematis apiifolia var. biternata 

Trennarten d. Subass. 
Paederia scandens var. mairei 
Dioscorea tokoro 
Artemisia princeps 
Geranium thunbergii 
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ナワシロイチゴ
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ノブドウ

Rubus parvifolius 
Cocculus orbiculatus 
Ampelopsis brevipedunculata 
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オオノfジ、ヤノヒゲ、

ミツノfウツギ？

コクサギ

フシ

ユモトマユミ

コマユミ

上級単位の標徴種・区分種

ノイノfラ

Ophiopogon planiscapus 
Staphylea bumalda 
Orixa japonica 
Wisteria floribunda 
Euonymus sieboldianus var. sanguineus 
Euonymus alatus var. apterus 

Kenn-u. Trennarten d. hδheren Einheiten: 
Rosa 阻止tiflora 

アケビAkebia quinata 

スイカズ、ラ

ヤマノイモ

ボタンヅル

ミツバ、アケビ

ウツギ？

センニンソウ

イボタノキ

随伴種

イヌワラビ

タチツボスミレ

アズマネザ？サ

ススキ

トポシ方、ラ

ヒメヤフ守ラン

キヌタソウ

クサコアカソ

Lonicera Japonica 

Dioscorea japonica 
Clematis apiifolia 
Akebia trifoliata 
Deutzia crenata 
Clematis terniflora 
Ligustrum obtus1fol1um 

Begleiter: 
Athyrium niponicum 
Viola grypoceras 
Pleioblastus chino 
Miscanthus s1nens1s 
Festuca parvigluma 
Liriope minor 
Galium kinuta 
Boehmeria gracilis 

出現1回の種 Aul3erdem je einmal in Lfd. Nr.I: Sanguisorba officinalis ワレモコウ Kー＋， Chaenomeles japonicaクサボケ Kー＋， Astilbe 
microphyllaチターヶサシ Kー＋， Onoclea sensibilis var. interruptaコウヤワラビ Kー＋； in 2: Humulms scandensカナムグラ Sー＋； in 3: 
Miscanthus sinensisススキ K-1・I, Agrimonia j aponicaキンミズヒキ K-1・I, Geum japonicumダイコンソウ Kー＋， Microstegium vimineum var. 
polystachyumアシポソ K-+,Potentilla centigrana ヒメへピイチゴ K-+, Ostericum sieboldiiヤマゼリ K-+; in 4: Weigela decoraニシキウツギ

S-+, Leucosceptrum japonicumテンニンソウ K-1・I,Deutzia gracilis？ヒメウツギ？ S→， Rubia akaneアカオ、K→・ 2,Polystichum tripteron 
ジ、ユウモンジシダ ト＋， Chamaele decumbensセントウソウ ト＋， Muhlenbergia japonicaオ、ズミガヤ ト＋， Acer mono var. marmoratumエンコウカエデ

K-+, Actinidia polygamaマタタピ Kー＋， Carex sp.スゲ属の」種 Kー＋； in 5: Petasites japonicusフキ Kー＋・2,Carex sp. スゲ属の種 K→・ 2,
Boenninghausenia japonicaマツカゼソウ ト＋， Osmunda japonicaセーンマイ ト＋， Smilax bifloraサルマメ ト＋， Stephanandra incisaコゴメウツギ

K-+, Dryopteris erythrosoraベニシダ K-+,Theypteris japonicaハリガネワラビ Kー＋； in 7: Vitis f1c1fol1a var. lobataエピヅル Sー＋，
Oplismenus undulatifoliusケチヂミザサ K－＋・ 2, Connnelina connnunisツユクサ Kー＋・ 2, Smilax chinaサルトリイバラ Kー＋， Mosla diantheraヒメ

ジソ K-+, Cerastium holosteoides var. angustifoliumミミナク守サ K-+; in 8: Cornus controversaミズキ Sー＋， Smilax nipponicaタチシオデ

K-+, Aster scaberシラヤマギク K-+, Cilrex sp.スゲ属の一種 Kー＋， Clinopodium gracile var. multicauleヤマトウパナ K-+, Angelica edulis 
アマニュウ K-+; in 9: Hydrangea paniculataノリウツギ Sー＋， Prunus incisaマメザ、クラ S-+, Smilax riparia var. ussuriensisシオデ S-+,
Viola eizanensisエイザ、ンスミレ K『＋・ 2,Euonymus fortunei var. radicansツルマサキKー＋； in 10: Hydrangea involucrataタマアジサイ s－＋・ 2,
Abelia spathulataツクノfネウツギ Sー＋， Cimicifuga simplexサラシナショウマ Kー＋・ 2, Celastrus orbiculatusツノレウメモドキ K-+, Vitis flexuosa 
サンカクヅノレ Kー＋， Carex nanella ホソパヒカゲスゲ Kー＋， Calarr泡 grostishakonensisヒメノガリヤス Kー＋， Dryopteris laceraクマワラビ K-+, 

See 4: Nehara根原；3: Lfd. Nr. I: Uchino 内野 ; 2: Asagiri-Hochebene朝霧高原 ; 

Kamiide上井手 ; 8-10: Fumoto麓．

Y.M.,S.S. 

調査地 Fundorte (Stadt Fujinomiya富士宮市）：
Tanuki田貫湖 ; 5,6: Inokashira猪／頭 ; 7: 

2-10: Y.M.; Lfd二 Nr.1:Fors her: 調査者



トタやシパーススキ群団

Arundinello-Miscanthion sinensis 

Andropogon virginicus司 Gesellshaft メリケンカルカヤ群落

Pueraria lobata-Miscanthus sinensis-Gesellshaf t クズーススキ群落

Arundinario chino四 Miscanthetumsinensis アズマオ、ザサーススキ群集

Arundinello-Miscanthetum sinensis トダシノfーススキ群集
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調査月日

方位

傾斜

海抜高

調査面積

Datum d. Aufnahme ( 1980): 
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低木層の植被率

草本層の高さ

草本層の植被率

Hδhe d. Strauchschicht (m): 
Deckung d. Strauchschicht (%): 
Hohe d. Krautschicht (cm): 
Deckung d. Krautschicht (%): 
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出現種数

群落Aの区分種

メリケンカルカヤ

チガヤ

群落Bの区分稀

クス
ウツギ

オ、ジパナ

群落Cの標徴種・区分種

アズマオ、ザサ

タムラソウ

オカトラノオ

群落Dの標徴種・ Iぎ分種

オ、コハギ

コナスビ

フジサンニシキウツギ

アキノキリンソウ

上級単位の標徴種・区分種

ススキ

トタシ？-t

ワラヒ守

コマツナギ

ワレモコウ

ミツノfツチグリ

メドハギ

スミレ

アリノトウグサ

キパ・ナノマツノfニンジン

オトギリソウ

シノf

チダ’ケサシ

随伴種

ヨモギ

ツルウメモドキ

ヒメジョオン

ヘクソカス守ラ

スイカス守ラ

コウソeリナ

テリハノイノfラ

アメリカセンタ守ングサ

アカネ

ゲンノショウコ

ヌカボ

ナワシロイチゴ

アオツヅラフジ

オオアレチノギク

ツユクサ

イタドリ

コケオトギり

コブナグサ

タチツボスミレ

ノアザミ

ヒメシタや

フジ

ノチドメ

イボタノキ

オオチドメ

シモツケ

ニガナ

Artenzahl: 
Trennarten d. Gesellshaft-A: 

Andropogρn virginicus 
Imperata cylindrica var. koenigii 

Trennarten d. Gesellshaft-B: 
Pueraria lobata 
Deutzia crenata 
Spiranthes sinensis 

Kenn-u. Trennarten d. Ass. -C: 
Pleioblastus chino 
Serratula insularis 
Lysimachia clethroides 

Kenn-u. Trennarten d. Ass. -D: 
Lespedeza pilosa 
Lysimachia japonica f. subsessilis 
Weigera decora var. rosea f. fujisanensis 
Solidago virga-aurea var. asiatica 

Kenn-u. Trennarten d. hδheren Einheiten: 
Miscanthus sinensis 
Arundinella hirta 
Pteridium aquilinum var. latiusculum 
Indigof era pseudotinctoria 
Sanguisorba officinalis 
Potentilla freyniana 
Lespedeza cuneata 
Viola mandshurica 
Haloragis micrantha 
Linum virginiatum 
Hypericum erectum 
Zoysia japonica 
Astilbe microphylla 

Begleiter: 
Artemisia princeps 
Celastrus orbiculatus 
Erigeron annuus 
Paederia scandens var. mairei 
Lon1cera Japonica 
Picris japonica 
Rosa wichuraiana 
Bidens frondosa 
Rubia akane 
Geranium thunbergii 
Agrostis clavata var. nukabo 
Rubus parvifolius 
Cocculus orbiculatus 
Erigeron sumatrensis 
Commelina communis 
Polygonum cuspidaturn 
Hypericurn laxurn 

Arthraxon hispidus 
Viola grypoceras 
Cirsiurn Japonicurn 
Thelypteris palustris 
Wisteria floribunda 
Hydrocotyle maritima 
Ligustrurn obtusifoliurn 
Hydrocotyle rarniflora 

－一一-S-pi函 eajaponica 
Ixeris dentata 

出現 1回の種 AuBerdern je einmal in Lfd. Nr.2: Ixeris debilisオオジ、シパリ +, Akebia quinataアケビ +, Clematis terniflora 
センニンソウ +, Rurnex acetosaスイバ＋， Equiseturn arvenseスギナ＋， Grarnineae sp.イネ科の一種 +, Aster ageratoides var. harae 
f. leucanthusシロヨメナ +;・ in 3: Erigeron canadensisヒメムカシヨモギ 1・1,Aeginetia indica var. gracilisナンパンギセル

＋・ 2, Smilax chinaサルトリイバラ +・2, Desrnodium oxyphyllumヌスビトハギ +, Rumex acetosellaヒメスイバ +, Osrnunda japonica 
ゼーンマイ +, Microstegiurn virnineum var. polystachyurn アシボソ +, Campanula punctataホタルブクロ +, Dimeria ornitliopoda var. 
teneraカリマ夕方、ヤ +, Stellaria alsine var. undulataノミノフスマ +, Polygonurn longisetumイヌタデ＋， Athyrium conilii 
ホソバシケシダ +, Aster ageratoides var. ovatusノコンギク +; in 4: Lespedeza bicolor f. acutifoliaヤマハギ l・2, 工lexserrata 
ウメモドキ +, Astilbe thunbergiiアカショウマ +, Aster scaber シラヤマギク +, Hydrangea paniculataノリウツギ +, Eupatorium 
chinense var. sirnplicifoliurnヒヨドリパナ +, Aster rugulosusサワシロギク +; in 5: Chamaecyparis obtusaヒノキ S-3・4,Liriope 
minorヒメヤプラン 3・3,Anthoxanthum odoraturnハルガヤ 3・3,Hosta rnontanaオオパギボウシ l・2, Holcus lanatus シラゲガヤ I・ 2, 
Galium verurn var. asiaticum f. nikkoenseカワラマツバ ＋・ 2, Chaenorneles japonicaクサボケ＋・ 2, Plantago lanceolataへラオオノfコ

+, Cerastium holosteoides var. angustifoliumミミナグサ +, Youngia japonicaオニタビラコ +, Euphorbia pekinensisタカトウダイ

+, Angelica decursivaノダケ +, Dactylis glomerataカモガヤ +, Gnaphalium japonicumチチコク守サ +, Lactuca indicaアキノノゲシ

+, Scabiosa japonica マツムシソウ +, Galium pogonanthumヤエムグラ +; in 6: Ixeris stoloniferaイワニガナ ＋・ 2,Alnus hirsuta 
var. sibiricaヤマハンノキ +, Dioscorea tokoroトコロ +, Cerastium glorneratumオランタ号ミミナグサ +, Prunus incisaマメザ、クラ ＋， 

Castanea crenataクリ＋， 町msjavanicaヌルデ＋， Eupatorium lindleyanumサワヒヨドリ +; in 7: Carex sp. スゲ属のー・種 2・2,
Gramineae sp.ィォ、科の一種 ＋・ 2, Cirsiurn nipponicurn var. incompturnタイアザ、ミ +, Thea sinensis チヤノキ +, Oenothera biennis 
アレチマツヨイグサ +, Stachys japonica var. intermediaイヌゴマ +, Onoclea sensibilis var. interruptaコウヤワラビ +; in 8: 
Carex leucochloraアオスゲ 1・2,Pleioblastus distichus var. glaberネザ、サ＋・ 2,Patrinia scabiosaefoliaオミナエシ +, Artemisia 
japonicaオトコヨモギ＋， Morus bornbycis ヤマク守ワ +, Houttuynia cordata ドクダミ +, (;agea luteaキパナノアマナ＋， Dioscorea Japonicaヤマノイモ白 ＋． 

調査地 Fundorte: Lfd. Nr. 1: Nakano, Stadt Fuji 富士市中野 ; 2: Umamizuka, Stadt Fujinomiya富士宮市馬見塚 ; 3: Osaka, 
Stadt Fuj i 富士市大坂 ; 4: See Tanuki-ko, Stadt Fujinomiya富士宮市回貫湖 ; 5-8: Uchino, Stadt Fujinomiya 富土富市内野

A.M. ,K. S., Y .N., Y .M., 5,6: K. S., Y .M., S.S. ,R.K.; 4,7,8: Y.M.,S.S.,Y.F.; 2,3: Y.M.,Y.F.; Lfd. Nr.1: 調査者 Forsher: 
S.S. 
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植生高

全植被率

出現種数

群集Aの標徴種・区分種

カナムグタラ

アキノノゲシ

ヒメジョオン

群集Bの標徴種’区分種

ユウガギク

チカラシノf

キンエノコロ

アシポゾ

トダ肉シノf

群落Cの区分種

カラムシ

ミズヒキ

アケビ

トコロ

アマチャヅノレ

ドクタ守ミ

イタドリ

上級単位の標徴種・区分種

ゲンノショウコ

ヨモギ

アカオ、

ヒナタイノコズチ

キンミズヒキ

ケチヂミザサ

ヤブマメ

コナスビ

随伴種

ツユクサ

イヌタデ

スギナ

／コンギク

アズマオ、ザサ

オニタビラコ

ウシハコベ

ノブドウ

ナワシロイチゴ

イヌワラビ

ボタンヅノレ

カモジグサ

ヘクソカズラ

Hδhe d. Vegetation (cm): 
Deckung d. Vegetation （完）：

Artenzahl: 
Kenn-u. Trennarten d. Ass. -A: 

Humulus scandens 
Lactuca 1nd1ca 
Erigeron annuus 

Kenn-u. Trennarten d. Ass. -B: 
Kalimeris pinnatif ida 
Pennisetum alopecuroides 
Setaria glauca 
Microstegium vimineum var. polystachyum 
Arundinella hirta 

Trennarten d. Gesellschaft-c: 
Boehmeria nipononivea 
Polygonum filiforme 
Akebia quinata 
Dioscorea tokoro 
Gynostenuna pentaphyllum 
Houttuynia cordata 
Polygonum cuspidatum 

Kenn-u. Trennarten d. hoheren Einheiten: 
Geranium thunbergii 
Artemisia princeps 
Rubia akane 
Ach~ranthes fauriei 
Agrimonia japonica 
Oplismenus undulatifolius 
Amphicarpaea trisperma 
Lysimachia japonica f. subsessilis 

Begleiter: 
Cormnelina cormnunis 
Polygonum longisetum 
Equisetum arvense 
Aster ageratoides var. ovatus 
Pleioblastus chino 
Youngia japonica 
Stellaria aquatica 
Ampelopsis brevipedunculata 
Rubus parvifolius 
Athyrium niponicum 
Clematis apiifolia 
Agropyron kamoj i 
Paederia scandens var. mairei 

出現 I回の種 AuBerdem je einmal in Lfd. Nr. l: Agropyron racemiferumアオカモジグサ 2・3,Cerastium glomeratum オランダミ

ミナグサ 1・2,Capsella bursa-pastorisナズナ 1・2,Pueraria lobataクズ＋， Erigeron canadensis ヒメムカシヨモギ 1・I,Veronica 
arvensisタチイヌノフグリ +; in 2: Impatiens textoriツリフオ、ソウ 1・2,Oenanthe j avanicaセリ＋・2, Rumex acetosa スイノf

＋・ 2, Glechoma hederacea var. grandisカキドオシ +, Paraixeris denticulataヤクシソウ +, Polygonum sieboldiiアキノウナギツ

カミ 1・I; in 3: Eragrostis ferrugineaカセークサ 1・2,Oxalis corniculataカタノfミ 1・2,Polygonum yokusaianumハナタデ 1・2,
Microstegium japonicumササガヤ l・2, Hydrocotyle ramifloraオオチドメ 1・2,Trifolium repensシロツメクサ ＋・2,Paspalum 
thunbergiiススcメノヒエ ＋・2,Kyllinga gracillimaヒメクグ +, Rumex obtusifoliusエグノギシギシ l・2,Dactylis glomerataカ

モガヤ＋・ 2,Erigeron sumatrensisオオアレチノギク +; in 4: ぬihlenbergiahakonensisタチネズミカ、、ヤ 1・2,Arthraxon hispidus 
コフ’ナク守サ l・2, Clinopodium cl山 iensevar. parviflorumクルマパナ l・2, Petasites japonicusフキ＋； in 5: Liriope minor 
ヒメヤプラン 3・3, Hemerocallis fulva f. kwansoヤブカンソeウ 2・2,Viola grypocerasタチツボスミレ I・l, Oxalis corniculata 
f. erectaタチカタバミ l・I,Festuca parviglumaトポシガラ l・I,Allium grayiノビル＋・2,Lycoris radiataヒガンバナ +, Solidago 
virga-aurea var. asiaticaアキノキリンソウ +, Picris japonicaコウソ寺リナ +, Carex sp. スゲ属の一種 +, Justicia procumbens 
var. leucanthaキツネノマゴ +; in 6: Perilla frutescens var. citrodora レモンエゴ、7 4・3,Digitariaadscendensメヒシパ

+, Picris japonicaコウゾリナ +, Plantago asiaticaオオバコ＋， Siegesbeckia glabrescensコメナモミ +, Boehmeria gracilis 
クサコアカソ +, Microstegium vimineumヒメアシポソ +; in 7: Carex pisiformis？ホンモンジ、スゲ？2・3,Potentilla kleiniana 
オヘビイチゴ 1・I, Cryptotaenia japonicaミツバ＋・ 2, Salvia japonicaアキノタムラソウ ＋・2, Festuca extremiorientalis 
オオトボシヵーラ＋・ 2, Hedera rhombeaキヅタ +, Ophiopogon planiscapus オオノfシヤノヒゲ＋， Smilax riparia var. ussuriensisシオデ＋，

Hydrocotyle sibthorpioides チドメグサ＋， Rubus illecebrosusパライチゴ +, Lonicera japonicaスイカズラ +, Umbelliferae sp. 
セリ科の崎 +, Kerria japonicaヤマフーキ +; in 8: Dioscorea japonicaヤマノイモ＋， Solanum nigrumイヌホオズキ 1・2, Carex 
sp.スゲ属の一種 ＋・ 2,Desmodium oldhamiiフジカンソ守ウ +, Rubus buergeriフユイチゴ +, Mosla diantheraヒメジソ ＋． 

調査地 Fundorte: Lfd. Nr.l: Uchino, Stadt Fujinomiya 富士宮市内野 ; 2: Kumakubo, Stadt Fujinomiya 富士宮市熊久保 ; 

3: Inokashira, Stadt Fujinomiya富士宮市猪ノ頭 ; 4: Kachosanmyaku, Stadt Fujinomiya 富士宮市花鳥山脈 ; 5: Oiwa, Stadt 
Fujinomiya 富士宮市大岩 ; 6: Kamiinago, Shibakawa-cho, Fuji-gun 富士郡芝川町上稲子 ; 8: Kuwazaki, Stadt Fuj i富士市桑崎

7: K.S.,Y.M.; 6: Y .M., S.S., Y .F.; 5: S.O. ,E.N., T .Ku., Ka.T.; 3,4: 調査者 Forsher: Lfd. Nr.l: Y.N.; 2: Y.M.,S.S.; 
K.S.,Y.M.,S.S.,R.K.; 8: K.S.,Y.M.,S.S. 
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